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Ⅰ　施設の概要
1 　設置の目的
　北海道には貴重な埋蔵文化財が数多く発見され
ており、これらの埋蔵文化財の保護、保存・活用
を図るため、調査研究を行なうとともに、出土文
化財等の収蔵保管、展示公開並びに文化財保護思
想の普及啓発を図る総合的な機能を有する道立の
埋蔵文化財センターを設置する。

2 　沿　革
平成 7年

3月　�北海道立埋蔵文化財センター（仮称）�
基本構想策定

平成 8年
9月　�本館基本設計完了

平成 9年
3月　�本館実施設計完了
10月　�本館建設工事着手
12月　�別館（整理作業所）基本設計完了

平成10年
3 月　�別館（整理作業所）実施設計完了
9月　�別館（整理作業所）建設工事着工

平成11年
3 月　�本館建設工事竣工
4月　�北海道立埋蔵文化財センター開設
8月　�別館（整理作業所）建設工事竣工
11月　�一般公開

3 　施設の概要
⑴　工　期
［本館工事］　平成 9年10月31日着工
　　　　　　　平成11年 3 月18日竣工
［別館工事］　平成10年 9 月10日着工
　　　　　　　平成11年 8 月18日竣工
［外構工事］　平成11年 7 月28日着工
　　　　　　　平成11年12月10日竣工

⑵　面　積
［敷地面積］　18,599.50㎡
［延床面積］　
本　館：5,063.02㎡（�鉄筋コンクリート造・ 2階

建）
別　館：2,081.80㎡（�鉄筋造・ 3階建；整理作業

所）（渡り廊下含む）

［部屋別面積］
本館 1階
　調査研究室（253㎡）
　保存処理室（167㎡）
　観測・計測室・修復室（47㎡）
　金属製品処理室（31㎡）
　分析室（48㎡）
　実験室（53㎡）
　撮影室・暗室（105㎡）
　図書室（177㎡）
　一般収蔵庫（399㎡）
　展示収蔵庫（321㎡）
　展示室（310㎡）
本館 2階
　所長室（47㎡）
　事務室（241㎡）
　特別収蔵庫（227㎡）
　研修室（196㎡）
　一般収蔵庫（319㎡）
別館 1階：整理作業室（520㎡）
別館 2階：整理作業室（540㎡）
別館 3階：整理作業室（220㎡）
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Ⅱ　調査研究事業
1 　重要遺跡確認調査
　平成30年に北海道教育委員会（以下、道教委）
から示された「平成30～33年度重要遺跡確認調
査実施要領」に基づき、令和 2年 6月 4日に令和
2年度重要遺跡確認調査実施計画案および実施要
項案を作成した。 6月 4日・ 5日・ 8日には道教
委文化財・博物館課とこの案について協議を行い、
令和 2年度は興部町興部豊野竪穴群（A）の測量
調査と、湧別町川西 2遺跡の令和元年度出土品の
保存処理等を実施することが決定した。

⑴　興部町興部豊野竪穴群（A）の調査
　興部豊野竪穴群（A）は興部町豊野に所在する
竪穴群の遺跡で、昭和43年に道指定史跡となって
いる。ところが平成26・28年実施の道教委の調査
によって指定範囲と実際の竪穴分布範囲との間に
齟齬があることが明らかとなり、平成29年の文化
財保護審議会を経て、道立埋蔵文化財センターが
指定して保護すべき範囲を確定するための調査を
行うこととなった。このため調査の具体的な目標
は、（a）遺跡の分布範囲を地籍図へ位置付け、国
土座標等を取得する、（b）竪穴を詳細に測量し、
平面・断面形、付属施設の有無等の属性データを
記録する、の 2点とすることが道教委より示され

⑶　組織図

所長⑴ 副所長⑴

総務部長⑴

第 1調査部長⑴

総務課⑶

会計課⑵

普及活用課⑷

第 1調査課⑶

⑷　職員名簿
職　名 氏　名 職　名 氏　名 職　名 氏　名
所　　長 長沼　　孝 総務部長　 馬橋　　功 第 1調査部長　 鈴木　　信
副 所 長 山田　寿雄 総務課長　 小杉　　充 普及活用課長　 倉橋　直孝

総務課主査 柳瀬　由佳 普及活用課主査 藤井　　浩
総務課主任 葛西　宏昭 普及活用課主査 坂本　尚史
会計課長　 中村　貴志 普及活用課主査 立田　　理

会計課主任
　田　千秋

（令和 3年 6月
　30日付 退職）

第 1調査課長　 中山　昭大
第 1調査課主任 鎌田　　望
第 1調査課主任 菊池　慈人

た。これに基づき、令和 2年度は竪穴の測量調査
と写真撮影、周辺踏査を主体的に実施することと
し、周辺地形、竪穴分布状況、竪穴属性の把握に
努めた。以下、成果の概略を記載する。
　調査は令和 2年 9 月 7 日～19日の期間で、約
2万5,000㎡の範囲を対象に実施した。調査内容
は①窪みで残る竪穴群の調査、②北側牧草地のク
ロップマークの調査、③竪穴群周辺の踏査、の大
きく三つに分けられる。
　①については竪穴及び地形の詳細測量を実施
し、海岸段丘の先端部標高 8 ～11mの馬の背状
地形に30か所の竪穴が分布する状況を記録した。
竪穴は相対的にＳ（ 4 m未満）・Ｍ（ 4 ～ 5 m）・
Ｌ（ 5 m以上）の三つの大きさに区分でき、Ｌサ
イズ竪穴が標高10m以上の微高地に分布するな
ど、大きさごとに分布範囲の特徴がみられた。ま
た詳細測量図を地籍図上に展開し、竪穴群の所在
地番を明らかにした。
　②については、遺跡地権者から「竪穴群の北側
に位置する現在牧草地となっている範囲にもかつ
ては竪穴が広がっていたが、草地にする際に埋め
た」との証言が得られたため、同範囲の地表面に
埋没竪穴を示す痕跡が認められないかを調査し
た。結果、牧草地の約5,000㎡の範囲に19か所の
クロップマークを確認、記録した。クロップマー
クは大きさが 5 m前後であること、分布が竪穴と
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連続的であることから、埋没竪穴を示すものと考
えている。
　③については、遺跡地権者から「竪穴群の西側
に位置する現在は山林・荒地となっている範囲に
も竪穴が広がっていた記憶がある」との証言が得
られたため、同範囲の竪穴の有無を確認する踏査
を行った。結果として竪穴分布はみられなかった。
このため竪穴の分布は上記①・②で確認された約
1万㎡の範囲に限定される可能性が高くなった。
　次年度は発掘調査を実施し、クロップマークの
内容や竪穴の時期などを確認する必要があると考
える。（図 1）

⑵　湧別町川西 2 遺跡の調査
　川西 2遺跡は湧別町川西に所在する竪穴群の遺
跡で、平成30年度と令和元年度に北海道立埋蔵文
化財センターが調査を実施した。平成30年度は詳
細測量を実施して竪穴102か所を確認し、令和元
年度はこの内 5か所の竪穴についてトレンチ調査
を実施した。今年度については令和元年度調査で
出土した資料の内、炭化木製品と鉄製品の保存処
理、フローテーション抽出による動物遺存体の整
理などを実施した。川西 2遺跡の調査は今年度で
完了となる。

2 　埋蔵文化財に関する調査研究
⑴　保管出土品を活用した研究

【今年度研究概要】
　指定管理第 4期においては下記二つの課題を中
心に保管出土品を活用した調査研究を進めた。
ア、�保管遺物を対象とした科学的分析で、主に材

質分析を行うこと。
イ、�保管遺物を活用した、体験学習内容や方法を

開発すること。
【保管出土品を活用した研究】
　ア、�保管遺物を対象とした科学的分析
　　　令和 2年度は、実施していない。
　イ、�保管遺物を活用した体験学習の開発
　　　�保管遺物を活用した体験学習の開発につい

ては、考古学講座「縄文人に挑戦」におい
てヒスイの穿孔実験を行った。

　本講座の趣旨は、被加工物・加工物ともに実際
の遺物と同様の材質を用い、当時の製作技術を忠
実に復元した実験を行うことで、先史時代人の技
術や計画性、破損等への対処技術などを理解する
ための知識を得ることである。参加者は製作実験
の前後に資料観察を行うことで、資料の観察理解
度の深度が増したことが実感でき、また実験成果
によってはこれまでの研究で指摘されていない新
知見を得ることもある。

▲図 1 　興部町興部豊野竪穴群（A）　令和 2 年度測量成果

3



（ア）講座のテーマ
　今年度は連続講座・講演会のテーマが「旅する
考古学」であることから、先史時代の広域的な交
流・交易の題材として取り上げられることの多い
ヒスイを対象とすることとした。道埋文は千歳市
美々 4遺跡やキウス 4遺跡から出土した縄文時
代後期後葉のヒスイ玉を多数収蔵しており、これ
らの活用を通した体験学習方法の開発である。（写
真①　美々 4遺跡ヒスイ玉）
　ヒスイ、特に大珠については、地域社会や集落
の有力者などが装着した威信財と考えられてい
る（木島2007、栗島2007・2013）。またヒスイには、
①産地が糸魚川周辺地域に限定的で希少性が高
いこと、②石質が緻密で研磨により強い光沢を生
じること、③モース硬度が6.5～ 7 と非常に硬質
で加工には特殊な技術と手間が必要となること、
などの特徴があり、こうした諸条件と色調などの
優美性が「貴石」として扱われた理由と考えられ
る。
　製作技術については、主に糸魚川周辺地域の攻
玉遺跡の調査成果により復元が進められ、原石の
獲得から仕上げ研磨までの工程が提示されている
（寺島1965、木島2003・2019、五十嵐2007）。そ
のなかでも穿孔については特に多くの注意が払わ
れ、数例の復元実験も試みられている（土田1982、
関根2002、池田2002、堀2012、上屋2016）。こう
した状況から本講座も「ヒスイ穿孔に挑む」と題
し、穿孔技術の復元をテーマとすることとした。

　先史時代のヒスイ穿孔の研究は、穿孔具が未発
見なため、大珠などの孔の観察に主眼が置かれて
きた。特に未成品や破損品に残された穿孔途中の
孔に臍状の突起が観察されること、孔壁にリング
状の連続した擦痕が観察されること、円筒状の孔
形が多いこと、などから管錐や棒状錐を用いた回
転穿孔が推測されている。上述の復元実験では木
製の錐に石英粒などの研磨材を使用する方法で
穿孔に成功している。また回転の方法は「揉みぎ
り」、「弓ぎり」、「舞ぎり」が試されている。（写
真②　管錐・棒状錐）
　本講座もこうした先行研究を参考に、試行を経
たうえで、管錐を用いた弓ぎりによる回転穿孔を
選択することとした。実験では、棒状錐よりも管
錐で明瞭な臍状突起が高い確率で生じること、棒
状錐に比べ管錐は一定の速度で作業が進行するこ

▲写真①　美々 4 遺跡ヒスイ玉

▲写真②　管錐・棒状錐

▲写真③　弓ぎりによる穿孔
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とを確認しており、こうした点も管錐の選択理由
となった。弓ぎりの採用理由は、縄文時代前期の
福井県鳥浜貝塚で弓ぎりに適した長さ30㎝の小型
弓状木製品が出土していること、一人で作業が出
来ること、他の方法に比べ作業効率が最も良いこ
とがあげられる。また作業は卓上で椅子に座った
姿勢で行うこととした。理由は参加者に比較的高
齢者が多いこと、作業が長時間に及ぶことの 2点
で、身体にかかる負担が極力少ない方法を選んだ。
後述する道具の大きさや固定方法などはこの卓上
の作業方法を前提としている。（写真③　弓ぎり
による穿孔）

（イ）必要物品
　実験に使用する道具類について詳述する。道具
は基本的に縄文時代でも入手可能なものに限定し
た。内容を列記すると、錐、弓、ハンドピース、
固定台、粘土（固定用）、粘土（型取り用）、研磨
剤、爪楊枝、水でそのほかにティッシュペーパが
ある。（写真④　作業の道具）
　錐は軸木と錐部で構成する。軸木は長さ17.5㎝・
径1.5㎝の丸棒で端部中央に径0.55㎝・深さ1.2㎝
ほどの差し込み穴を開けたもの、錐部は細竹で径
0.5～0.6㎝、長さ3.5㎝を準備し、軸木の差し込み
穴に竹錐を差し込んで使う。小槌などで叩き込め
ばしっかりと固定されるが、竹錐が細い場合は紙
テープなどを巻いて調整すると良い。これにより
錐の全長は20㎝程度となるが、実験の結果から最
も扱いやすく安定する、適切な長さと考える。
　弓は作業者の体格に合わせ大型（39.5㎝）と小
型（28㎝）を用意した。弓の素材は竹で、市販の
調理用串（大型は45㎝の角串、小型は30㎝の平串、
幅は0.5～0.6㎝・厚さ0.4～0.5㎝）を材料とした。
弓への加工は尖頭部を切断した後カッターで両端
に弓筈を削り出し、弓の中央部付近をバーナーで
炙って柔らかくし湾曲させた。弦は調理用糸10号

（太さ約1.4㎜）を使用した。
　ハンドピースは木製で19.1×3.4×2.2㎝、中央に
2.5㎝の半球状の穴が設けられている。固定台は
被加工物であるヒスイを固定するためのもので、
42×19.5×0.5㎝の板に、20× 5 ×0.7㎝の小板 2
枚をＶ字状に打ち付けて作成した。固定用粘土は
ウッディ粘土30ｇ、型取り用粘土は石粉粘土で10
ｇ程度、研磨材は硬度 9のカーボランダム（「金
剛砂」の名称で市販する粒度No.60のもの）を0.5
ｇ程度、水は30㏄程度を一人分の量とした。爪楊
枝は後述のようにヒスイの孔の清掃に使用する
ため、先端を箒状に細かく割く加工を施した。
　被加工物にはヒスイと滑石を用意した。ヒスイ
は糸魚川市小滝産である。宝石として扱われる高
価な石材のため、宝飾品加工の際に出る大きさ 5
㎝未満・厚さ 1㎝程度の端材を加工業者から入手
した。後述する様に作業で管錐を安定して回転さ
せる必要があるため、ヒスイには予め径0.5～0.6
㎝、深さ0.1㎝程度の予備孔を設けることとした。
滑石は硬度 1の軟らかい石質であり、ヒスイの硬
さを比較によって実感して貰うために用意した。
（写真⑤　ヒスイの予備孔）

（ウ）作業方法
　穿孔作業であるが、事前の実験により 1時間程
度で深さ0.5～ 1 ㎜程度の進捗であることが判明
していた（厚さ 1 ㎝のヒスイの貫通に11～13時
間）。だが作業の単調さや集中力の持続時間を考
慮し、作業時間は 1時間とした。また、作業進捗
を視覚的に実感して貰うため、事前と事後に石粉
粘土で型を取り、比較することとした。
　作業内容はヒスイ固定方法、錐と弓の操作方法、
研磨材の使い方など留意事項が多岐に渡る。説明

▲写真⑤　ヒスイの予備孔

▲写真④　作業の道具
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はパワーポイントと実演を組み合せて行ったが、
特に実演で要点を述べながら手本を示す方法は伝
達手段として効果的であった。以下、作業の進行
手順を述べる。（写真⑥　作業の姿勢）
①　�固定台のＶ字先端を作業者の方に向けて設置

し、Ｖ字の隙間にヒスイをはめ込む。固定補
強にウッディ粘土を、固定台の下に滑リ止め
シートを敷くと効果的である。

②　�管錐に弓の弦を巻き付けた後、管錐の先端部
を水で湿らせて研磨材を付ける。

③　�ヒスイの予備孔に管錐先端を差し込み、利き
腕に弓、逆腕にハンドピースを持ってハンド
ピースで錐を固定する。弓は弓本体を外側、
弦を内側に位置させて持つ。持ち方は弓本体
を中指と薬指、弦を薬指と親指で固定すると
安定する。

④　�ハンドピースにはやや意識して下に押す力を
加え、弓をゆっくりと左右に動かし運動を開
始する。

⑤　�錐は垂直、弓は水平の意識を保ち、10秒間で
10～15往復の速さで弓を動かす。ハンドピー
スの押さえと弓の運動の力のバランスが最も
重要となる。

⑥　�開始 1分程度で研磨材が管錐の空洞部に取り
込まれるため、研磨剤を②と同様の方法で追加
する。以後 5分置き程度で研磨材を追加する。

⑦　�開始数分で砥糞（管錐とヒスイから生じる泥
状の粒子）が生じるが、研磨剤を多く含むた

め随時ヒスイの孔に戻しながら作業を進め
る。この時管錐先を使って水を追加し、砥糞
を緩い泥状に調整すると効果的と考えられ
る。（写真⑦　砥糞の発生）

⑧　�10～15分置きに砥糞をティッシュで拭き取り、
孔中を爪楊枝で掃除し、研磨材を更新する。

（エ）講座実施状況
　講座前半ではヒスイの定義、生成、産地と産
状、歴史、加工技術についてパワーポイントを使
用して解説した。特にメインとなる回転穿孔の工
程と方法について詳細を説明し、事前に行った実
験成果と得られた知見を紹介した。この中で縄文
時代の穿孔技術になぜ管錐が採用されたかについ
て「棒錐が先端部の先鋭化により作業部の径が縮
小し作業量が低下することに対し、管錐は構造上
先鋭化しないため一定の径が保たれ作業量が落ち
ない」との見解を示した。（写真⑧　棒状錐と管
錐の実験結果と対比資料）
　前半の座学を経て、美々 4遺跡とキウス 4遺
跡のヒスイ玉の観察を行った。参加者はヒスイ玉
を優美な装飾品として見るのではなく、孔周辺に
どのような製作痕跡が残されているのかを中心に
観察を行っていた。（写真⑨　ヒスイ玉の観察）
　講座後半は上述の内容でヒスイ穿孔実験を行っ
た。60分一本勝負と謳い、貫通した参加者にのみ
ヒスイの持ち帰りを認めるルールを設けて作業意
欲を盛り上げた。また作業が単調で被加工物の形
状変化も少ないため、臍状突起の発生を目先の目
標とした。

▲写真⑥　作業の姿勢

▲写真⑦　砥糞の発生
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　作業は参加者の力量により大きな差が生じた。
作業姿勢、道具の持ち方、運動方向などの細かな
説明と手を取っての実技指導が必要となる参加者
と、簡単な説明のみで要領を得る参加者に、開始
直後大きく分かれた。特にハンドピースの押さえ
と弓の運動のバランスを保つことが難しく、一部
の参加者には丁寧な補助が必要となった。しかし、
15分、30分と経過すると次第に全員が要領を掴み、
補助なしで作業が進行する状況となった。（写真
⑩　ヒスイ穿孔実験のようす）
　作業 1時間で貫通に達した参加者はいなかった
が、ほぼ全員が臍状突起の発生と深さ0.5㎜以上
の穿孔を実現していた。石粉粘土の型取りによる
比較は作業進捗の実感と臍状突起の発達の観察に
非常に効果的で、参加者からは感嘆の声が上がっ
ていた。（写真⑪　型取り比較による作業進捗の
確認）
　ヒスイ穿孔の後、続けて滑石の穿孔実験を行っ
た。事前の試行では滑石の作業進行はヒスイのお
よそ20倍（ 1㎝の穿孔所要時間約30分）で、ヒス
イと同様の痕跡（線状痕、孔形、臍状突起）が生

じることを確認していた。そのため滑石の実験で
は一連の穿孔作業を最後まで体験できること、ヒ
スイの硬さと作業の困難さを比較により強く実感
できることなどが期待された。参加者は急速に変
化する孔の様子を楽しみながら、貫通で生じる孔
の歪な形状や、これによる孔の仕上げ整形の必要
性について理解していた。滑石についてはキウス

▲写真⑧　棒状錐と管錐の実験結果と対比資料

▲写真⑨　ヒスイ玉の観察

▲写真⑩　ヒスイ穿孔実験のようす

▲写真⑪　型取り比較による作業進捗の確認
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4 遺跡出土の勾玉を模した形状で提供し、持ち帰
りして貰った。

（オ）講座の成果
　講座を通して多くの参加者から大変に楽しかっ
たとの評価をいただき、高い満足度を得たことを
感じた。また参加者は実験品に生じた作業痕跡の
観察を通し、遺物に残された痕跡から製作方法が
推定できることを理解していた。
　ヒスイは硬く作業進行が遅いため扱いにくい素
材であるが、作業のしやすさを確保し、型取り粘
土で進捗を確認する、滑石と比較する、などの工
夫を取り入れることにより、講座として成立させ
ることができたと考える。また、実験で使用した
ヒスイは貫通まで継続的に使用できるため、複数
の講座に利用できる利点もある。各種道具のほか
製作方法を指示するパワーポイントやシナリオも
作成しており、今後体験教室として必要に応じて
提供することを可能とした。反省点としては、作
業説明時に道具保持や動作に関する細かな説明を
省いてしまったことがあり、さらに参加人数に応
じた作業に精通するサポートスタッフの充分な配
置が必要と感じた。
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⑵　研修・情報収集
ア、�令和 2 年度全国公立埋蔵文化財センター連

絡協議会第 1 回役員会
　令和 2年 6月11日付で、全国公立埋蔵文化財セ
ンター連絡協議会会長名で、全国公立埋蔵文化財
センター連絡協議会役員機関あてに新型コロナウ
イルス感染拡大防止の観点から対面での役員会を
中止し、書面議決を行う旨、通知があった。
　各役員機関の書面表決書が集約され、書面によ
る審議がなされた。

イ、�令和 2 年度全国公立埋蔵文化財センター連
絡協議会総会

　令和 2年 6月23日付で、全国公立埋蔵文化財セ
ンター連絡協議会会長名で、各加盟法人あてに新
型コロナウイルス感染拡大防止の観点から対面で
の役員会を中止し、書面議決を行う旨、通知があっ
た。 7月 3日までに集約され、 7月16日付で書面
議決結果が全国公立埋蔵文化財センター連絡協議
会会長名で送付された。

ウ、�令和 2 年度全国公立埋蔵文化財センター連
絡協議会北海道・東北ブロック会議

　令和 2年 6月12日付で、令和 2年度全国公立埋
蔵文化財センター連絡協議会北海道・東北ブロッ
ク会議開催機関、秋田県埋蔵文化財センター所長
名で、各加盟法人あてに新型コロナウイルス感染
拡大防止の観点から対面での地区会議を中止し、
書面開催を行う旨、通知があった。 9月 4日付で
協議事項、照会事項を10月 5 日（月）までに提出
するよう依頼があり、集約結果は、10月19日付で
書面開催内容が秋田県埋蔵文化財センター所長名
で送付された。
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エ、�令和 2 年度全国公立埋蔵文化財センター連絡
協議会第33回研修会

期　日：令和 2年10月15日（木）～16日（金）
会　場：富山県埋蔵文化財センター
　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、
①全国集会は中止、②講演等及びパネルディス
カッションは、富山県関係10名から20名の参加で
実施する、その成果については報告書の発行を
もって研修会に替える、事前に発表要旨をメール
等で配布し、各加盟機関からの質問などを受けて
パネルディスカッションに反映させる、ことと
なった。

オ、�令和 2 年度全国公立埋蔵文化財センター連絡
協議会第 2 回役員会

期　日：令和 2年11月20日（金）
会　場：東京都千代田区平河町 2 - 6 - 3
　　　　都道府県会館
参加者：所長　長沼　孝
議　事

（ア）協議事項
ａ．令和 2 年度の事業について（中間報告）
　・�新型コロナウイルス感染拡大に伴い、計画の

見直しを行った。
ｂ．総会及び第 1 回役委員会
　・�現地（沖縄県）での総会及び役員会は中止し、

議案等は書面表決で行い、すべて承認
　・�総会を沖縄県で未実施のため、本年に限り年

会費を 1万円減額
ｃ．文化庁への要望活動
　・�文化庁へ郵送
　・�文化庁とオンライン懇談実施（会長機関のみ

参加）
ｄ．研修会
　・�全国集会は実施せず、富山県内の参加者で実

施
　・�講演、パネルディスカッションについては、

冊子を作成し、加盟機関に配布
ｅ．�新型コロナウイルス感染拡大防止に関するア

ンケートの実施
ｆ．令和 3 ・ 4 年度の役員について
　・�各ブロックから報告
　　�　北海道・東北：二戸市（監事）、関東・甲信越・

静岡：山梨県（副会長）、東海・北陸：愛知県（副
会長）、近畿：高槻市（監事）、中国・四国・
九州：鹿児島県（会長）

ｇ．�令和 3 ・ 4 年度の総会・役員会及び研修会
について

　・�令和 3年度
　　総会等：京都市文化財保護課（京都市内）
　　日　程：令和 3年 6月10日（木）・11日（金）
　　第 2回役員会：�鹿児島県立埋蔵文化財セン

ター（都道府県会館）
　　日　程：令和 3年11月19日（金）
　　研修会：�北海道立埋蔵文化財センター�

（江別市）
　　日　程：令和 3年10月14日（木）・15日（金）
　・令和 4年度
　　総会等：�沖縄県立埋蔵文化財センター�

（当初の鹿児島県から変更）
　　第 2回役員会：会長機関（東京都内）
　　研修会：香川県埋蔵文化財センター
ｈ．�令和 5 年度以降の総会・研修会の幹事機関

について
　・令和 4 〜 6年度は候補機関決定済み
　・�令和 7 〜10年は、担当ブロックは決定済み

だが幹事機関は未定
ｉ．�令和 2 ・ 3 年度の文化庁への要望活動につ

いて
　・�令和 2年度は10月12日にオンラインで懇談実

施
　・�令和 3年度の要望内容については、ブロック

会議などで話題提供し、具体的に検討を進め
ることとする。

ｊ．�全国埋蔵文化財法人協議会（全埋協）との共
カ、事業について

　・�東海・北陸ブロック会議で話題�
（富山県提案）

　・�現在の共同事業は「発掘された日本列島展へ
の協力」と「文化庁への要望活動」

　・�現在の共同事業は継続し、それ以外に例えば
「研修会」の実施できないか、などを今後具
体的に検討してはいかがか。平成15年度に北
海道で実施した実績あり。

ｋ．その他
　・�発掘された日本列島展について

（イ）報告事項
ａ．会報の発行状況と発行予定
　・第65号：�編集中、12月に発行予定
　・第66号：�3 月発行予定（ 2月上旬締め切りで、

各ブロック会議開催状況等の原稿依
頼予定）
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ｂ．予算の執行状況
　・�本年度に限り会費を 1万円減額して徴収
ｃ．その他
　・�「埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関

する調査研究委員会」について
　・�当協議会会長が参加
　・�関連する「国土交通省積算関係委員会」に副

会長機関（静岡県）が参加
　・�会長（鹿児島県）、副会長（静岡県）から委

員会の状況報告
　・�今回の役員会にオブザーバー参加の文化庁文

化財第二課埋蔵文化財部門藤井調査官から追
加コメントあり

（ウ）情報交換事項
　・�各ブロックなどの現状報告や文化庁報告（研

修関連）についての報告と意見交換

カ、　第11回文化財写真技術研究会
　令和 2年 7月 9日付で、新型コロナウイルス感
染拡大防止の観点から、研究集会について中止す
ることとなった。

キ、文化財保存修復学会第42回大会
　令和 2年 5月 8日、一般社団法人文化財保存修
復学会第42回大会は、熊本県熊本市の熊本城ホー
ルで 6月20日（土）、21日（日）に開催すること
になっていたが、新型コロナウイルス感染拡大防
止のため日本全国を対象に緊急事態宣言が発令さ
れるまでに至り、文化財保存修復学会第42回大会
および関連企画の現地開催は中止とすることと
なった。なお、今大会は、「研究発表集」を作成し、
発表と替えることになっている。

ク、北海道東部の竪穴住居跡群調査懇談会
日　時： 3月24日（水）13：00～16：00
会　場：Zoom開催
出席者：第 1調査部長　鈴木　信
内　容：　北海道教育委員会が主催する「北海道
東部の竪穴住居跡群調査懇談会」に文化財・博物
館課長の依頼を受け出席した。本会は、北海道東
部を中心とした竪穴群に関する基礎的な情報を整
備し将来の世界遺産登録をも視野に入れた保全と
活用を図ることを目的に進められた調査に対する
意見交換の場、として位置付けられている。
　出席者は、事務局である北海道教育委員会 4
名、構成員（有識者）として東京大学大学院教授

熊木俊朗氏、東京大学大学院人文社会系研究科准
教授福田正宏氏、北海道大学総合博物館研究員天
野哲也氏、元･稚内市教育委員会内山真澄氏が招
聘されていた。また、竪穴遺跡群調査の実施に関
係を有する者として、稚内市教育委員会斉藤譲
一、浜頓別教育委員会乾茂年、オホーツクミュー
ジアムえさし高畠孝宗、利尻富士町教育委員会山
谷文人、湧別町教育委員会林勇介、厚岸町海事記
念館小田島賢、根室市歴史と自然の資料館猪熊樹
人、の各学芸員が同席した。
　開会挨拶の後、熊木氏が座長に選出され議事に
入った。議事構成は、 1．報告 1件、 2．話題提
供 1件、 3．意見交換、 4．｢我が国における世
界遺産の今後の在り方（第一次答申）素案｣ につ
いての説明である。
　報告では「北海道東部の竪穴住居跡群の文化財
としての価値（中間報告）」「北海道東部の竪穴住
居跡群調査　第 2次調査実施計画」について、文
献調査･現地踏査の進捗状況と調査実施計画の概
要説明が行われ、今後の第二次調査計画の方針と
竪穴群データベースの項目内容について提示が
あった。
　話題提供では ｢ロシア極東の竪穴群と北海道｣
という題で極東における遺跡の遺存状態と竪穴調
査例の解説があった。
　意見交換では、①中間報告について、特に稚内
市内の竪穴群堙滅の経緯について（内山氏）、遺
跡が継続的に形成される要因について（天野氏）。
②第 2次調査実施にあたって、調査対象地域の北
上、各地域における取組の現状、市町村が単独で
取り組むには困難があること、以上二つの話題が
話された。

3 　分析・鑑定・保存処理等
⑴　分析・鑑定
　蛍光Ｘ線分析器、走査型電子顕微鏡など、分析・
鑑定に関わる機器の設置環境整備と維持管理を
行っている。そのほか、令和元年度の重要遺跡確
認調査で出土した炭化遺物の樹種同定を行った。
ア、樹種同定
　令和元年度重要遺跡確認調査、湧別町川西 2遺
跡で出土した擦文文化期後期竪穴住居跡の炭化材
について樹種同定を行った。詳細な内容は、北海
道立埋蔵文化財センター重要遺跡確認調査報告書
16集に掲載している。
　炭化材は乾燥させた後、小片を両刃剃刀で
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切断し、木口・板目・柾目の三断面を作成し
た。試料の帯電防止のためオートファインコー
ター（日本電子JFC-1300）を用いて白金蒸着を
行った。蒸着の後、走査型電子顕微鏡（日本電子
JSM-T200）により観察し、当センターが所蔵す
る千歳市美々 8遺跡、ユカンボシＣ15遺跡の薄
片と比較することにより同定を行った。結果、炭
化材をモミ属・トネリコ属・コナラ属・クルミ属・
ヤナギ属？・モクレン属と同定した。
イ、分析
　今年度は機器を用いた分析は行っていないが、
分析機器の設置環境設備、維持管理、過去のデー
タ整理を行っている。

⑵　保存処理
　道立センターが所蔵する木質遺物・金属製品の
温湿度等の維持管理、保存処理に関わる機器類の
設置環境整備と維持管理を継続して行っている。
　その他、昨年度の重要遺跡確認調査で出土した
炭化木製品・金属製品についての保存処理を、ま
た今年度恵庭市に移管した遺物のうち、劣化した
ものの再処理を移管に先立ち行っている。
　加えて、所蔵品の状況把握のためのデータ作成
を開始した。
ア、木製品保存処理
　（ア）川西 2 遺跡出土炭化木製品保存処理
　出土した炭化木製品は脆弱であったので、取り
上げ時にアクリル樹脂（パラロイドB72）アセト
ン10％溶液により土ごと強化させていた。室内で
の処理は土を除去して裏面を露出させることから
始めた。除去にあたっては崩壊を防ぐため、裏面
からも同じ溶液を塗布して硬化を確かめながら
行った。土を除去した結果、大きく 2点の部品に
分かれたが、エポキシ系接着剤により接着を行っ
ている。
　（イ）保管木製品一覧表作成
　保管される木製品は、土器石器等の出土品と異
なり、ほとんどが保存処理されたものである。そ
のため時間の経過とともに劣化や吸湿による変質
等が起こることがある。理想的な処理方法、保管
方法の検討のため、処理方法の違いによる経年変
化の相違や、展示等による環境変化の影響等を記
録、検証していく必要がある。
　これまでは遺物台帳による管理のみであった
が、保管状態や展示履歴、処理年月日とのその状
態の正確な把握を目指し、木製品保管一覧の作成

を開始した。今年度はキウス 4遺跡等 6遺跡につ
いてリストを入力した。入力後、状態の確認へと
作業を続ける予定である。
イ、金属製品保存処理
　（ア）湧別町川西 2 遺跡出土金属製品保存処理
　出土した金属製品は、鉤状の鉄製品 1点である。
Ｘ線透過撮影を行い、画像を参考にして錆を除去
した後、水酸化ナトリウム10％溶液による脱塩を
行った。乾燥させてNAD10の真空含浸を 3度繰
り返し処理した。
　（イ）恵庭市返却遺物保存処理
　今年度恵庭市教育委員会に移管した、西島松 5
遺跡出土の金属製品のうち、事前の点検で 9点が
錆の進行により部分的に剥落していることが分
かった。これらの修理及び再処理を行った。作業
は 5月 7 ～18日までの期間で、内容は剥落部分
の錆除去、再接着、脱塩、NAD10再含浸である。

⑶　施設保管環境
ア、温湿度管理
　収蔵品は北海道教育委員会の定める「北海道
美々 8遺跡出土品」取り扱い指針（平成18年 3
月31日教育長決定）にもとづいて保管管理を行っ
ている。収蔵品のうち特別収蔵庫、展示室、展示
収蔵庫に保管・展示されるものは、温湿度点検を
日に 3度行い、良好な収蔵環境の保持に努めてい
る。
　特別収蔵庫には重要文化財指定品を含む収蔵品
があり、温湿度環境はデジタル式温湿度計 2台、
温湿度データロガー 1台、毛髪自記録温湿度計
2台により記録を行っている。
　展示室では、重要文化財指定品は常設ガラス
ケースと稼働式ガラス免振台に展示される。温湿
度環境は展示室全体でデジタル式温湿度計 9台、
毛髪自動記録温湿度計 1台で記録を行っている。
展示収蔵庫はデジタル式 1台、毛髪式 1台である。
これに加え、データロガーによる記録も 2か所で
行っている。
　全て温度20℃、湿度40％を基準としている。測
定値が 5℃もしくは10％以上の変化があった場合
に調整を行っている。
イ、保管状況点検
　10月に屋外水槽内の木製品の点検・洗浄および
水槽内の清掃・水の入れ替えを行った。
　令和元年より一般収蔵庫、機械室にて保管され
る木製品の一部にカビの発生が認められた。エタ
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ノールで拭き取って除去し、殺菌を行った。現在
も継続して行っている。
ウ、重要文化財について
　アに記した温湿度管理を行っている。今後、指
定品の個別の点検および写真撮影、データベース
整理作業を予定している。

4 　市町村教育委員会支援など
⑴　指導・協力等
ア、�枝幸町新岡武彦採集資料分析調査の実施につ

いて（枝幸町教育委員会）
対 応 者：坂本尚史・柳瀬由佳
期　　間：�令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月31日

（当初予定令和元年12月13日～令和 2
年 3月31日を分析状況により上記に延
長）

対象資料：�町教委所蔵「新岡武彦コレクション」
のうち、玦状耳飾片 2点、管玉片 1点

調査内容：資料は「野幌原始林付近採集」とされ
るもので、このうち玦状耳飾は環状を呈する形態
であった。昨年度までに写真撮影、水洗、超音波
洗浄、基礎的な化学組成分析を実施し、資料の詳
細観察と分析の方向性を決定した。今年度は①肉
眼観察と化学組成分析による石材同定、②玦状耳
飾の製作技術の観察、③形態観察の三つを主体に
実施した。
　石材同定の結果は 3点とも滑石を主体とする
岩石で、全て黒色不透明結晶を含んでおり、結晶
を分析した 1点はクロム鉱であることが判明し
た。
　玦状耳飾の製作技術については中央孔にトクサ
による整形痕跡を確認した。トクサ整形は玦状耳
飾の特徴的な整形技術として近年注目されてお
り、今回新たな類例が増えたことは大きな成果で
ある。
　形態観察については道内出土資料との比較を中
心に行った。まず道内の環状玦状耳飾の類例を集
成し「浮輪形」「金環形」「指貫型」の 3類型（川
崎2004）があることを認めた。その上で各類型の
形態的特徴を「厚さ率」「中央孔率」などで数値
化し、新岡コレクション資料がどの類型に該当す
るものかを検討した。結果として新岡コレクショ
ンは金環形と指貫型の中間的形態であり、所属時
期は縄文時代前期前半の可能性が高いことを明ら
かにした。
　今回行った資料分析の結果は、令和 2年度オ

ホーツクミュージアム年報『枝幸研究12』に掲載
された。

【引用参考文献】
川崎　保
　2004　�「玉の類型編年　玦状耳飾」『季刊考古学』第89

号　雄山閣

イ、�安平町被災埋蔵文化財の再整理事業に係る市
町村指導について（安平町教育委員会）

対 応 者：�坂本尚史・立田　理
期　　間：�令和元年12月17日～令和 3年 3月25日
対象資料：�安平町教委所蔵の被災縄文土器32個体
経　　緯：平成30年 9 月16日に発生した胆振東部
地震により安平町教育委員会が早来・追分の郷土
資料館で収蔵する埋蔵文化財が被災し、破損など
の被害が生じた。この内、特に破損が著しかった
縄文土器について、令和元年 8月28日付安平町教
育委員会教育長から北海道教育委員会に土器修復
に係る協力の依頼があり、 9月 2日付で北海道立
埋蔵文化財センターが市町村支援として実施する
ことが決定した。

▲安平町被災埋蔵文化財
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作　　業：令和元年12月17～18日で被災資料の
回収とセンターへの搬送を実施した。修復作業は
2か年の計画とし、①個体識別、②接合確認、③
接着剤・合成樹脂を用いた修復作業の順で進める
こととした。令和元年度は早来郷土館資料、令和
2年度は追分郷土館資料の作業を実施し、令和 3
年 3 月までに全ての作業を完了させた。修復は、
比較的破損度合いの少ないものは元の復元で用い
られた石膏を生かし、セメダインＣと部分的に合
成樹脂を補い修復した。対して破損度合いの大き
いものは石膏を全て取り外し、合成樹脂を主体と
した再復元を行った。修復土器の個体数は全体で
32個体（追分郷土資料館16個体、早来郷土資料館
16個体）に及んだ。修復を完了した土器は報告書
掲載番号や町教委の受け入れ番号を特定し、個体
内容を識別した上で一覧表にまとめ、搬送用の収
納作業を行った。令和 3年 3月25日、安平町教育
委員会鍋島学芸員が修復状況を確認後、資料を安
平町教育委員会へ搬送し、事業を完了した。
　なお、修復作業で使用した消耗品（合成樹脂、
接着剤、ガムテープ、手袋、マスク、タオルなど）
は安平町教育委員会にご負担いただいた。

▲安平町被災埋蔵文化財

▲安平町被災埋蔵文化財修復後再収納状況
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⑵　�令和 2 年度市町村埋蔵文化財担当職
員出前研修会「史跡の保存と整備の
実際」

目　的：�地域の埋蔵文化財についての見識を深め
る。

講　師：�所長　長沼　孝
　　　　釧路市埋蔵文化財調査センター

主幹　石川　　朗
　　　　根室市歴史と自然の資料館

学芸主査　猪熊　樹人
　　　　別海町郷土資料館　　主幹　石渡　一人
日　程：�令和 2年 9月 3日（木）
　　　　13：10　受付・オリエンテーション
　　　　13：30　研修 1
　　　　14：20　研修 2
　　　　14：50　休憩
　　　　15：10　研修 3
　　　　15：40　研修 4
　　　　16：10　研修 5
　　　　17：30　研修終了
会　場：�釧路市埋蔵文化財調査センター　
内　容：
研修 1「�講義：道外の史跡保存・整備などの実例

から」
　講師が訪れた海外・道外の遺跡と博物館の展示
公開の事例から各参加者が自館での事業、活動に
つなげていくことのできる内容をわかりやすく説
明した。
　 1　海外の遺跡と博物館
　　・中国江蘇省（2000）
　　・バンクーバー（2015）
　　・英国土偶展ツアー（2009）
　　・パリ世界遺産説明会（2011）
　　・英国シンポ（2016）
　 2　道外の遺跡と博物館の展示
　　①　沖縄
　　②　九州（鹿児島・佐賀）
　　③　関西（福井・奈良）
　　④　北陸（石川・富山）
　　⑤　信越（長野・新潟）
　　⑥　南東北（宮城・福島）
　　⑦　北東北（秋田・岩手・青森）

研修 2「�講義：釧路市内の史跡保存・整備などの
実例」

　講師から、釧路市内にある史跡のうち、北斗遺

跡について、遺跡保存経緯から、整備の状況、そ
の後の管理、活用まで包括的、かつ詳細な解説が
あった。
　 1　北斗遺跡の概要
　 2　遺跡の保存（史跡指定）
　 3　整備
　　①　整備の経過
　　②　整備の観点
　　③　釧路市北斗遺跡ふるさと歴史の広場
　 4　管理・活用
　　①　管理
　　②　活用

▲令和 2 年度市町村担当職員出前研修会

▲令和 2 年度市町村担当職員出前研修会参加者名簿

名　前 振興局 所　　　属
講師 長沼　　孝 北海道立埋蔵文化財センター所長
講師 石川　　朗 釧路市埋蔵文化財調査センター主幹
講師 猪熊　樹人 根室市歴史と自然の資料館学芸主査
講師 石渡　一人 別海町郷土資料館主幹
1 直江　康雄 石狩 千歳市教育委員会埋蔵文化財センター
2 和田由希絵 石狩 千歳市教育委員会埋蔵文化財センター
3 茅原明日香 石狩 千歳市教育委員会埋蔵文化財センター
4 佐藤　慎也 石狩 石狩市教育委員会　浜益生涯学習課
5 田中　康平 日高 新ひだか町博物館
6 髙橋　美鈴 日高 様似町郷土館
7 高木　大稔 日高 えりも町郷土資料館
8 森　　久大 十勝 帯広百年記念館学芸員
9 大鳥居　仁 十勝 陸別町教育委員会
10 貴志　淳一 釧路 釧路町教育委員会社会教育課
11 菅原　卓巳 釧路 厚岸町海事記念館
12 小田島　賢 釧路 厚岸町海事記念館
13 坪岡　　始 釧路 標茶町博物館
14 餅崎　幸寛 根室 根室市歴史と自然の資料館長
15 浦﨑　文敏 根室 根室市歴史と自然の資料館
16 村田　一貴 根室 中標津町教育委員会
17 天方　博章 根室 羅臼町郷土資料館

事務局 倉橋　直孝 北海道立埋蔵文化財センター
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研修 3「�講義：根室市内の史跡保存・整備などの
実例」

　西月ヶ岡遺跡の史跡指定と根室半島チャシ跡群
の史跡指定に関わり、両者の現地の状況写真や史
跡整備に至る経緯をまとめた資料をもとに、両史
跡の現状と管理・活用について、解説があった。

研修 4「�講義：別海町内の史跡保存・整備などの
実例」

　「国史跡旧奥行臼駅逓所」の保存修理工事に関
わり、発掘調査を行い、発掘調査の成果を保存修
理工事に反映していった取り組みと今後の管理・
活用構想案について解説された。
　国史跡旧奥行臼駅逓所　史跡指定
　駅逓所の歴史
　保存修理工事の方針
　保存修理工事の経過
　史跡公園構想

研修 5「�施設見学：釧路市埋蔵文化財調査セン
ター・釧路市立博物館」

参加者：市町村職員等20名、
　　　　センター職員 2名、計22名

⑶　�令和 2 年度埋蔵文化財担当職員研修
会

「埋蔵文化財発掘調査の現状と最新技術などに
ついて（Ⅲ）」

目　的：地域の埋蔵文化財についての見識を深め
るとともに、発掘調査に携わっている市町村職員
を対象に、埋蔵文化財発掘調査の現状と最新技術
などについて、専門的な研修を行う。
講　師：文化庁文化財第二課埋蔵文化財部門

文化財調査官　斉藤　慶吏
　　　　奈良文化財研究所埋蔵文化財センター

遺跡・調査技術研究室長　金田　明大
日　程：令和 2年12月11日（金）
　　　　10：00　受付開始
　　　　10：20　オリエンテーション
　　　　10：30　研修 1
　　　　12：00　昼食休憩
　　　　13：20　研修 2
　　　　14：20　休憩
　　　　14：30　研修 3
　　　　16：30　質疑応答
　　　　17：00　研修終了

会　場：�北海道立埋蔵文化財センター�
2 階研修室

　令和 2年度市町村担当職員研修会について、令
和 2年 8 月20日付北埋125号で北海道教育委員会
に協議し、令和 2 年 8 月25日付教文博第1453号
で承認されていたが、新型コロナウイルス感染
防止対策に関わり、①道外から来ていただく講
師より、職場において、北海道への出張を懸念
する声があったこと、②さらに研修参加予定者
の市町村担当職員から、出張制限の可能性や欠
席の連絡があったこと、により、12月11日の実
施を中止した。
　その後、令和 3年 1月上旬において、新型コロ
ナウイルス感染防止対策のステージが高く、前段
①、②とも現時点でクリアできておらず、③年度
内で同じ内容では日程調整が難しいこと、④さら
にこれから別の内容での講師選定、日程調整は困
難なことから、令和 2年度の埋蔵文化財担当職員
研修会に関しては、中止することとし、北海道教
育委員会に協議し、令和 3年 1月20日付で承認さ
れた。
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Ⅲ　収蔵・保管事業
1 　収蔵資料
　出土文化財を北海道出土文化財取扱要領（平成13年 4 月11日付け教育長・出納長通知）等に則して保
管し、いつでも活用できるよう管理を行い、整理作業を進めている。

シリーズ名称 発 行 年 度 報　　告　　書　　名 所在地 遺　跡　名 掲載遺物
コンテナ数

そ の 他
コンテナ数

復元土器
個 体 数

1 道教委 1 昭和52 1977 美沢川流域の遺跡群Ⅰ 千歳市 美々 4 5 140 1
2 道教委 1 昭和52 1977 美沢川流域の遺跡群Ⅰ 千歳市 美々 5 1 1 0
3 道教委 3 昭和54 1979 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々 4 3 152 15
4 道教委 3 昭和54 1979 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々 5 11 74 0
5 道教委 3 昭和54 1979 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々 6 2 13 0
6 道教委 3 昭和54 1979 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々 7 7 42 0
7 北埋調報 3 昭和55 1980 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々 4 6 365 108
8 北埋調報 3 昭和55 1980 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々 5 3 50 5
9 北埋調報 3 昭和55 1980 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々 6 2 16 3
10 北埋調報 3 昭和55 1980 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々 7 1 4 3
11 北埋調報 7 昭和56 1981 美沢川流域の遺跡群Ⅴ 千歳市 美々 8 1 91 117
12 北埋調報 8 昭和57 1982 美沢川流域の遺跡群Ⅵ 千歳市 美々 8 1 5 9
13 北埋調報 9 昭和57 1982 ママチ遺跡 千歳市 ママチ 9 161 73
14 北埋調報 14 昭和58 1983 美沢川流域の遺跡群Ⅶ 千歳市 美々 4 9 166 143
15 北埋調報 14 昭和58 1983 美沢川流域の遺跡群Ⅶ 千歳市 美々 9 1 2 4
16 北埋調報 17 昭和59 1984 美沢川流域の遺跡群Ⅷ 千歳市 美々 4 3 33 32
17 北埋調報 17 昭和59 1984 美沢川流域の遺跡群Ⅷ 千歳市 美々 5 1 5 0
18 北埋調報 24 昭和60 1985 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々 2 9 53 4
19 北埋調報 24 昭和60 1985 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々 4 5 57 0
20 北埋調報 24 昭和60 1985 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々 8 1 7 5
21 北埋調報 35 昭和61 1986 美沢川流域の遺跡群Ⅹ 千歳市 美々 3 2 13 4
22 北埋調報 36 昭和61 1986 ママチ遺跡Ⅲ 千歳市 ママチ 8 84 75
23 北埋調報 44 昭和62 1987 美沢川流域の遺跡群ⅩⅠ 千歳市 美々 8 2 42 27
24 北埋調報 62 平成1 1989 美沢川流域の遺跡群ⅩⅢ 千歳市 美々 3 2 39 7
25 北埋調報 62 平成1 1989 美沢川流域の遺跡群ⅩⅢ 千歳市 美々 8 1 42 72
26 北埋調報 69 平成2 1990 美沢川流域の遺跡群ⅩⅣ 千歳市 美々 3 14 134 34
27 北埋調報 69 平成2 1990 美沢川流域の遺跡群ⅩⅣ 千歳市 美々 8低湿部 0 0 0
28 北埋調報 77 平成3 1991 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々 3 4 10 31
29 北埋調報 77 平成3 1991 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々 7 3 14 12
30 北埋調報 77 平成3 1991 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々 8 3 37 16
31 北埋調報 77 平成3 1991 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々 8低湿部 1 0 2
32 北埋調報 83 平成4 1992 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々 7 3 11 7
33 北埋調報 83 平成4 1992 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々 8 2 59 72
34 北埋調報 83 平成4 1992 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々 8低湿部 1 0 1
35 北埋調報 86 平成5 1993 ユカンボシＣ 2遺跡 千歳市 ユカンボシＣ 2 4 24 14
36 北埋調報 89 平成5 1993 美沢川流域の遺跡群ⅩⅦ 千歳市 美々 8 1 0 84
37 北埋調報 90 平成5 1993 オサツトー 1・キウス 7遺跡 千歳市 オサツトー 1 1 0 0
38 北埋調報 90 平成5 1993 オサツトー 1・キウス 7遺跡 千歳市 キウス 7 4 14 13
39 北埋調報 92 平成6 1994 キウス 5・ 7⑵・ケネフチ 8遺跡 千歳市 キウス 5 9 33 12
40 北埋調報 92 平成6 1994 キウス 5・ 7⑵・ケネフチ 8遺跡 千歳市 キウス 7 1 5 7
41 北埋調報 92 平成6 1994 キウス 5・ 7⑵・ケネフチ 8遺跡 千歳市 ケネフチ 8 1 5 0
42 北埋調報 96 平成6 1994 オサツ 2・14遺跡 千歳市 オサツ 2 4 20 117
43 北埋調報 96 平成6 1994 オサツ 2・14遺跡 千歳市 オサツ1 4 7 31 16
44 北埋調報 100 平成 7 1995 ユカンボシＣ 9遺跡 千歳市 ユカンボシＣ 9 3 25 33
45 北埋調報 102 平成 7 1995 美沢川流域の遺跡群ⅩⅧ 千歳市 美々 8 0 0 14
46 北埋調報 102 平成 7 1995 美沢川流域の遺跡群ⅩⅧ 千歳市 美々 8低湿部 2 168 10
47 北埋調報 103 平成 7 1995 オサツ 2遺跡⑵ 千歳市 オサツ 2 5 0 30
48 北埋調報 104 平成 7 1995 キウス 5遺跡⑵ 千歳市 キウス 5 9 89 18
49 北埋調報 105 平成 7 1995 キウス 7遺跡⑶ 千歳市 キウス 7 15 97 110
50 北埋調報 113 平成 8 1996 美沢川流域の遺跡群ⅩⅨ 千歳市 美々 4 12 343 229
51 北埋調報 114 平成 8 1996 美沢川流域の遺跡群ⅩⅩ 千歳市 美々 8低湿部 1 0 0
52 北埋調報 115 平成 8 1996 キウス 5遺跡⑶ 千歳市 キウス 5 17 113 254
53 北埋調報 116 平成 8 1996 キウス 5遺跡⑷Ｂ・Ｃ地区 千歳市 キウス 5 9 24 17
54 北埋調報 117 平成 8 1996 キウス 7遺跡⑷ 千歳市 キウス 7 8 29 0
55 北埋調報 119 平成 8 1996 キウス 4遺跡 千歳市 キウス 4 4 37 1
56 北埋調報 124 平成9 1997 キウス 4遺跡⑵ 千歳市 キウス 4 24 377 121
57 北埋調報 125 平成9 1997 キウス 5遺跡⑸Ａ 2地区 千歳市 キウス 5 11 151 159
58 北埋調報 126 平成9 1997 キウス 5遺跡⑹Ｂ・Ｃ地区 千歳市 キウス 5 4 46 1
59 北埋調報 127 平成9 1997 キウス 7遺跡⑸ 千歳市 キウス 7 6 16 5
60 北埋調報 128 平成9 1997 ユカンボシＣ15遺跡⑴ 千歳市 ユカンボシＣ15 3 36 81
61 北埋調報 133 平成10 1998 ユカンボシＣ15遺跡⑵ 千歳市 ユカンボシＣ15 14 283 63
62 北埋調報 134 平成10 1998 キウス 4遺跡⑶AHKI地区 千歳市 キウス 4 42 302 234
63 北埋調報 135 平成10 1998 キウス 4遺跡⑷Ａ 2地区 千歳市 キウス 4 5 39 14
64 北埋調報 136 平成10 1998 キウス 5⑺　キウス 7⑹遺跡 千歳市 キウス 5 1 0 0
65 北埋調報 136 平成10 1998 キウス 5⑺　キウス 7⑹遺跡 千歳市 キウス 7 1 1 0
66 北埋調報 138 平成11 1999 柏台 1遺跡 千歳市 柏台 1 26 22 0
67 北埋調報 144 平成11 1999 キウス 4遺跡⑸ 千歳市 キウス 4 11 33 40
68 北埋調報 146 平成11 1999 ユカンボシＣ15遺跡⑶ 千歳市 ユカンボシＣ15 1 46 14
69 北埋調報 147 平成11 1999 対雁 2遺跡⑴ 江別市 対雁 2 2 42 14
70 北埋調報 148 平成11 1999 キウス 4遺跡⑹ 千歳市 キウス 4 7 16 2

16



シリーズ名称 発 行 年 度 報　　告　　書　　名 所在地 遺　跡　名 掲載遺物
コンテナ数

そ の 他
コンテナ数

復元土器
個 体 数

71 北埋調報 152 平成12 2000 キウス 4遺跡⑺ 千歳市 キウス 4 18 109 45
72 北埋調報 157 平成12 2000 キウス 4遺跡⑻ 千歳市 キウス 4 49 519 380
73 北埋調報 159 平成12 2000 ユカンボシＣ15遺跡⑷ 千歳市 ユカンボシＣ15 1 1 3
74 北埋調報 160 平成12 2000 対雁 2遺跡⑵ 江別市 対雁 2 5 32 41
75 北埋調報 173 平成13 2001 チプニー 1・チプニー 2遺跡 千歳市 チプニー 1 4 14 33
76 北埋調報 173 平成13 2001 チプニー 1・チプニー 2遺跡 千歳市 チプニー 2 1 5 0
77 北埋調報 174 平成13 2001 ケネフチ 9遺跡 千歳市 ケネフチ 9 2 10 1
78 北埋調報 176 平成13 2001 ユカンボシＣ15遺跡⑸ 千歳市 ユカンボシＣ15 0 0 0
79 北埋調報 177 平成13 2001 対雁 2遺跡⑶ 江別市 対雁 2 1 6 69
80 北埋調報 180 平成14 2002 キウス 4遺跡⑼ 千歳市 キウス 4 90 1623 696
81 北埋調報 187 平成14 2002 キウス 4遺跡⑽ 千歳市 キウス 4 0 0 0
82 北埋調報 188 平成14 2002 オルイカ 1遺跡 千歳市 オルイカ 1 2 32 2
83 北埋調報 189 平成14 2002 オルイカ 2遺跡 千歳市 オルイカ 2 5 17 4
84 北埋調報 192 平成14 2002 ユカンボシＣ15遺跡⑹ 千歳市 ユカンボシＣ15 0 59 0
85 北埋調報 193 平成14 2002 対雁 2遺跡⑷ 江別市 対雁 2 41 81 36
86 北埋調報 204 平成15 2003 対雁 2遺跡⑸ 江別市 対雁 2 3 5 11
87 北埋調報 206 平成15 2003 オルイカ 1遺跡⑵ 千歳市 オルイカ 1 1 2 2
88 北埋調報 207 平成15 2003 チプニー 2遺跡⑵ 千歳市 チプニー 2 2 12 12
89 北埋調報 215 平成16 2004 対雁 2遺跡⑹ 江別市 対雁 2 0 1 0
90 北埋調報 221 平成17 2005 オルイカ 2遺跡⑵ 千歳市 オルイカ 2 23 34 10
91 北埋調報 224 平成18 2006 西島松 5遺跡⑷ 恵庭市 西島松 5 10 27 22
92 北埋調報 225 平成17 2005 チプニー 2遺跡⑶ 千歳市 チプニー 2 31 7 27
93 北埋調報 226 平成17 2005 対雁 2遺跡⑺ 江別市 対雁 2 16 38 41
94 北埋調報 231 平成18 2006 対雁 2遺跡⑻ 江別市 対雁 2 33 49 429
95 北埋調報 238 平成18 2006 祝梅川上田遺跡・梅川 2遺跡 千歳市 梅川 2 3 5 6
96 北埋調報 238 平成18 2006 祝梅川上田遺跡・梅川 2遺跡 千歳市 祝梅川上田 5 9 4
97 北埋調報 240 平成18 2006 対雁 2遺跡⑼ 江別市 対雁 2 13 14 22
98 北埋調報 248 平成20 2008 西島松 3・ 5遺跡⑸ 恵庭市 西島松 5 33 486 140
99 北埋調報 251 平成19 2007 キウス 5遺跡⑻ 千歳市 キウス 5 3 17 10
100 北埋調報 252 平成19 2007 キウス 9遺跡 千歳市 キウス 9 13 49 181
101 北埋調報 253 平成20 2008 梅川 4遺跡⑴ 千歳市 梅川 4 8 20 51
102 北埋調報 255 平成19 2007 対雁 2遺跡⑽ 江別市 対雁 2 1 2 4
103 北埋調報 260 平成21 2009 西島松 5遺跡⑹ 恵庭市 西島松 5 39 53 11
104 北埋調報 265 平成21 2009 西島松 2遺跡 恵庭市 西島松 2 93 437 168
105 北埋調報 267 平成21 2009 オルイカ 2遺跡⑶ 千歳市 オルイカ 2 3 6 53
106 北埋調報 268 平成21 2009 アンカリトー 7・ 9遺跡 千歳市 アンカリトー 7 3 10 3
107 北埋調報 268 平成21 2009 アンカリトー 7・ 9遺跡 千歳市 アンカリトー 9 8 1 0
108 北埋調報 269 平成21 2009 梅川 4遺跡⑵ 千歳市 梅川 4 8 57 20
109 北埋調報 284 平成23 2011 キウス 5遺跡⑼ 千歳市 キウス 5 5 22 134
110 北埋調報 285 平成23 2011 祝梅川小野遺跡⑴梅川 1遺跡⑴ 千歳市 祝梅川小野 3 10 3
111 北埋調報 285 平成23 2011 祝梅川小野遺跡⑴梅川 1遺跡⑴ 千歳市 梅川 1 8 1 0
112 北埋調報 296 平成24 2012 対雁 2遺跡⑾ 江別市 対雁 2 8 57 20
113 北埋調報 297 平成24 2012 祝梅川小野遺跡⑵梅川 1遺跡⑵ 千歳市 祝梅川小野 5 22 134
114 北埋調報 297 平成24 2012 祝梅川小野遺跡⑵梅川 1遺跡⑵ 千歳市 梅川 1 31 180 81
115 北埋調報 299 平成24 2012 キウス 5遺跡⑽ 千歳市 キウス 5 2 2
116 北埋調報 300 平成24 2012 祝梅川上田遺跡⑵ 千歳市 祝梅川上田 18 85 101
117 北埋調報 306 平成25 2013 梅川 4遺跡⑶ 千歳市 梅川 4 7 27 54
118 北埋調報 307 平成25 2013 祝梅川小野遺跡⑶梅川 1遺跡⑶ 千歳市 祝梅川小野 1 3
119 北埋調報 307 平成25 2013 祝梅川小野遺跡⑶梅川 1遺跡⑶ 千歳市 梅川 1 30 112 56
120 北埋調報 323 平成27 2015 キウス 3遺跡⑴11遺跡⑴ 千歳市 キウス 3 5 30 13
121 北埋調報 323 平成27 2015 キウス 3遺跡⑴11遺跡⑴ 千歳市 キウス11 55 201 183
122 北埋調報 348 平成29 2017 トプシナイ 2遺跡・イカベツ 2遺跡 千歳市 トプシナイ 2 2 8 0
123 北埋調報 348 平成29 2017 トプシナイ 2遺跡・イカベツ 2遺跡 千歳市 イカベツ 2 35 108 0
124 北埋調報 349 平成29 2017 根志越 5遺跡 千歳市 根志越 5 2 3 8

（道教委・道埋文センター発掘調査分） 合　　　　計 1,212 9,337 5,884

1 保第 2 平成 7 1995 ポンオサツ・ケネフチ 5 千歳市 ポンオサツ 2 1 18
2 保第 2 平成 7 1995 ポンオサツ・ケネフチ 5 千歳市 ケネフチ 5 5 42 0
3 保第 3 平成 7 1995 オサツ15・16・18 千歳市 オサツ15 1 14 1
4 保第 3 平成 7 1995 オサツ15・16・18 千歳市 オサツ16 4 44 14
5 保第 3 平成 7 1995 オサツ15・16・18 千歳市 オサツ18 1 1 0
6 保第 5 平成 8 1996 ポンオサツ⑵・オサツ18⑵・ケネフチ 5 ⑵ 千歳市 ポンオサツ 1 1 0
7 保第 5 平成 8 1996 ポンオサツ⑵・オサツ18⑵・ケネフチ 5 ⑵ 千歳市 オサツ18 1 1 8
8 保第 5 平成 8 1996 ポンオサツ⑵・オサツ18⑵・ケネフチ 5 ⑵ 千歳市 ケネフチ 5 5 14 2
9 保第 6 平成 8 1996 オサツ15⑵ 千歳市 オサツ15 5 47 7
10 保第 7 平成 8 1996 オサツ16⑵ 千歳市 オサツ16 13 28 8
11 保第 8 平成 9 1997 オサツ15⑶ 千歳市 オサツ15 6 26 4
12 保第 9 平成 9 1997 オサツ16⑶ 千歳市 オサツ16 2 14 0
13 保第 10 平成 9 1997 ケネフチ 5⑶ 千歳市 ケネフチ 5 11 68 23

（保護協会発掘調査分） 合　　　　計 57 301 85

総　　　　　　　合　　　　　　　計 1,269 9,638 5,969
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2 　図書資料
⑴　購入図書一覧
番号 書　　　　　　　　　　　　　　名 編　  著　  者 出　  版　  者

1 古代の食生活 吉野秋二 吉川弘文館

2 北の黒曜石の道 木村英明 新泉社

3 マメと縄文人 中山誠二 同成社

4 入門　埋蔵文化財と考古学 水ノ江和同 同成社

5 ビジュアル版　考古学ガイドブック 小野昭 新泉社

6 北海道の防災考古学 同書編集委員会 同書編集委員会

7 日本をめぐる北の文化誌 北海道立北方民族博物館 北海道立北方民族博物館

8 新日本考古学辞典 江坂輝彌・芹沢長介・坂詰秀一 ニューサイエンス社

9 地名の政治地理学 田邉裕 古今書院

10 びっくり!!　縄文植物誌 鈴木三男 同成社

11 アイヌ語 中川裕 白水社

12 いま学ぶ　アイヌ民族の歴史 加藤博文・若園雄志郎 山川出版社

13 中世考古“やきもの”ガイドブック 浅野晴樹 新泉社
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⑵　受領刊行物一覧（令和 2年 4月 1日から令和 3年 2月28日受領分）

［北海道］
　　北海道教育委員会

1 　　　　�アイヌ民俗文化財ユーカ　ラシリーズ64　金成マツ筆録　アイヌ叙事詩　魂の泣く声が聞こえる（女のユカ　ラ）
2 　　　　�アイヌ民俗文化財ユーカ　ラシリーズ65　金成マツ筆録　アイヌ叙事詩　英雄叙事詩　白い巻貝⑴
3 　　　　�アイヌ民俗文化財ユーカ　ラシリーズ66　金成マツ筆録　アイヌ叙事詩　メナ　シサムの厚司メナ　シサムの帽子⑴
4 　　　　�令和元年度アイヌ民俗文化財調査報告書　アイヌ民俗技術調査11（育児に関する民俗技術 1）

　　札幌市教育委員会
5 　　　　�丘珠縄文遺跡年報 1　丘珠縄文遺跡　2018年度活動報告
6 　　　　�丘珠縄文遺跡年報 2　丘珠縄文遺跡　2019年度活動報告
7 　　　　�札幌市文化財調査報告書108　Ｍ555遺跡
8 　　　　�市内遺跡発掘調査報告書12　令和元年度　調査報告書

　　北海道大学
9 　　　　�LITTERAE　POPURI　Vol.65/2020

　　北海道大学総合博物館
10 　　　　�北海道大学総合博物館ニュース　ISSUE40　

　　札幌国際大学縄文世界遺産研究室
11 　　　　�縄文　年報 4

　　浦幌町立博物館
12 　　　　�浦幌町立博物館　紀要　第20号
13 　　　　�浦幌町立博物館　年報　第21号

　　様似町教育委員会
14 　　　　�様似郷土館紀要　 2号　

　　苫小牧市埋蔵文化財調査センター

15 　　　　�覚生 1遺跡・覚生 2遺跡　樽前山火山砂防工事のうち熊の沢川 2号砂防えん堤建設工事に伴う�
埋蔵文化財発掘調査報告書

16 　　　　�勇振 1遺跡　植苗地区リゾート開発計画に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　　ひがし大雪自然館　（上士幌町ひがし大雪博物資料館）

17 　　　　�上士幌町ひがし大雪博物館の図録　第 2展示室　上巻　世界の昆虫
18 　　　　�ひがし大雪自然館研究報告　第 7号

　　美幌町教育委員会
19 　　　　�美幌町埋蔵文化財各種開発確認調査報告書

　　 　　三笠市立博物館
20 　　　　�三笠市立博物館年報　第37号　2018（平成30）年度
21 　　　　�三笠市立博物館紀要　第22号
22 　　　　�三笠市立博物館紀要　第23号

［秋田］
　　秋田県立博物館

23 　　　　�秋田県立博物館ニュース　No.171
［福島］
　　福島県教育委員会

24 　　　　�福島県文化財調査報告書　第538集　県道広野小高線関連遺跡発掘調査報告 2

25 　　　　�福島県文化財調査報告書　第542集　平成31・令和元年度中間貯蔵土壌貯蔵施設等工事予定地における�
埋蔵文化財調査業務　業務報告書

［埼玉］
　　埼玉県比企郡吉見町教育委員会

26 　　　　�吉身町埋蔵文化財調査報告書　第21集　町内遺跡14　二ノ耕地遺跡　西間ノ田遺跡（第 3地点）
［東京］
　　公益財団法人日本博物館協会

27 　　　　�大津波被災文化財保存修復技術連携プロジェクト　安定化処理（2019年度版）
28 　　　　�大津波被災文化財保存修復技術連携プロジェクト　安定化処理　写真編（日本語版）
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29 　　　　�大津波被災文化財保存修復技術連携プロジェクト　安定化処理　写真編（英語版）
30 　　　　�大津波被災文化財保存修復技術連携プロジェクト　安定化処理　技術の周知と普及編（英語版）
31 　　　　�大津波被災文化財保存修復技術連携プロジェクト　安定化処理　技術の周知と普及編（日本語版）
32 　　　　�大津波被災文化財保存修復技術連携プロジェクト　安定化処理　再生された民具～海を越えた友情の絆～編（英語版）
33 　　　　�大津波被災文化財保存修復技術連携プロジェクト　安定化処理　再生された民具～海を越えた友情の絆～編（日本語版）

　　渋谷区教育委員会
34 　　　　�東京都　渋谷区　桜丘町 8番遺跡

　　港区教育委員会　（港区立郷土歴史館）
35 　　　　�港区埋蔵文化財調査年報　16　平成29・30年度の調査

　　港区教育委員会
36 　　　　�港区内近世都市江戸関連遺跡発掘調査報告78［TM197］　飯倉町一丁目町家遺跡発掘調査報告書
37 　　　　�港区内近世都市江戸関連遺跡発掘調査報告80［TM201］　天徳寺寺域第 5遺跡発掘調査報告書

　　港区立郷土歴史館
38 　　　　�歴史館ニュース　Vol. 3
39 　　　　�歴史館ニュース　Vol. 4
40 　　　　�歴史館ニュース　Vol. 5
41 　　　　�歴史館ニュース　Vol. 6
42 　　　　�歴史館ファイル　Vol. 1

　　株式会社　四門　文化財事業部　東京都港区教育委員会
43 　　　　�港区内近世都市江戸関連遺跡発掘調査報告　79　麻布田嶋町町屋跡遺跡発掘調査報告書

　　株式会社パスコ　環境文化コンサルタント事業部

44 　　　　�港区内近世都市江戸関連遺跡発掘調査報告書74［TM181-3］愛宕下武家屋敷群－鎧小路南地区遺跡発掘調査報告書�
第 1 分冊

45 　　　　�港区内近世都市江戸関連遺跡発掘調査報告書74［TM181-3］愛宕下武家屋敷群－鎧小路南地区遺跡発掘調査報告書�
第 2 分冊

　　駿台史学会
46 　　　　�駿台史學　第170号

　　大成エンジニアリング　株式会社
47 　　　　�港区内近世都市江戸関連遺跡発掘調査報告書81（TM189）　神谷町屋跡遺跡発掘調査報告書Ⅱ

　　 ［神奈川］
　　公益財団法人　かながわ考古学財団

48 　　　　�かながわ考古学財団調査報告　322　東富岡・南三間遺跡第 2次調査　東富岡・北三間遺跡第 3地点�
東富岡・東之窪遺跡　新東名高速道路（伊勢原市東富岡地区）建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

49 　　　　�研究紀要　25　かながわの考古学
50 　　　　�年報　26　　　平成30年度

　　玉川文化財研究所

51 　　　　�神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告書79　都市計画道路 3・ 3・ 6号湘南新道街路整備事業に伴う発掘調査�
山王Ｂ遺跡第14地点　都市計画道路 3・ 3・ 6号湘南新道街路整備事業に伴う発掘調査

52 　　　　�神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告書80　県道64号（伊勢原津久井）古在家バイパス工事に伴う発掘調査�
煤ヶ谷古在家遺跡第 3地点

　　横浜市歴史博物館
53 　　　　�横浜市歴史博物館　News　No.48
54 　　　　�横浜市歴史博物館　News　No.49

［新潟］
　　新潟市文化財センター

55 　　　　�浦木東遺跡　第 3次調査　主要地方道新潟中央環状線浦木工区道路改良工事に伴う�
浦木東遺跡第 3次発掘調査報告書

56 　　　　�大沢谷内遺跡Ⅵ　第15・17・19次調査　一般国道403号小須戸田上バイパス整備工事に伴う�
大沢谷内遺跡第10・11・12次調査

57 　　　　�亀田道下遺跡　第 2次調査　市道亀田南線建設事業に伴う亀田道下遺跡第 2次発掘調査報告書
58 　　　　�砂崩前郷遺跡　第 3次調査　市道砂崩南線建設事業に伴う砂崩前郷遺跡第 2次発掘調査報告書
59 　　　　�新潟市文化財センター年報　第 7号　平成30年度版
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60 　　　　�細池寺道上遺跡Ⅸ　第50次調査　県営ほ場整備事業（担い手育成型）両新地区に伴う�
細池寺道上遺跡第25次発掘調査報告書

61 　　　　�令和元年度　史跡古津八幡山　弥生の丘展示館　企画展関連講演会　記録集
［富山］
　　富山県埋蔵文化財センター

62 　　　　�県営農地整備事業上条中部地区埋蔵文化財試掘調査報告
63 　　　　�富山県埋蔵文化財センター　年報　令和元年度

　　小矢部市教育委員会
64 　　　　�小矢部市埋蔵文化財調査報告書第83冊　富山県小矢部市　平成30年度　小矢部市埋蔵文化財発掘調査概報
65 　　　　�小矢部市埋蔵文化財調査報告書第84冊　富山県小矢部市　令和元年度　小矢部市埋蔵文化財発掘調査概報

66 　　　　�小矢部市埋蔵文化財調査報告書第85冊　富山県小矢部市芹川遺跡発掘調査報告書Ⅱ　�
－市道芹川板橋線拡幅に伴う埋蔵文化財調査－

67 　　　　�小矢部市埋蔵文化財調査報告書第86冊　富山県小矢部市芦川遺跡発掘調査報告書Ⅲ　�
－市道芹川板橋線拡幅に伴う埋蔵文化財調査－

［福井］
　　坂井市教育委員会　文化課

68 　　　　�坂井市埋蔵文化財発掘調査報告書「大関東遺跡」　北陸電力株式会社福井送配電支社鉄塔�
坂井線16号立替工事に伴う発掘調査

［山梨］
　　南アルプス市教育委員会　

69 　　　　�〇博ししし　vol. 1

70 　　　　�南アルプス市埋蔵文化財調査報告書　第59集　山梨県南アルプス市平成30年度埋蔵文化財試掘調査報告書�
各種開発工事に伴う埋蔵文化財試掘調査報告書

71 　　　　�南アルプス市埋蔵文化財調査報告書　第60集　山梨県南アルプス市　榎原・天神遺跡第 3地点�
�榎原・南原遺跡　南アルプス市道八田13.161号線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

72 　　　　�南アルプス市埋蔵文化財調査報告書　第61集　山梨県南アルプス市　東畑Ｆ遺跡　�
南アルプス市道櫛形 8号線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　

73 　　　　�山梨県南アルプス市　文化財年報　平成30年度
［三重］
　　三重県埋蔵文化財センター

74 　　　　�市場庄遺跡（第 2次）発掘調査報告

75 　　　　�三重県埋蔵文化財調査報告186-10　東海環状自動車道建設事業に伴う四辻遺跡・日尾塚状地発掘調査報告�
�いなべ市北勢町

76 　　　　�三重県埋蔵文化財調査報告書393　鉄砲塚遺跡発掘調査報告　度会郡玉城町勝田
77 　　　　�三重県埋蔵文化財調査報告394　樋口遺跡・西村遺跡（第 2次）発掘調査報告
78 　　　　�三重県埋蔵文化財調査報告395　仲屋敷遺跡発掘調査報告　亀山市安坂山町
79 　　　　�三重県埋蔵文化財調査報告書399　大木ノ輪遺跡（第 6次）発掘調査報告　
80 　　　　�平成31（令和元）年度三重県埋蔵文化財年報

　　志摩市教育委員会
81 　　　　�志摩市埋蔵文化財調査報告 6　志摩市埋蔵文化財　三重県　志摩市遺跡地図

［滋賀］
　　大津市教育委員会

82 　　　　�大津市埋蔵文化財調査報告書（121）中畑田遺跡発掘調査報告書
83 　　　　�大津市埋蔵文化財調査報告書（122）穴太遺跡（南川原地区）発掘調査報告書
84 　　　　�大津市埋蔵文化財調査報告書（123）中畑田遺跡発掘調査報告書
85 　　　　�大津市埋蔵文化財調査報告書（124）滋賀里遺跡（仲才地区）発掘調査報告書
86 　　　　�大津市埋蔵文化財調査報告書（127）穴太遺跡（西柳地区）発掘調査報告書
87 　　　　�大津市埋蔵文化財調査報告書（128）滋賀里遺跡（南生水地区）発掘調査報告書
88 　　　　�大津市埋蔵文化財調査報告書（135）関津遺跡発掘調査報告書Ⅱ

　　守山市教育委員会
89 　　　　�守山市文化財調査報告書　平成30年度国庫補助対象遺跡発掘調査報告書

　　公益社団法人　栗東市スポーツ協会
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90 　　　　�栗東市埋蔵文化財調査報告　2018（平成30）年度　年報
91 　　　　�栗東市　話題の発掘調査　「はっくつ　2019」

［京都］
　　京都市文化市民局

92 　　　　�京都市内遺跡試掘調査報告　令和元年度
93 　　　　�京都市内遺跡詳細分布調査報告　令和元年度
94 　　　　�京都市内遺跡発掘調査報告　令和元年度

　　京都府教育委員会
95 　　　　�京都府埋蔵文化財調査報告書　令和元（平成31）年度

　　立命館大学文学部
96 　　　　�立命館大学文学部考古学実習研究報告 3冊　杉沢遺跡　-SUGISAWA-SITE-　2017年

　　立命館大学文学部　考古学・文化遺産専攻
97 　　　　�立命館大学文学部考古学実習研究報告　第 1冊　五塚原古墳発掘調査報告度発掘調査概報
98 　　　　�立命館大学文学部考古学実習研究報告　第 2冊　久津川車塚古墳　2019年度発掘調査概報

［大阪］
　　公益財団法人大阪府文化財センター

99 　　　　�大阪文化財研究　第53号　2020.3
100 　　　　�年報　平成30年度
101 　　　　�年報　令和元年度

102 　　　　�枚方市文化財調査報告　第91集　公益財団法人大阪府文化財センター調査報告書　第304集�
枚方市　禁野本町遺跡Ⅶ　中宮浄水場更新事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

　　公益社団法人大阪府埋蔵文化財センター

103 　　　　�交野市埋蔵文化財調査報告2020－Ⅰ　公益財団法人　大阪府文化財センター調査報告書　第305集�
交野市平池遺跡・堀之内遺跡　東部大阪都市計画事業星田駅北土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

104
　　　　�交野市埋蔵文化財調査報告2020－Ⅱ　公益財団法人　大阪府文化財センター調査報告書　第306集�

交野市星田駅北遺跡・平池遺跡　四馬塚遺跡・東高野街道　東部大阪都市計画事業�
星田駅北土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

105 　　　　�松原市文化財報告　第 8冊　公益財団法人　大阪府文化財センター調査報告書　第303集�
松原市新堂遺跡　松原市新堂 4丁目土地区画整理事業に伴う新堂遺跡（E7-1-61）発掘調査報告書

　　堺市教育委員会
106 　　　　�堺市埋蔵文化財調査概要報告　第169冊　太井遺跡（TAI-11）発掘調査概要報告　美原区黒山
107 　　　　�堺市埋蔵文化財調査概要報告　第170冊　大仙遺跡（DS-2）発掘調査概要報告　堺区大仙町
108 　　　　�堺市埋蔵文化財調査概要報告　第171冊　日置荘西町遺跡（HKSN-7）発掘調査概要報告　東区日置荘北町 3丁
109 　　　　�堺市埋蔵文化財調査概要報告　第172冊　百舌鳥梅町遺跡（MZU-5）発掘調査概要報告　北区百舌鳥梅町 4丁
110 　　　　�堺市埋蔵文化財調査概要報告　第173冊　陶邑窯跡群栂地区（SMTG-10）発掘調査概要報告　南区原山台 2丁
111 　　　　�第九回百舌鳥古墳群講演会記録集　海を渡った交流の証し　遺物からみた五世紀の倭と朝鮮半島
112 　　　　�百舌鳥古墳群の調査　14
113 　　　　�令和元年度　国庫補助事業発掘調査報告書

［兵庫］
　　姫路市教育委員会

114 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第73集　市之郷遺跡第13次発掘調査報告書
115 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第74集　播磨国分尼寺跡第 7次・播磨国分尼寺周辺遺跡第 4次発掘調査報告書

116 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第76集　豊沢遺跡－第12次発掘調査報告書－

117
　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第87集　豆田遺跡・大浄口遺跡�

－姫路市英賀保駅周辺土地区画整理事業に伴う発掘調査報告書Ⅱ－

118
　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第90集　村東遺跡�

－英賀保駅北第二公園雨水貯留施設建設に伴う発掘調査報告書－

119 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第91集　和久遺跡－第10次発掘調査報告書－�
ツカザキ病院北館建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

120 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第92集　姫路城城下町跡－姫路城跡第388次発掘調査報告書－
121 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第93集　姫路城城下町跡－姫路城跡第389次発掘調査報告書－
122 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第94集　宮ノ浦遺跡－第 5次発掘調査報告書－
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123 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第95集　山吹遺跡－第 5次・第 6次発掘調査報告書－
124 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第97集　姫路城城下町跡－姫路城跡第408次発掘調査報告書－
125 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第98集　今宿遺跡－第 4次発掘調査報告書－
126 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第99集　姫路城城下町跡－姫路城跡第421次発掘調査報告書－
127 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第100集　姫路城城下町跡－姫路城跡第422次発掘調査報告書－
128 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第101集　阿保遺跡第 2地点24次発掘調査報告書

129 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第102集　姫路城城下町跡－姫路城跡第423次発掘調査報告書－
130 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第103集　姫路城城下町跡－姫路城跡第424次発掘調査報告書－
131 　　　　�姫路市埋蔵文化財センター調査報告　第104集　姫路城城下町跡－姫路城跡第427次発掘調査報告書－
132 　　　　�姫路市埋蔵文化財調査年報2020

［和歌山］
　　公益財団法人和歌山県文化財センター

133 　　　　�和歌山県内文化財調査報告会　地宝のひびき　資料集
134 　　　　�公益財団法人和歌山県文化財センター年報　2019
135 　　　　�立野遺跡　すさみ町集合住宅建設に伴う発掘調査報告書
136 　　　　�天路山城跡　比井漁港漁村再生交付金事業に伴う発掘調査報告書
137 　　　　�祓殿石塚遺跡　湯川宿所跡、道の川集落跡　熊野古道見どころ整備事業に伴う発掘調査・遺跡整備報告書
138 　　　　�和田岩坪遺跡　和歌山平野農地防災事業　名草排水機場建設工事に伴う発掘調査報告書

［鳥取］
　　鳥取県

139 　　　　�青谷上寺地遺跡発掘調査研究年報2019
140 　　　　�鳥取県鳥取市青谷町　青谷上寺地遺跡15　第17次発掘調査報告書（第 1分冊　本文編）
141 　　　　�鳥取県鳥取市青谷町　青谷上寺地遺跡15　第17次発掘調査報告書（第 2分冊　自然科学分析・写真図版編）

　　鳥取県埋蔵文化財センター　
142 　　　　�調査研究紀要　11
　　 　　鳥取県北栄町教育委員会
143 　　　　�北栄町文化財調査報告書　第 9集　平成30・令和元年度　町内遺跡発掘調査報告書

　　宗教法人正善院
144 　　　　�名勝及び史跡三徳山（正善院）　整備事業報告書

［島根］
　　島根県浜田市教育委員会

145 　　　　�城山公園整備事業に伴う　県史跡　浜田城跡発掘調査報告書
［広島］
　　公益財団法人広島県教育事業団

146 　　　　�公益財団法人広島県教育事業団発掘調査報告書第87集　箱山第 1・ 2号古墳　林地荒廃防止事業に伴う�
埋蔵文化財発掘調査報告

　　広島県立歴史博物館
147 　　　　�広島県立歴史博物館　研究紀要第22号　

［山口］
　　山口市教育委員会

148 　　　　�大内氏関連町並遺跡11　第112次・113次・115次調査
149 　　　　�史跡　周防の鋳銭司跡第 5次発掘調査概報
150 　　　　�山口市文化財年報　13　平成30（2018）年度
151 　　　　�山口市埋蔵文化財調査報告第123集　長谷遺跡

　　美祢市教育委員会
152 　　　　�美祢市文化財調査報告　第 1集　長登銅山跡Ⅳ　平成27～30年度調査報告書

［宮崎］
　　宮崎県埋蔵文化財センター

153 　　　　�宮崎県埋蔵文化財センター　年報　第24号
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［鹿児島］
　　鹿児島県教育委員会　公益財団法人鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター

154
　　　　�公益財団法人　鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（25）�

東九州自動車道建設（志布志IC～鹿屋串良JCT間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書�
細山田団遺跡 1（鹿屋市串良町・曽於郡大崎町）縄文時代早期及び縄文時代後

155
　　　　�公益財団法人　鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（26）　�

東九州自動車道建設（志布志IC～鹿屋串良JCT間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書�
小牧遺跡 1（鹿屋市串良町）古代～近世以降編

156
　　　　�公益財団法人　鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（27）　�

東九州自動車道建設（志布志IC～鹿屋串良JCT）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書�
永吉天神段遺跡 5　第 2地点- 3 （曽於郡大崎町）縄文晩期・弥生・古墳時代

157
　　　　�公益財団法人　鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（27）　�

東九州自動車道建設（志布志IC～鹿屋串良JCT）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書�
永吉天神段遺跡 5　第 2地点- 3 （曽於郡大崎町）縄文晩期・弥生・古墳時代

158
　　　　�公益財団法人　鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（27）　�

東九州自動車道建設（志布志IC～鹿屋串良JCT）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書�
永吉天神段遺跡 5　第 2地点- 3 （曽於郡大崎町）縄文晩期・弥生・古墳時代

159
　　　　�公益財団法人　鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（28）　�

東九州自動車道建設（志布志IC～鹿屋串良JCT間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書�
宮脇遺跡（曽於郡大崎町）

160
　　　　�公益財団法人　鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（29）　�

南九州西回り自動車道（芦北出水道路）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　�
六反ケ丸遺跡 1　Ａ地点（出水市六月田町）

161
　　　　�公益財団法人　鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（30）　�

東九州自動車道建設（志布志IC～鹿屋串良JCT間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書�
牧山遺跡 2（鹿屋市串良町）旧石器・縄文時代早期編

162
　　　　�公益財団法人　鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（31）　�

東九州自動車道建設（志布志IC～鹿屋串良JCT間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書�
川久保遺跡 2Ｂ・Ｄ地点（鹿屋市串良町）

163
　　　　�公益財団法人　鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（32）　�

東九州自動車道建設（志布志IC～鹿屋串良JCT間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書�
春日堀遺跡 1　縄文時代中期～近世編（志布志市有明町）

164
　　　　�公益財団法人　鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（33）　�

東九州自動車道建設（志布志IC～鹿屋串良JCT間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書�
安楽小牧Ｂ遺跡（志布志市志布志町）　

165
　　　　�公益財団法人　鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（34）　�

東九州自動車道建設（志布志IC～鹿屋串良JCT間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書�
安良遺跡（志布志市志布志町）　

166 　　　　�公益財団法人　鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター　かごしまの遺跡　第22号
167 　　　　�公益財団法人　鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター　かごしまの遺跡　第23号

　　鹿児島県立埋蔵文化財センター

168 　　　　�鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（201）　県内遺跡調査等事業に伴う�
河口貞徳コレクション発掘調査報告書⑶出水貝塚（出水市中央町）

169 　　　　�鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（202）　国道270号（宮崎バイパス）�
改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書⑵中津野遺跡台地部編（南さつま市金峰町）

170 　　　　�鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（203）　県道伊集院蒲生溝辺線改築に伴う�
埋蔵文化財発掘調査報告書　木佐木原遺跡（姶良市蒲生町）

171 　　　　�鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（204）主要地方道同志布志福山線（有明志布志道路）改築事業に伴う�
埋蔵文化財発掘調査報告書　宇都上遺跡（志布志市志布志町）

172 　　　　�鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（205）　鶴丸城跡保全整備事業に伴う�
埋蔵文化財発掘調査報告書 1　鹿児島（鶴丸）城跡　御楼門跡周辺（鹿児島市城山町ほか）

173 　　　　�埋文だより　第82号
174 　　　　�埋文だより　第83号
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Ⅳ　普及・啓発事業
　新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のた
め、北海道および北海道教育委員会管轄の博物館・
美術館など臨時休館とする通知に基づき、北海道
立埋蔵文化財センターは、令和 2年 4月18日（土）
から 5月25日（月）まで臨時休館となった。
　そのため、臨時休館期間に開催予定だった（公
財）北海道埋蔵文化財センター令和元年度調査報
告会は、 4月18日（土）から11月15日（日）、臨
時休館期間直後に開催予定だった親子ガラス玉つ
くり教室は、 6月 6日（土）から 9月26日（土）
に日程を変更して実施した。
　また、令和 3年 1月 7 日（木） 1都 3県（東京
都および千葉県・埼玉県・神奈川県）に新型コロ
ナウイルス感染症感染防止に関する緊急事態宣言
が発出され、当該地域から他地域への移動自粛、
ならびに北海道への当該地域からの移動自粛が決
定したため、 1月23日（土）、24日（日）開催予
定だった忍澤先生の講座、およびこども考古学教
室を中止することとなった。

1 　展示公開
⑴　常設展示「掘り出された北の歴史」
　遺物を素材別にまとめ、その変遷や特徴がわ
かるようにした、「石の道具」「土の道具」「木の
道具」「金属と骨・角の道具」と「遺跡調査と保
護活用」「装いとこころ」「動物とひと」「キウス
の縄文ムラ」の８テーマを昨年度に続き、常設
展示にした。
　今年度は「遺跡調査と保護活用」コーナーで北
海道埋蔵文化財包蔵地分布図を新たに作成、「土
の道具」コーナーで「幌延町音類竪穴群」の出土
土器を展示し、展示資料の充実を図った。また、
「石の道具」「木の道具」コーナーでは解説パネル
と資料展示の一部リニューアルを行った。
　展示資料については、国（文化庁）及び函館市・
七飯町・北斗市・今金町・木古内町・余市町・夕
張市・長沼町・遠軽町・福島町・厚真町・江別市・
根室市の各教育委員会から、借用等の協力を得た。

［千歳市ママチ遺跡出土土面展示］
　国指定重要文化財の「土面」（国保有、昭和63
年 6 月 6 日指定）を常設展示している。「土面」は、
縄文時代晩期末のもので、昭和61年に千歳市ママ
チ遺跡から出土した。土面としては最も北方から
出土したものである。

［遺跡調査と保護活用］
　北海道の遺跡分布、遺跡の調査や整理作業の実
際、遺物の分析・保存処理の方法などについて展
示・解説している。

［石の道具］
　石は人類が最初に利用した素材の一つである。
旧石器時代の石の道具は、破片の接合から高度な
技術で製作されたことが明らかになっている。遠
軽町（旧白滝村）白滝遺跡群、千歳市柏台 1遺跡、
今金町ピリカ遺跡（国指定史跡）、木古内町新道
4遺跡出土の石器・接合資料などを展示している。
　また、縄文時代には用途に応じて適した石材を
選び、様々な形の石器が作られた。その使用方法
を図と復元模型でわかりやすく示している。

［木の道具］
　木の道具は、人間が生活するうえでの必需品で
あったと思われるが、遺跡においてもほとんどの
場合、腐ってなくなってしまう。そのため、低湿
性遺跡など腐食しにくい状況で出土した木の道具
は、当時の人々の生活の様子を良く伝えてくれる
貴重な資料と言える。
　ここでは千歳市美々 8遺跡低湿部の擦文文化
期・アイヌ文化期の遺物を主に、ユカンボシＣ15
遺跡の板綴舟、キウス 4遺跡の縄文時代後期の脚
付き容器などを展示している。資料はすべて保存
処理を経たうえで展示されている。
　中でも千歳市美々 8遺跡低湿部出土品は、平成
17年 6月 9日国指定重要文化財に指定され、その
一部を定期的に入れ替えながら常設展示している。

［金属の道具］
　北海道において遺物としての金属製品は、ほと
んどが道外から入ってきた移入品である。刀・刀
子・鍋のような鉄を主とした道具を手に入れるた
めには交易が不可欠になる。またこれこそ北海道

▲常設展示（重要文化財　千歳市ママチ遺跡出土土面）
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常設展示点数一覧
展　示　場　所　・　コ　ー　ナ　ー 遺物点数 パネル・レプリカなど 合計点数

ホール・展示回廊 17 78 95

常設展示室

受付・導入部分 5 20 25

「遺跡調査と保護活用」部分 遺跡調査 2 68 70
遺物の保存と分析 3 110 113

「石の道具」部分 旧石器時代の石器 140 19 159
縄文時代の石器 118 12 130

「木の道具」部分 縄文時代の木製品 8 14 22
擦文・アイヌ文化期の木製品 18 42 60

「金属の道具」部分 12 2 14
「骨の道具」部分 2 3 5
「土の道具」部分 285 53 338

「こころの道具」部分 装いとこころ 474 3 477
動物とひと 12 9 21

「キウスの縄文ムラ」部分 59 7 66
「新しい時代へ」 17 2 19

屋　外 エントランスひろば 0 1 1
中庭 0 1,820 1,820

合　　　　　　　　　　　計 1,172 2,263 3,435

社会を変容させる一つの要因ともなった。
　このような金属製品は腐食しやすい材質であ
り、資料はすべて保存処理を経て展示されている。
今年度はアイヌ文化期の資料であるキウス 5遺跡
の鍬先や美々 8遺跡の袋状鉄斧を展示した。

［土の道具］
　粘土を成形し火で焼き上げた土器は、人類が最
初に化学変化を利用して作り上げた道具である。
水に強く火にかけられる土器は革命的な調理具で
あり、食材の利用範囲が大きく拡大し縄文時代の
生活に安定をもたらしたと考えられている。土器
には集団のアイデンティティが反映されたとみら
れ、その器形や施文が時代や地域によって様々に
変化する。中には機能を超越した形態や美しさが
造形されたものもみられ、精神世界の一端も垣間
見ることができる。
　本コーナーでは縄文時代早期から擦文文化期ま
での土器を通時的に展示し、北海道内の土器の移
り変わりが理解できるように努めている。さらに、
道指定有形文化財八雲町野田生 1遺跡出土赤彩注
口土器（縄文時代後期）の複製品や長沼町12区Ｂ
遺跡出土赤彩異形環状土器（長沼町教育委員会所
蔵）を展示し、繊細な縄文の工芸技術を紹介して
いる。また、擦文文化期の紡錘車・土錘など土器
以外の土製生活用具についても解説し、土の道具
の多様さを紹介している。

［こころの道具］
「装いとこころ」：装身具には、ヒスイ製勾玉など
の石製の玉類、垂飾、玦状耳飾り、粘土を焼いて
作られた土玉、土製耳飾りなどがあり、当時の人々
のおしゃれごころを知ることができるほか、社会

的な身分を示した威信的性格もみることができる。
　また、墓の副葬品には当時の人々の死者に向け
られた「こころ」や「評価」がうかがえる。前者
では子供の足形を取った足形付き土版（縄文時代
早期）、死者の再生を願って供えられた妊婦の土
偶（縄文時代後期）、重要な儀式に用いられたで
あろう石棒（縄文時代後期）などがあげられる。
後者は特定の墓に供えられたヒスイ玉や琥珀玉
などの希少品である（縄文時代後期・続縄文文化
期）。
　本コーナーでは美々 4遺跡、キウス 4遺跡の
出土資料を中心に、多数の資料を展示した。

「動物とひと」：動物意匠の土器、動物形石製品な
どは、人と動物とのふれあいを感じさせる。表現
された動物たちに、何を感じ、何を求めていたの
か、当時の人々の自然と向き合う生活の一端を考
えさせられる。
　本コーナーでは対雁 2遺跡の動物形土製品（縄
文時代晩期）や茂別遺跡のクマ意匠付き土器（続
縄文文化期）の実物資料のほか、国指定重要文化
財である千歳市美々 4遺跡動物形土製品（縄文
時代後期）、羅臼町松法川北岸遺跡のクマ形木製
容器（オホーツク文化期）などの複製品も展示し
ている。

［キウスの縄文ムラ］
　千歳市キウス 4遺跡の発掘調査成果を基に、周
堤墓、盛土遺構、住居跡などをジオラマで復元し
た。盛土遺構については、土層断面の剥ぎ取りや
祭祀に使われたと考えられる赤彩土器、特殊な形
の土器や土製品、玉類、土偶などの出土遺物を展
示した。
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［ビデオコーナー］
　遺跡についてわかりやすく解説した『ビビちゃ
んとフクロウ博士の遺跡ってなーに』『ビビちゃ
んとフクロウ博士の発掘体験』『ビビちゃんとフ
クロウ博士の縄文生活体験』などを上映している。
今年度は感染症対策として滞在時間の短縮をはか
るため、上映を取りやめた。

［体験コーナー］
　火おこし及び石器使用（すり石・石皿を使っ
た堅果類や穀物の擦り潰し）体験、勾玉やミニ
土器づくりなどの縄文工房及び常設の体験コー
ナーについては感染症対策のためすべて中止と
した。
　これらに代わり、今年度は「おうちで縄文工
房」と題して、土器のペーパークラフトなどの体
験セットを選んで持ち帰ることができるようにし
た。

⑵　企画展示
　ア、「北の縄文　
　　　　　縄文の海－古石狩湾と遺跡群－」展
展示期間：令和 2年 7月 4日（土）〜 9月27日（日）
目　　的：道内各地の縄文文化を紹介する展示と
土器づくりなどのワークショップを通して、北海
道の縄文文化への関心を高め、より理解を深める
ことを目的とする。
展示場所：常設展示室、体験コーナー
展示内容：縄文探訪と縄文工房の二つのテーマを
通して、北海道の縄文文化を分かりやすく紹介す
る。
　（ア）縄文探訪（常設展示室）
　ａ．概要：縄文時代前期をピークとする縄文海
進が北海道の地形変化に与えた影響を解説し、こ
れにより出現した「古石狩湾」について、考古学
や地質学的な研究成果を通して、現時点で考えら

れる具体像を紹介した。
　また、その辺に営まれた縄文集落遺跡につい
て、学史的にも知られる岩見沢市加茂川遺跡、
冷水遺跡などの出土遺物を中心に、当時の生活
と環境との結びつき、変遷について解説、紹介
した。
　ｂ．構成
プロローグ
　「縄文の海」をイメージできるよう「石狩低地
帯地形図」と海岸線から内陸 5㎞の石狩市内で発
見された6,000年前のクジラ化石を展示すること
で導入とした。
Ⅰ章　縄文の海と北海道
　縄文時代前期をピークとする縄文海進について
解説と、海進が北海道の地形変化に与えた影響を
紹介した。
Ⅱ章　古石狩湾の姿を追う
　縄文海進で出現した古石狩湾について、考古学
やボーリング調査などの方法を用いた地質学、地
理学的な研究成果による具体像を紹介した。
Ⅲ章　土器とその時代
　岩見沢市加茂川遺跡や冷水遺跡などを中心に、
縄文時代前期の出土土器を展示、繊維尖底土器と
して知られる前期前半の静内中野式、加茂川式か
ら前期後半の大麻Ⅴ式までを紹介した。
Ⅳ章　石器とその生活
　岩見沢市加茂川遺跡や冷水遺跡などの石器を通
して縄文時代前期の代表的な石器の組み合わせを
紹介した。特にこの時期に特徴的な北海道式石冠
と石錘をとりあげ、その使用方法など当時の人々
の生活像を紹介した。
Ⅴ章　海から川へ
　海進後の「海退」によって、地形などの環境に
どのような変化があったのか、またそれによって

▲「北の縄文　縄文の海」展

▲「おうちで縄文工房」
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縄文人に生活にどのような影響があったのかを、
石狩市紅葉山49号遺跡や北広島市共栄 1遺跡の調
査成果を通して紹介した。
　ｃ．展示遺跡、資料（括弧内は所蔵・保管施設）
　クジラ化石（前上顎骨）　石狩市美登位産出（い
しかり砂丘の風資料館所蔵）
　岩見沢市加茂川遺跡出土土器、石器、石製品、
同冷水遺跡出土土器・土製品・石器・石製品、同
由良Ａ遺跡出土土器・石器（岩見沢市岩見沢郷土
科学館所蔵）
　美唄市「峰延 2号溜池遺跡」出土土器・石器（美
唄市郷土史料館所蔵）
　北広島市北の里 3遺跡出土土器・石器、同共栄
1遺跡（北広島市エコミュージアムセンター所蔵）
　（イ）縄文工房（体験コーナー）
　ものづくりや体験を通して縄文文化を体感す
る。今回は感染症対策のため全て持ち帰りとし、
「おうちで体験セット」を用意した。
　セットの内容は縄文時代前期にあたる「古石狩
湾」に因み、「縄文の海ぬり絵（大人向け）（こど
も向け）」、「縄文原体撚紐づくり」、「ミニチュア
尖底土器づくり」の三種類を用意した。
［展示企画］藤井　浩

イ、「北海道遺跡百選13　－遺跡発掘探検－」展
展示期間：�令和 2年12月 5 日（土）

～令和 3年 2月28日（日）
目　　的：北海道の代表的な遺跡や当センター
の調査例をもとに、発掘調査と記録保存を分かり
やすく紹介することで、埋蔵文化財への関心を高
め、より理解を深めることを目的とする。
展示場所：常設展示室
展示内容：
　公益財団法人北海道埋蔵文化財センターが収
蔵する現地調査図面などの展示から、発掘調査で
掘り出された情報をどのように記録して歴史の
復元に役立てているのかを紹介し、記録保存の大
切さを解説する。特に北海道埋蔵文化財センター
が設立当初大きく関わった新千歳空港関連の貴
重な図面類と収蔵遺物を関連付けて展示を構成
した。
　また本展示は体験展示を特徴とし、土坑ジオラ
マを平板測量やオフセット測量によって実際に
図化することや、土層剥ぎ取りを活用した土層断
面実測、レベルを使った遺物の取り上げなどの体
験をすることができるコーナーを設けた。見学者
が体験をすることによって記録作業の重要性や
方法を理解することが期待でき、さらにその様子
を他の見学者が展示として見ることも狙いであ
る。
　このほか、埋蔵文化財と法律（文化財保護法）
との関連、発掘調査の種類、発掘調査の方法につ
いても紹介・解説した。
第 1部　発掘調査とは
　�⑴埋蔵文化財とは、⑵発掘調査の種類、⑶遺跡
と文化財保護法、⑷発掘調査と記録保存

第 2部　発掘調査のながれ
　�⑴埋蔵文化財保護のための事前協議、⑵表土剥
ぎ、⑶調査区の設定、⑷包含層調査、⑸遺構調
査

第 3部　発掘調査と記録保存
　�⑴図面を書く、⑵写真を撮る
展示遺跡（全て道立埋蔵文化財センター収蔵）
　�千歳市　美々 4遺跡、美々 7遺跡、ママチ遺
跡

［展示企画］坂本　尚史

ウ、�公益財団法人北海道埋蔵文化財センター�
令和元年度調査成果展

展示期間：令和 2年 4月 1日（土）～ 5月24日（日）▲縄文工房　おうちで体験セット
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　期間中、 4 月18日～ 5 月24日は、新型コロナ
ウイルス感染防止対策による臨時休館となった。
目　　的：公益財団法人北海道埋蔵文化財セン
ターが令和元年に行った発掘調査と整理作業の成
果、またこれまでに行った調査による成果を紹介
する。
展示場所：常設展示室
展示内容
　出土遺物、写真、解説パネルで遺跡調査の成果
を紹介する。また、「発掘川柳」の募集、グラン
プリの選出を行った。
【発掘調査成果展】
・木古内町幸連 5遺跡
　�縄文時代中期土器（円筒土器・榎林式土器・大
安在Ｂ式土器　等）

　同石器（三脚石器・ヒスイ垂飾・石棒　等）
・長沼町16区Ｆ遺跡
　縄文時代早期土器・石刃鏃
・湧別町川西 2遺跡
　パネル展示のみ
・苫小牧市高丘 8遺跡
　パネル展示のみ
【整理作業成果展】
・木古内町札苅 7遺跡
　縄文時代晩期前半土器
・木古内町幸連遺跡
　縄文時代前期土器（円筒土器下層式）
　漆製品・石器接合資料
・木古内町幸連 4遺跡
　縄文時代前期土器（円筒土器下層式）
　石器接合資料
【テエタ特別号40周年記念誌からの展示】
・考古学からみたアイヌ文化
　（千歳市祝梅川上田遺跡　鉄製品　等）

・300年前の川に仕掛けられた漁具
　（千歳市根志越 5遺跡　漁具）
・子供の足形のついた遺物
　（千歳市美々 7遺跡　足形付土製品）
【発掘川柳】
グランプリ作品
　「最終日　なぜか見つかる　Ｔピット」
準グランプリ作品
　「声をはる　重機がライバル　レベル読み」
［展示企画］　立田　理

エ、世界遺産をめざす北の縄文展
会　　期：通年
　　　　　（令和2年 4月1日～令和3年 3月31日）
目　　的：北海道は北東北 3県と連携して「北
の縄文文化回廊づくり」や遺跡群の世界文化遺
産登録へ向けての取り組みを行っている。公益
財団法人北海道埋蔵文化財センターはこれに連
携して、世界遺産登録をめざす北海道・北東北
3県の縄文遺跡群について展示を行い、広く道
民や道外からの観光客に情報発信をする。これ
により、北海道の歴史的風土の理解を図るとと
もに、世界文化遺産登録推進の取り組みへの関
心を高める。
展示場所：ホール
展示内容
［常　設］
�　「開催にあたって」「世界遺産登録をめざして」
「資産を構成する18遺跡と関係14市町の位置」な
ど。
［展示遺跡］
　北海道：�キウス周堤墓群、北黄金貝塚、入江・

高砂貝塚、鷲ノ木遺跡、大船遺跡、垣
ノ島遺跡

▲「北海道遺跡百選13　－遺跡発掘探検－」展 ▲「令和元年度調査成果展」
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　青森県：�三内丸山遺跡、小牧野遺跡、是川石器
時代遺跡、長七谷地貝塚、亀ヶ岡石器
時代遺跡、田小屋野貝塚、二ツ森貝塚、
大平山元Ⅰ遺跡、大森勝山遺跡

　岩手県：�御所野遺跡
　秋田県：�大湯環状列石、伊勢堂岱遺跡など
　令和元年12月に「北海道・北東北の縄文遺跡群」
推薦書のユネスコへの提出が閣議決定されたこ
とを受け、改めて道内の構成資産の展示や、登
録までに予想されるスケジュールの紹介を行っ
た。
＊�展示遺跡・展示物品は随時更新する。また、各
道県の動向の紹介、イベントなどの案内を行
う。

［展示企画］　藤井　浩

▲世界遺産をめざす北の縄文展

▲世界遺産をめざす北の縄文展

30



2 　資料の特別利用等
⑴　特別利用
番号 利　　用　　者 利用目的 利用期間 使用方法 利用資料名

1 香港中文大学・吉林大学
教授　鄧　聰 写真撮影、観察 令和 2年�

8 月 1 日 閲覧・撮影 千歳市美々 5遺跡出土玦状耳飾、キ
ウス 5遺跡出土玦状耳飾

2 弘前大学人文社会科学部
准教授　上條　信彦

日本学術振興会挑戦的研
究（萌芽）「遺跡出土ア
スファルトの高精度原産
地推定法の開発と先史流
通システムの解明」にお
ける出土アスファルトの
詳細観察およびイオウ同
位体分析のための試料採
取のため

令和 2年�
8 月26日

閲覧・撮影・
試料採取

恵庭市西島松 5遺跡出土資料　北埋
調報260集　第45図35。
恵庭市西島松 2遺跡出土資料　北埋
265集　表Ⅴ-13掲載包含層ｊ98、ｒ
91、ｊ89出土資料。

3 北海道博物館学芸員
添田　雄二

科学研究費助成事業（科
学研究費補助金、基盤研
究Ｂ）「巨大噴火・津波
の痕跡を軸とした17世紀
アイヌ文化と環境に関す
る学際的研究」（研究代
表者：添田雄二）にかか
わる資料調査

令和 2年�
9 月 1 日 閲覧・撮影

千歳市美々 8遺跡出土建材
北埋調報102集
218頁の679
220頁の693
222頁の701、702
223頁の705
224頁の709
225頁の713、715、717
計　 9点。

4 電通北海道クリエイティブ部
佐藤　郁

北海道北の縄文遺跡群魅
力発信事業　PR映像制
作にかかわる撮影

令和 2年�
9 月 2 日 閲覧・撮影 千歳市美々 4遺跡出土ヒスイ製玉�

常設展示資料　一式。

5 北海道博物館学芸員
添田　雄二

科学研究費助成事業（科
学研究費補助金、基盤研
究Ｂ）「巨大噴火・津波
の痕跡を軸とした17世紀
アイヌ文化と環境に関す
る学際的研究」（研究代
表者：添田雄二）にかか
わる写真撮影、レーザー
計測

令和 2年�
12月 3 日 閲覧・撮影 千歳市美々 8遺跡出土建材　北埋調

報102集　図Ⅳ-166-701,702

6 上田　夕子
北海道北の縄文遺跡群魅
力発信PR映像制作のた
め

令和 3年�
2 月17日 閲覧・撮影 常設展示室資料

7 北海道博物館学芸員
添田　雄二

レーザー計測複製品と実
物資料との照合

令和 3年�
2 月18日 閲覧 千歳市美々 8遺跡出土建材　北埋調

報102集　図Ⅳ-166-702　 1 点

8
北海道教育庁生涯学習
推進局文化財・博物館課主任
赤井　文人

写真撮影、計測 令和 3年�
2 月20日 閲覧・撮影

千歳市アンカリトー 7遺跡出土旧石
器資料　北埋調報268集　図Ⅵ-14～
図Ⅵ-66

9
北海道教育庁生涯学習推進局
文化財・博物館課主任
赤井　文人

写真撮影、計測 令和 3年�
3 月13日 閲覧・撮影

千歳市アンカリトー 7遺跡出土旧石
器資料　北埋調報268集　図Ⅵ-14～
図Ⅵ-66

10
北海道教育庁生涯学習推進局
文化財・博物館課主任
赤井　文人

写真撮影、計測 令和 3年�
3 月21日 閲覧・撮影

千歳市アンカリトー 7遺跡出土旧石
器資料　北埋調報268集　図Ⅵ-14～
図Ⅵ-66
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⑵　模写品等の刊行等の承認

番号 申　　請　　者 使 用 目 的 使用
方法 利用資料名・点数 申請書 承認書

1 柳瀬　由佳 雑誌『DOGUU』第 3号掲載
「北海道の岩偶」に使用 複写

木古内町幸連 5遺跡出土
人の顔が描かれた石製品
写真デジタルデータ　 1点

令和 2年
4月20日

令和 2年
4月30日

2
株式会社プラネットライツ
代表取締役
浅香　芳博

『時空旅人Vol.56』において
北海道の縄文時代を紹介する
参考図版に使用

複写

白滝遺跡群の尖頭器、キウス周
堤墓群、西島松 5遺跡土壙墓出
土品、メカジキの早櫂（美々 8
遺跡）、ポロモイチャシ跡
写真デジタルデータ　 7点

令和 2年
4月20日

令和 2年
5月11日

3 恵庭市郷土資料館長
原田　次男

企画展「西島松 5 遺跡展～
1,300年前の恵庭人～」に使用 複写 西島松 5遺跡完掘全景写真ほか

写真デジタルデータ　26点
令和 2年
5月11日

令和 2年
5月27日

4 北海学園大学
手塚　薫

北海学園大学人文学部世界遺
産研究班編『世界遺産とは何
か？－さまざまな物語の背景
にあるもの』に使用

複写 国指定史跡キウス 1号周堤墓
写真デジタルデータ　 1点

令和 2年
6月 3日

令和 2年
6月16日

5 防災考古学編集委員会
代表　横山　英介

防災考古学編集委員会代表が
刊行する『遺跡の発掘から見
えてくる北海道の天災』に使用

複写
北埋調報24『美沢川流域の遺跡
群Ⅸ』図版Ⅸ-17ほか
写真デジタルデータ　58点

令和 2年
6月 4日

令和 2年
6月16日

6 有限会社青垣出版
代表取締役　靏井　忠義

有限会社青垣出版が刊行する
松田真一著『縄文文化の知恵
と技』（仮称）に使用

複写
「中野Ｂ遺跡の重なり合う竪穴
式住居群跡」
写真デジタルデータ　 1点

令和 2年
6月 4日

令和 2年
6月18日

7
北海道胆振総合振興局保健
環境部　環境生活課長
那賀島　裕子

「北の縄文パネル展」展示パ
ネルに使用 複写

高岡 1遺跡
包含層出土の土器ほか
写真デジタルデータ　 6点

令和 2年
6月12日

令和 2年
7月 8日

8
北海道環境生活部文化局文
化振興課　縄文世界遺産推
進室長　塚田　みゆき

「縄文夏祭り」展に使用 複写
美々 4遺跡
P-373出土土偶写真ほか
写真デジタルデータ　 3点

令和 2年
6月29日

令和 2年
7月15日

9 ワック株式会社
阿部　由弥

テレビ番組「ガリレオⅩ」が
ネット配信サービス配信に使
用

複写
小樽市忍路土場遺跡出土火鑚
臼、火鑚棒
写真デジタルデータ　 3点

令和 2年
6月30日

令和 2年
7月15日

10 株式会社ムーブ
阿蘇品　佳奈

書籍「北海道のトリセツ」画
像資料に使用 複写 千歳市キウス第 1号周堤墓

写真デジタルデータ　 1点
令和 2年
7月22日

令和 2年
8月12日

11
北海道文化遺産活用活性化
実行委員会　
会長　角　幸博

「地域の文化財総合パンフ
レット」PDFデータのWeb
公開に使用

複写

千歳市オサツ 2遺跡
オサツ 2遺跡のクロップマーク
ほか
写真デジタルデータ　 5点

令和 2年
8月11日

令和 2年
8月27日

12 北室　かずこ
JR北海道車内広報誌『The 
JR Hokkaido』 9 月号縄文特
集に使用

複写 千歳市キウス第 1号周堤墓
写真デジタルデータ　 1点

令和 2年
8月13日

令和 2年
8月27日
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番号 申　　請　　者 使 用 目 的 使用
方法 利用資料名・点数 申請書 承認書

13 西脇　対名夫 道立北方民族博物館講座にお
けるスライド上映に使用 複写

根室市穂香竪穴群
H-11調査風景ほか
写真デジタルデータ　 3点

令和 2年
8月18日

令和 2年
8月27日

14 NPO法人国際縄文学協会
理事長　宮﨑　俊彦

冊子JOMON Vol. 8 に掲載す
るコラムに参考資料として使
用

複写
千歳市キウス周堤墓群
キウス 1号墓写真
写真デジタルデータ　 1点

令和 2年
8月28日

令和 2年
9月 8日

15
北海道環境生活部文化局文
化振興課縄文世界遺産推進
室長　塚田　みゆき

北海道
北の縄文遺跡群魅力発信事業
PR映像制作に使用

複写 千歳市美々 4遺跡出土ヒスイ
製玉　写真撮影　 1式

令和 2年
9月 2日

令和 2年
9月16日

16 有限会社ホリプロダクツ
工藤　宏

大地みらい信用金庫
冊子に使用 複写

根室市穂香竪穴群北埋調報170集
カラー図版 6⑵動物意匠のある
土器ほか
写真デジタルデータ　 2枚

令和 2年
9月 2日

令和 2年
9月16日

17 恵庭市郷土資料館
館長　原田　次男

恵庭市ホームページ内で三菱
財団助成「西島松 5遺跡出土
刀修復事業」PRに使用

複写
恵庭市西島松 5遺跡完掘全景写
真ほか
写真デジタルデータ　11点

令和 2年
9月28日

令和 2年
10月 8 日

18 藤原　佳世
ライオンズクラブ国際協会
331-Ａ地区（石狩・空知）広
報誌に使用

複写
恵庭市西島松 5遺跡P98遺物集
合写真ほか
写真デジタルデータ　 2点

令和 2年
10月 5 日

令和 2年
10月20日

19 木簡学会
会長　佐藤　信

会誌「木簡研究」の電子化及
びインターネット公開に使用 複写 釧路町天寧 1遺跡出土木製品ほ

か　写真デジタルデータ　 8点
令和 2年
10月 2 日

令和 2年
10月20日

20 NHKプラネット北海道支社
支社長　松尾　光洋

釧路町教育委員会制作「釧路
町難解地名映像コンテンツ」
に使用

複写
釧路町天寧 1遺跡出土縄文晩期
盛土遺構シカ骨出土状況ほか
写真デジタルデータ　 3点

令和 2年
10月 6 日

令和 2年
10月20日

21 柴田　美幸
「北のとびら」（北海道文化財
団）の特集「アートな縄文」
に使用

複写
八雲町野田生 1遺跡赤彩注口土
器ほか
写真デジタルデータ　 2点

令和 2年
10月26日

令和 2年
11月12日

22 佐藤　剛
『アイヌ文化史辞典』の「西
島松 5遺跡」の紹介図版に使
用

複写
恵庭市西島松 5遺跡P30遺物出
土状況
写真デジタルデータ　 1点

令和 2年
11月 4 日

令和 2年
11月17日

23 北海道博物館館長
石森　秀三

科研費事業「巨大噴火・津波
の痕跡を軸とした17世紀ア
イヌ文化と環境に関する学
際的研究」（研究代表者添田
雄二）のうち、アイヌの建築
文化（アイヌ住居の復元）の
研究のためレプリカ制作

模造
千歳市美々 8遺跡出土建材：遺
物番号14317（北埋調報第102集
図Ⅳ-166-702）

令和 2年
10月30日

令和 2年
11月17日

24
いしかり市民カレッジ運営
委員会運営委員長
林　一元

ホームページにおける講座紹
介の記事に使用 複写

千歳市キウス 4遺跡盛土遺構土
層断面ほか
写真デジタルデータ　 2点

令和 2年
11月 6 日

令和 2年
11月18日
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番号 申　　請　　者 使 用 目 的 使用
方法 利用資料名・点数 申請書 承認書

25
株式会社プラネットライツ
代表取締役
浅香　芳博

『時空旅人ベストシリーズ「今
こそ知りたいアイヌ～北の縄
文から現在、そして未来へ～
（仮）』において北海道の縄文
時代を紹介する参考図版に使
用

複写

キウス周堤墓群、ポロモイチャ
シ跡、メカジキの早櫂、西島松
5遺跡土壙墓出土品、白滝遺跡
群の尖頭器
写真デジタルデータ　 7点

令和 2年
11月 9 日

令和 2年
11月18日

26
サイバーネットコミュニ
ケーションズ株式会社
小島　美紅

中学歴史資料集「たどってま
とめる新歴史」（東京法令出
版株式会社発行）に使用

複写 木古内町幸連 5遺跡出土石鏃写
真　写真デジタルデータ　 1点

令和 2年
11月20日

令和 2年
12月 8 日

27 千歳市埋蔵文化財センター
センター長　久保田　健司

令和 2年度企画展「あなたの
そばの遺跡たち　～千歳市内
の遺跡紹介　真々地・蘭越地
区～」パネルに使用

複写 ママチ遺跡遺跡全景写真ほか
写真デジタルデータ　13点

令和 2年
11月26日

令和 2年
12月 8 日

28 一般社団法人日本考古学協
会　会長　辻　秀人

日本考古学協会発行『日本考
古学』木古内町幸連 5遺跡記
事掲載に使用

複写
木古内町幸連 5遺跡
長野県産黒曜石製石鏃写真ほか
写真デジタルデータ　20点

令和 2年
11月24日

令和 2年
12月11日

29 サケのふるさと千歳水族館
館長　菊池　基弘

水族館の新展示パネル作成に
使用 複写

千歳市オルイカ 2遺跡骨片出土
状況写真ほか
写真デジタルデータ　 2点

令和 2年
12月 1 日

令和 2年
12月14日

30 秋田城跡歴史資料館
館長　佐藤　鋼一

後期企画展「秋田城と古代貨
幣」において写真パネルに使
用

複写
千歳市ウサクマイＮ遺跡出土富
寿神宝写真
写真デジタルデータ　 2点

令和 2年
12月 4 日

令和 2年
12月14日

31 上田　夕子

北海道縄文文化の紹介と啓発
のため道庁ロビー展示の様子
をYoutubeに投稿するため撮
影

撮影

道指定有形文化財八雲町野田生
1遺跡出土赤彩注口土器（レプ
リカ）、ヒスイ製装飾品、赤彩
土器片、西島松 5遺跡出土装飾
品　撮影一式

令和 2年
12月 6 日

令和 2年
12月22日

32 北海道中央バス株式会社
経営企画室　阿部　一三

北海道中央バスグループ社内
報「ふれあい」新年号の縄文
遺跡紹介企画に使用

複写
千歳市キウス周堤墓群（ 1号周
堤墓）
写真デジタルデータ　 1点

令和 2年
12月 9 日

令和 2年
12月22日

33
北海道文化遺産活用活性化
実行委員会
会長　角　幸博

地域の文化財普及啓発フォー
ラム「北海道の古代集落遺跡
Ⅱ」の事業紹介・参加者募
集用動画に収録しYouTube
チャンネル配信に使用

複写
根室市穂香竪穴群H-11調査風
景ほか
写真デジタルデータ　 3点

令和 2年
12月10日

令和 2年
12月18日

34 恵庭市郷土資料館
館長　原田　次男

恵庭市黄金ふれあいセンター
「郷土資料館展示コーナー」
に使用

複写 恵庭市西島松 5遺跡P11完掘
写真デジタルデータ　 1点

令和 2年
12月 9 日

令和 2年
12月24日

35 株式会社敬文社
代表取締役　柳町　敬直

安斎正人著『縄紋時代史　下』
敬文社刊　に使用 複写

八雲町野田生 1遺跡竪穴住居跡
写真ほか
写真デジタルデータ　 4点

令和 2年
12月14日

令和 2年
12月24日
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番号 申　　請　　者 使 用 目 的 使用
方法 利用資料名・点数 申請書 承認書

36 恵庭市郷土資料館
館長　原田　次男

恵庭市郷土資料館常設展示室
パネル「続縄文文化」に使用 複写

恵庭市ユカンボシＥ 5 遺跡
GP 1 遺物出土状況
写真デジタルデータ　 1点

令和 3年
1月21日

令和 3年
2月 8日

37
北海道環境生活部文化局文
化振興課　縄文世界遺産推
進室長　塚田　みゆき

展示イベント「縄文春まつり」
の広報用チラシ及びポスター
に使用

複写
千歳市美々 4遺跡P-373出土土
偶写真
写真デジタルデータ　 1点

令和 3年
1月25日

令和 3年
2月 8日

38 株式会社山川出版社
代表取締役　野澤　武史

文部科学省検定教科書高等学
校『日本史探求』に使用 複写 苫小牧市美沢 1遺跡出土　石棒

写真デジタルデータ　 1点
令和 3年
1月27日

令和 3年
2月 8日

39
北海道文化遺産活用活性化
実行委員会
会長　角　幸博

地域の文化財総合パンフレッ
トの挿図として刊行するため
並びに、そのPDFデータの
Web公開に使用

複写

千歳市オサツ 2遺跡
オサツ 2遺跡のクロップマーク
ほか
写真デジタルデータ　 5点

令和 3年
2月 1日

令和 3年
2月16日

40 有限会社　言叢社
代表取締役　島　亨

高良留美子著『見出された縄
文の母系制と月の文化－<縄
文の鏡>が照らす未来社会の
像』に使用

複写
千歳市ママチ遺跡出土
縄文晩期土器
写真デジタルデータ　 1点

令和 3年
2月 8日

令和 3年
2月17日

41 株式会社イー・シー・プロ
代表取締役　久松　伸一

観光庁の「誘客多角化のため
の魅力的な滞在コンテンツ造
成」実証事業の一環で制作す
る冊子に使用

複写
白老町虎杖浜 2遺跡
土坑墓漆製品写真ほか
写真デジタルデータ　 3点

令和 3年
2月12日

令和 3年
3月 5日

42
株式会社雄山閣
代表取締役社長
宮田　哲男

雄山閣『季刊考古学』155号
に使用 複写

恵庭市西島松 5遺跡P-395土器
出土状況写真ほか
写真デジタルデータ　 6点

令和 3年
2月17日

令和 3年
3月 5日

43
CCCメディアハウス
代表取締役社長
小林　圭太

雑誌Pen 4 / 1 発売号「北海
道特集」北海道の縄文土器紹
介に使用

複写
函館市中野Ｂ遺跡出土Ⅰ群Ｆ類
土器写真
写真デジタルデータ　 1点

令和 3年
3月 1日

令和 3年
3月16日

44 遠軽町教育委員会教育長
河原　英男

遠軽町埋蔵文化財センターパ
ンフレット（英語版）に使用 複写

平成 8年度調査状況（白滝遺跡
群Ⅳ　口絵 5）
写真デジタルデータ　 1点

令和 3年
3月22日

令和 3年
3月31日
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⑶　資料の貸出承認
番号 申　　請　　者 利 用 目 的 利用期間 利用資料名・点数 申請書 承認書

1

北海道環境生活部文化
局文化振興課
縄文世界遺産推進室長
塚田　みゆき

「縄文回廊」展示の
ため

令和 2年 4月10日〜
令和 3年 3月24日

千歳市キウス 4 遺跡出土土器 8
点。千歳市美々 4遺跡出土石棒 2
点、計10点

令和 2年
4月 9日

令和 2年
4月10日

2

北海道環境生活部文化
局文化振興課
縄文世界遺産推進室長
塚田みゆき

「縄文夏祭り」展に
使用

令和 2年 7月 6日〜
8月28日

函館市著保内野遺跡出土土偶（複
製） 1点。千歳市ママチ遺跡出土
土面（複製） 1点。木古内町新道
4遺跡出土土偶（複製） 1点。

令和 2年
6月29日

令和 2年
7月 1日

3

北海道環境生活部文化
局文化振興課
縄文世界遺産推進室長
塚田みゆき

「北の縄文　リレー
展」展示に使用

令和 2年 8月11日〜
10月30日

千歳市美々 4遺跡出土ヒスイ玉11
点、千歳市ママチ遺跡出土　内面
渦巻状石製品 1点、千歳市梅川 4
遺跡出土内面渦巻状石製品 1点、
千歳市キウス 4遺跡出土赤彩土器
8点、計21点

令和 2年
8月11日

令和 2年
8月11日

4
北海道総務部行政局財
産課財産課長　
木村　重成

赤れんが庁舎内で
の展示に使用

令和 2年 8月31日〜
11月30日

土偶（複製　函館市著保内野遺跡
出土） 1点

令和 2年
8月26日

令和 2年
8月27日

5

北海道環境生活部文化
局文化振興課
縄文世界遺産推進室長
塚田　みゆき

「北の縄文　リレー
展」展示のため

令和 2年 9月 9日〜
10月30日

恵庭市西島松 5遺跡P436出土玉 3
点、恵庭市西島松 5遺跡P519出土
玉45点、八雲町野田生 1遺跡出土
赤彩土器（複製） 1点、計49点

令和 2年
9月 4日

令和 2年
9月 4日

6

北海道環境生活部文化
局文化振興課
縄文世界遺産推進室長
塚田　みゆき

「北の縄文　リレー
展」展示のため

令和 2年10月31日〜
12月25日

千歳市美々 4遺跡出土ヒスイ玉11
点、千歳市ママチ遺跡出土内面渦
巻状石製品 1点、千歳市梅川 4遺
跡出土内面渦巻状石製品　 1点、
千歳市キウス 4遺跡出土赤彩土器
8点、恵庭市西島松 5遺跡出土玉
48点、計69点

令和 2年
10月 9 日

令和 2年
10月27日

7 千歳市教育委員会
教育長　佐々木　智

企画展示において
ママチ遺跡を紹介
する遺物として展
示するため

令和 2年12月14日〜
令和 3年 3月31日

千歳市ママチ遺跡出土土偶 1点、
土器・石器15点、計16点

令和 2年
12月 1 日

令和 2年
12月10日

8

北海道環境生活部文化
局文化振興課
縄文世界遺産推進室長
塚田　みゆき

「北の縄文　リレー
展」展示のため

令和 2年12月26日〜
令和 3年 3月31日

恵庭市西島松 5遺跡出土玉48点、
千歳市ママチ遺跡出土内面渦巻状
石製品 1点、千歳市梅川 4遺跡出
土内面渦巻状石製品 1点、千歳市
キウス 4遺跡出土赤彩土器 8点、
計58点

令和 2年
12月15日

令和 2年
12月18日

9

北海道環境生活部文化
局文化振興課
縄文世界遺産推進室長
塚田　みゆき

「縄文春まつり」展
示のため

令和 3年 2月24日〜
3月16日

国宝「土偶」（複製　函館市著保
内野遺跡出土） 1点、木古内町新
道 4遺跡出土土偶（複製） 1点、
千歳市美々 4遺跡出土動物形土製
品（複製） 1点、計 3点

令和 3年
1月25日

令和 3年
2月 1日

10

北海道環境生活部文化
局文化振興課
縄文世界遺産推進室長
塚田　みゆき

道庁本庁舎 1 階ロ
ビー展示および「縄
文春まつり」展示
のため

令和 3年 2月12日〜
3月16日

国宝「土偶」（複製　函館市著保
内野遺跡出土） 1点、木古内町新
道 4遺跡出土土偶（複製） 1点、
千歳市美々 4遺跡出土動物形土製
品（複製） 1点、計 3点

令和 3年
2月 9日

令和 3年
2月10日
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番号 申　　請　　者 利 用 目 的 利用期間 利用資料名・点数 申請書 承認書

11 国立アイヌ民族博物館
館長　佐々木　史郎

国立アイヌ民族博
物館基本展示室に
展示するため

令和 3年 4月 1日〜
令和 4年 3月31日

千歳市イカベツ 2遺跡出土暁式土
器 1点、千歳市キウス 5遺跡出土
手稲式土器 1点、千歳市キウス 4
遺跡出土 澗式土器 1 点、千歳
市キウス 4遺跡出土堂林式土器 3
点、千歳市オサツ 2遺跡出土須恵
器・擦文土器 2点、千歳市ユカン
ボシＣ15遺跡出土擦文土器 1点、
千歳市ユカンボシＣ15遺跡出土擦
文土器坏 1点、千歳市美々 8遺跡
出土擦文土器坏 1点、千歳市美々
4遺跡出土石棒 2点、千歳市チプ
ニー 2遺跡出土鍬・鋤先 2点、千
歳市ユカンボシＣ15遺跡出土刀子
1点、計16点

令和 3年
2月13日

令和 3年
2月19日

12
独立行政法人
国立科学博物館長
林　良博

国立科学博物館常
設展示室に展示の
ため

令和 3年 4月 1日〜
令和 4年 3月31日

千歳市柏台 1遺跡出土顔料 2点、
顔料のついた砥石 1点、千歳市オ
ルイカ 2遺跡出土湧別技法による
細石刃核 1点、黒曜石製細石刃 5
点、計 9点

令和 3年
2月22日

令和 3年
3月 4日

13
北海道総務部行政局財
産課財産課長
木村　重成

道庁本庁舎 1 階ロ
ビー展示および赤
れんが庁舎内展示
のため

令和 3年 3月17日〜
7月20日

国宝「土偶」
（複製　函館市著保内野遺跡出土）
1点

令和 3年
3月 4日

令和 3年
3月10日

14

北海道環境生活部文化
局文化振興課
縄文世界遺産推進室長
塚田　みゆき

道庁本庁舎「縄文
回廊」に展示のた
め

令和 3年 3月25日〜
令和 4年 3月24日

千歳市キウス 4 遺跡出土土器 4
点。千歳市美々 4遺跡出土石棒 2
点、計 6点

令和 3年
2月15日

令和 3年
3月10日

15 千歳市教育委員会
教育長　佐々木　智

千歳市教育委員会
埋蔵文化財セン
ター展示室に展示
のため

令和 3年 4月 1日〜
令和 4年 3月31日

北埋調報86『千歳市ユカンボシＣ
2遺跡』
図版48（H3-13）
図版49（H4-22）
図版50（H4-23）土器 3点

令和 3年
3月15日

令和 3年
3月18日

16 国立歴史民俗博物館長
西谷　大

総合展示第 1 展示
室（先史・古代）
に展示のため

令和 3年 4月 1日〜
令和 4年 3月31日

千歳市オサツ16遺跡出土品 6点、
千歳市柏台 1遺跡出土品12点、千
歳市祝梅川上田遺跡出土品 5点、
千歳市ユカンボシＣ 9遺跡出土品
1点、千歳市ユカンボシＣ15遺跡
出土品 1点、計25点

令和 3年
3月17日

令和 3年
3月26日
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▲旅する考古学 2 　木島講師

▲旅する考古学 1 　長沼講師

▲旅する考古学 7 　阿部講師

▲旅する考古学 4 　坂本講師

3 　講座等の開催
⑴　一般道民対象の講座
　ア、「旅する考古学 1 」
　　　「北海道にもたらされたモノたち

－旧石器からビールまで－」
日　時：令和 2年 7月18日（土）13：30～15：30
講　師：所長　長沼　孝
参加者：56名（うち道民カレッジ生22名）
内　容：北海道は、四方を海に囲まれている。北
と南から海を越えてヒトの行き来があり、多く
のモノがもたらされている。北海道にヒトが住
み始めた旧石器時代から現代のビールまで、モ
ノの動きを考古学的に考え、わかりやすく説明
した。

　イ、「旅する考古学 2 」
　　　「ヒスイの道」
日　時：令和 2年 9月12日（土）13：30～15：30
講　師：新潟県糸魚川市長者ヶ原考古館長
　　　　木島　勉
参加者：95名（うち道民カレッジ生33名）
内　容：深緑色で半透明な宝石、ヒスイ。その神

秘的な輝きは古今東西多くの人々を魅了してい
る。日本国内出土のヒスイ原石は新潟県の糸魚川
地域で採取されたものである。その地域をフィー
ルドに長年調査研究を行い、ヒスイ峡の保存も担
当した講師により解き明かされた「ヒスイの世
界」。その魅力の数々をスライドをまじえ、丁寧
に解説していただいた。

　ウ、「旅する考古学 4 」
　　　「縄文人に挑戦－ヒスイ穿孔に挑む－」
日　時：令和 2年10月24日（土）13：30～15：30
講　師：普及活用課　主査　坂本　尚史
参加者：20名（うち道民カレッジ生 8名）
内　容：縄文人が利用した素材と道具で、遺物を
再現。どれだけ縄文人に迫ることができるのか。
今回は、先史時代の広域的な交流・交易の題材と
して取り上げられることの多いヒスイを対象と
し、ヒスイ玉の製作技術の中で特に注目されてい
る穿孔に挑戦した。講座ではヒスイの定義、生成、
産地・産状、歴史、製作技法に関する座学を行っ
た後、管錐を用いた弓ぎりによる回転穿孔を試み
た。
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▲まいぶん遺跡探検隊（第 1 次）

▲まいぶん遺跡探検隊（第 2 次）

　エ、「旅する考古学 6 」
　　　「�幻の貝「オオツタノハ」を追う！�

－縄文から古墳時代まで6,000年間、�
日本列島の人びとを魅了した貝輪素材－」

日　時：令和 3年 1月23日（土）13：30～15：30
講　師：千葉県市原市教育委員会
　　　　ふるさと文化課主幹　忍澤　成視
　令和 3年 1月 7 日（木） 1都 3県（東京都およ
び千葉県・埼玉県・神奈川県）に新型コロナウイ
ルス感染症感染防止に関する緊急事態宣言が発
出され、当該地域から他地域への移動自粛、な
らびに北海道への当該地域からの移動自粛が決
定したため、本講座も開催を中止することとなっ
た。

　オ、「旅する考古学 7 」
　　　「赤い土器はどこでつくられたのか

－赤彩土器を追う－」
日　時：令和 3年 3月13日（土）13：30～15：30
講　師：（公財）北海道埋蔵文化財センター主査
　　　　阿部　明義
参加者：54名（うち道民カレッジ生24名）
内　容：赤い顔料で全体が彩色された、ある特別
な縄文土器群。千歳市キウス 4遺跡出土の赤彩土
器をスタートに、この特殊な土器を求めて北海道
から本州へと東日本を旅した講師が、赤い土器の
特徴とその魅力。どこで作られ、北海道までもた
らされたのか。これまでの多数の事例をスライド
で紹介するとともに、製作と施朱作業についての
自らの仮説をわかりやすく説明した。

⑵　児童生徒学生対象の体験型講座
　ア、�「こども考古学教室」�

まいぶん遺跡探検隊（第 1 次）�
縄文土器のヒミツをさぐれ！

日　時：令和 2年 8月 1日（土）13：30～15：30
講　師：普及活用課　主査　坂本　尚史
参加者：18名
内　容：配布された探検手帳の「ミッション」を�
「クリア」する出題形式で、①土器発生時期と世
界史的な位置付け、②土器焼成の意義、③煮炊
きによる食物加工の意義、④型式について学習
した。土器についての知識を高めた後、ハンズ
オン資料で実際の土器の質感や器面調整、施文
を観察して理解を深めた。最後にオーブン陶土
を用いた土器製作を行い、輪積み技法、波状口
縁の作り方、縄文・突き瘤文・沈線文の施文方
法などを体験学習した。参加者は座学と体験を
結びつけることにより縄文文化への興味と関心
を高めていた。

　イ、�「こども考古学教室」�
まいぶん遺跡探検隊（第 2 次）�
石器の森から縄文の海へ

日　時：令和 2年 8月 8日（土）13：30～15：30
講　師：普及活用課　主査　藤井　浩
参加者：20名
内　容：石器を対象に、重量計測などを含めた実
物の観察、実測の体験とミニチュア製作体験を
行った。特に、特別展示と連携した探検マップに
より、自ら観察対象を探して歩くことで、より体
験の印象を深められるようにした。
　観察体験は探検マップにより、収蔵庫と展示室
内をめぐり、チェックポイントに配置した石器の
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▲親子ガラス玉づくり

▲まいぶん遺跡探検隊（第 3 次）

▲まいぶん遺跡探検隊（第 4 次）

形、石材、重さなどを記録、観察した。続く実測
体験では、特別展示出展の北海道式石冠を観察し、
その輪郭を図化する体験を行った。最後の製作体
験では砥石で石を擦る、磨く体験（市販の軽石を
使用）を経て、自ら実測した北海道式石冠をモデ
ルに、ミニチュア石器を作成した。

　ウ、�「こども考古学教室」�
親子ガラス玉づくり教室

日　時：令和 2年 9月26日（土）13：30～15：30
講　師：遠軽町教育委員会　瀬下　直人
参加者：20名
内　容：巻付け法によるガラス玉つくり教室を実
施した。内容は①製作方法・注意事項に関する座
学、②講師実演、③ガラス玉つくり体験、④製作
体験の振り返り、⑤ガラス玉模様付け体験（トン
ボ玉）、⑥ガラス玉の歴史講座・講師引き延ばし
法実演、⑦徐冷したガラス玉の回収であった。ガ
ラス玉つくりでは子供一人につきガスバーナーを
一つ設置し、保護者には子供のサポートをお願い
した。 2時間半ほどの間で、一人につき 5 ～ 7
個程度のガラス玉と一つ程度のトンボ玉を製作し

た。参加した子供達は普段扱うことがないガス
バーナーの使用や、製作難易度の高いガラス玉つ
くりに緊張しながらも真剣に取組んでいた。特に
④の製作体験の振り返りでは、失敗や成功の理由
を考えることで参加者各々が次の製作へ向けて改
善点を見つけ出しており、自分で考え実践する効
果的な学習が行われていた。

　エ、�「こども考古学教室」�
まいぶん遺跡探検隊（第 3 次）�
火おこしに挑戦！

日　時：令和 3年 1月 9日（土）13：30～15：30
講　師：普及活用課　主査　坂本　尚史
参加者：17名
内　容：教室は座学と体験学習の二部構成とし、
親子での参加をお願いした。第一部は謎解き型式
の座学「人と火の歴史を探れ」で、①火と人類の
歴史、②火がもたらした恩恵、③火おこしの方法
について学習した。また収蔵資料である千歳市ユ
カンボシＣ15遺跡出土の火おこし具（アイヌ文化
期）を観察した。第二部は体験学習の「火おこし
に挑戦」で、回転摩擦式の①きりもみ式、②弓ぎ
り式、③ひもぎり式、④舞いぎり式と、⑤火花式
の火おこしを親子で協力して行った。参加者は火
おこしの効率の良い操作方法を考えながら取組
み、最終的にすべての家族が火おこしに成功して
いた。

　オ、�「こども考古学教室」�
まいぶん遺跡探検隊（第 4 次）�
発掘調査編　地図と遺跡のワークショップ

日　時：令和 3年 1月16日（土）13：30～15：30
講　師：普及活用課　主査　藤井　浩
参加者：16名
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▲出前講座　えりも町 ▲出前講座　上ノ国町

内　容：遺跡を調査する際の地図利用の実際をわ
かりやすく説明するため、遺跡地図の作成など 4
種類のワークショップを行った。
　最初に、参加者の自宅周辺にも遺跡があること
を知ってもらうために「おうちのまわりの遺跡地
図」を作成した。
　続いて、国土地理院の地形図を紹介した。札幌
周辺の明治から現在に至るまでの各時期の地図
を比較しつつ、特に川に色を塗ることで、時代
によって流路が変遷することを実感してもらっ
た。
　また、衛星写真「グーグルアース」を用いて、
上空からも識別できる遺跡探しの体験を行った。
函館市五稜郭や北海道・北東北の縄文遺跡群に指
定されている函館市大船遺跡や垣ノ島遺跡などを
取り上げた。
　さらに、地形図が空中写真からつくられている
ことに触れ、その原理でもある空中写真の 3 D体
験に挑戦した。実体鏡を用いた空中写真実体視と
アナグリフ（赤と青のめがねを用いる方法）によ
る立体視を体験し、地形の凹凸を体感してもらっ
た。
　まとめに代えて、遺跡の分布とハザードマップ
との関わりについて触れた。今回体験した作業や
知識が現在のわたしたちの社会生活にも深く関わ
りがあることを伝えて締め括った。難しい内容に
もかかわらず、こちらの予想以上にこどもたちの
取組に熱心さが強く感じられた。

　カ、�縄文時代の貝輪（ブレスレット）づくり�
体験

日　時：令和 3年 1月24日（日）10：00～12：00
講　師：千葉県市原市教育委員会
　　　　ふるさと文化課主幹　忍澤　成視

　令和 3年 1月 7日（木） 1都 3県（東京都およ
び千葉県・埼玉県・神奈川県）に新型コロナウイ
ルス感染症感染防止に関する緊急事態宣言が発出
され、当該地域から他地域への移動自粛、ならび
に北海道への当該地域からの移動自粛が決定した
ため、本講座の開催を中止することとなった。

⑶　児童生徒対象の出前講座
　ア、事業目的
　完全学校週 5日制に対応して、土曜日や日曜日
の休日に、市町村教育委員会との連携の下で、子
供たちにとってわかりやすく地域の歴史や文化を
説明するとともに、それらを大切にする心を養い、
体験学習を通して豊かな人間性や多様な個性を育
むことを目的とする。
　これまで、道立センター内で行ってきた考古学
教室を、全道の市町村に出向いて地元教育委員会
と連携を図って実施することにより、市町村独自
の事業実施の契機となるよう努めている。

　イ、事業内容
　（ア）�地域の遺跡を学ぶ�

－実物に触れてみよう－
　地元市町村出土の遺物や北海道立埋蔵文化財セ
ンター保管の土器・石器類に触れてもらいながら、
地元市町村の埋蔵文化財についての説明を行う。
また、埋蔵文化財センター紹介のビデオ『遺跡っ
てなーに』を鑑賞する。
　（イ）体験学習
　子供たちの歴史・文化に対する関心を高める
ために、縄文時代等にアクセサリーとして使用
されていた「勾玉」を、滑石を材料にして、製
作する。
　体験メニューとして、このほか「ミニ土器づく
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▲特別講演会　海部講師

▲秋季講演会　堤講師 ▲令和元年度調査報告会

り」、「ミニチュア土偶つくり」も行っている。
　46ページの表のとおり 8か所で実施した。
　なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため
平取町と蘭越町で予定されていた出前講座が中止
になった。

⑷　教育連携講座
　小学校、中学校、大学、教育委員会等を対象と
する体験型教育連携講座を、47ページの表の通り
19回実施した。火起こし・勾玉作り・ミニチュア
土器づくり・拓本体験学習、収蔵庫・展示収蔵庫・
展示室などの見学、展示室探検クイズラリーなど
を内容とする。
　また、北海道教育委員会からの依頼により、平
成25年度から「道立埋蔵文化財センター活用学習
のための指導者研修」（夏・冬季休業期間分、教
職員対象）を実施しているが、令和 2年度に関し
ては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
事業が中止となった。

⑸　一般道民対象の講演会
　ア、�特別講演会「旅する考古学 3 」�

海を越えた最初の日本列島人�
－実験航海で探る 3 万年前の挑戦－

日　時：令和 2年10月 3 日（土）13：30～15：30
講　師：東京総合研究博物館　海部　陽介
参加者：88名（うち道民カレッジ生27名）
内　容：最初の日本列島人は、困難な海を渡って
きた――その実態を探る「 3万年前の航海　徹底
再現プロジェクト」（2016－2019）。草束舟、竹筏
舟をテストし、昨年の「丸木舟」で完結した実験
の全貌を、プロジェクトリーダーである講師がス
ライドとビデオを利用し、わかりやすく解説され
た。

　イ、�秋季講演会「旅する考古学 5 」�
黒曜石 3 万年の旅－黒曜石の考古学－

日　時：令和 2年11月14日（土）13：30～15：30
講　師：明治大学黒耀石研究センター
　　　　堤　隆
参加者：83名（うち道民カレッジ生34名）
内　容：日本列島の黒曜石原産地の紹介からは
じまり、列島各地の黒曜石原産地の特徴、黒曜石
の分析化学、黒曜石の遠距離移動など、近年の黒
曜石研究の成果を一般の方々によりわかりやす
く、内容を深く理解できるようにお話がなされ
た。

⑹　�公益財団法人北海道埋蔵文化財�
　センター令和元年度調査報告会

日　時：令和 2年11月15日（日）13：30～16：30
　新型コロナウイルス感染防止対策のため、 4月
18日（土）の開催予定を延期して、11月15日（日）
に実施した。

42



▲かるちゃるnet光の広場施設紹介パネル展

参加者：71名（うち道民カレッジ生33名）
内　容：公益財団法人北海道埋蔵文化財センター
が令和元年に行った下記遺跡の発掘調査成果を報
告した。
①湧別町川西 2遺跡	 坂本　尚史
②苫小牧市高丘 8遺跡	 新家　水奈
③長沼町16区Ｆ遺跡	 佐藤　　剛
④木古内町幸連 5遺跡	 酒井　秀治

4 　協力
⑴　職場体験
　江別市教育委員会の依頼によるキャリア教育
事業（中学生の職場体験）は、新型コロナウイ
ルス感染防止対策のため、令和 2年度中止となっ
た。

⑵　博物館実習
　大学の依頼により博物館実習の学生を46ページ
の表のとおり 4名受け入れた。

5 　�周辺施設・大学・諸機関との�
連携

　江別市から札幌市北東部に所在する各文化施設
や大学と、以下の連携を行っている。各連携参加
状況等については44ページの表のとおり。

⑴　文京台地区道立教育 3 施設連携
　江別市文京台地区にある北海道立図書館、北海
道立教育研究所、北海道立埋蔵文化財センターが、
今後さらに地域に根ざし、開かれた「施設」を目
指すため、平成15年から連携事業を行っている。

⑵　かるちゃるｎｅｔ
　新札幌から江別市南西には社会教育的文化施設
が集中し、地域に暮らす人たちにとって恵まれた
環境にある。各文化施設は地域文化の向上や知的
財産の継承など重要な役目を担っているが、財政
の悪化により運営・事業の見直しを迫られ、取り
巻く情勢は厳しさを増している。このような状況
を踏まえ、各施設が協力・連携を強化し、意見交
換・連携事業・広報事業などの実施を協議する場
として結成された。
　平成21年に北海道がイオン北海道㈱との包括的
連携協定を締結する際に北海道開拓記念館が企業
側に提案した「道の教育・文化施設の広報活動へ
の協力・協働事業」を基礎とする。

　ア、施設紹介パネル展
日　時：令和 2年10月 4 日（日）
場　所：サンピアザ光の広場
内　容：各施設の紹介パネルを展示して、広報資
料を配布した。

⑶　のっぽろ11ネット
　今年度は活動していない。

⑷　�北海道生涯学習協会�
　まなびの広場パネル展

会　期：令和 2年 7月29日（水）～ 8月31日（月）
会　場：（公財）北海道生涯学習協会情報交流広場
　　　　（まなびの広場）
内　容：道民への学習情報の提供を体系的に行う�
「まなびの広場」を活用して、生涯学習の普及啓
発に関する情報や北海道立埋蔵文化財センターお
よび公益財団法人北海道埋蔵文化財センターの生
涯学習の取り組みやその成果などを展示・発表す
ることを主眼とし、公益財団法人北海道埋蔵文化
財センターが令和元年度に実施した発掘調査の成
果を、写真パネルや出土土器などを展示して紹介
した。

⑸　�令和 2 年度道政広報コーナー「公益�
財団法人北海道埋蔵文化財センター�
40年の歩み」展

会　期：令和 2年 7月31日（金）～ 8月 3日（月）
会　場：北海道庁本庁舎 1階ロビー
　　　　道政広報コーナー
内　容：来庁者に道政への理解を深めて貰うた
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▲北海道生涯学習協会まなびの広場パネル展 ▲道政広報コーナーパネル展

▲北海道生涯学習協会まなびの広場パネル展

周辺施設との連携参加一覧
名　　　　　称 文京台地区道立教育 3施設連携 かるちゃるｎｅｔ のっぽろ11ネット

江別市郷土資料館 ○
江別市スポーツ振興財団 ○
野幌自治会 ○
北海道情報大学 ○
野幌中学校 ○
江別市セラミックアートセンター ○ ○
野幌総合運動公園事務所 ○
酪農学園大学 ○
北海道立図書館 ○ ○
北海道立教育研究所 ○
北海道立文書館 ○
札幌学院大学 ○
北翔大学 ○
北海道立埋蔵文化財センター ○ ○ ○
自然ふれあい交流館 ○
道立自然公園野幌森林公園
北海道博物館 ○
北海道開拓の村 ○ ○
サンピアザ水族館 ○
札幌市青少年科学館 ○

め設けられた道政広報コーナーを活用し、文化財
に関する情報提供する一環として公益財団法人
北海道埋蔵文化財センターの活動内容PRを目的
とした展示、「公益財団法人北海道埋蔵文化財セ
ンター40年の歩み」展を開催した。これまで当
センターが行った調査のなかから選りすぐりの
成果を写真や図、解説のパネルを用いて分かりや
すく紹介した。
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6 　利用状況
⑴　入館者数一覧
　ア、�月別入館者数

＊�新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、北海道および北海道教育委員会管轄の博物館・美術館など臨時休館とする通知
に基づき、北海道立埋蔵文化財センターは、令和 2年 4月18日（土）から 5月25日（月）まで臨時休館となり、令和 2年 5月26日（火）
より再開館した。

開館日数 大　人（男性） 大　人（女性） 子　　供 合　　計

2年度 31・元�
年度

前年度
比（％） 2年度 31・元�

年度
前年度
比（％） 2年度 31・元�

年度
前年度
比（％） 2年度 31・元�

年度
前年度
比（％） 2年度 31・元�

年度
前年度
比（％）

4月 15 26 57.7% 111 380 29.2% 125 285 43.9% 14 255 5.5% 250 920 27.2%
5 月 6 26 23.1% 52 424 12.3% 38 330 11.5% 10 722 1.4% 100 1478 6.8%
6 月 25 26 96.2% 161 527 30.6% 114 481 23.7% 67 306 21.9% 342 1314 26.0%
7 月 27 26 103.8% 294 397 74.1% 176 329 53.5% 119 316 37.7% 589 1042 56.5%
8 月 26 26 100.0% 264 353 74.8% 215 353 60.9% 121 415 29.2% 600 1121 53.5%
9 月 26 24 108.3% 373 478 78.0% 280 329 85.1% 87 243 35.8% 740 1050 70.5%
10月 27 27 100.0% 293 299 98.0% 287 262 109.5% 191 184 103.8% 771 745 103.5%
11月 23 24 95.8% 263 319 82.4% 163 253 64.4% 50 188 26.6% 476 760 62.6%
12月 24 24 100.0% 126 256 49.2% 92 177 52.0% 20 158 12.7% 238 591 40.3%
1 月 22 21 104.8% 102 311 32.8% 82 294 27.9% 69 184 37.5% 253 789 32.1%
2 月 22 23 95.7% 127 187 67.9% 120 176 68.2% 141 96 146.9% 388 459 84.5%
3 月 21 0 210 0 133 0 49 0 392 0
合計 264 273 96.7% 2376 3931 60.4% 1825 3269 55.8% 938 3067 30.6% 5139 10267 50.1%

　イ、平成11から令和 2 年度までの月別入館者数
　（ア）【平成11から17年度までの月別入館者数】

11 12 13 14 15 16 17 ①計
4　月 758 656 545 538 831 595 3923
5 　月 709 453 656 1081 964 716 4579
6 　月 652 621 808 1299 1054 858 5292
7 　月 527 303 633 922 828 1124 4337
8 　月 673 388 662 789 747 851 4110
9 　月 544 374 631 762 1020 727 4058
10　月 650 302 649 991 1027 773 4392
11　月 1988 467 659 445 836 669 618 5682
12　月 687 286 326 669 505 330 318 3121
1 　月 593 218 411 287 229 189 240 2167
2 　月 366 129 240 212 270 187 189 1593
3 　月 469 221 362 297 331 296 366 2342
合　計 4103 5834 5095 6494 8553 8142 7375 45596

　（イ）【平成18から令和 2 年度までの月別入館者数】
指定管理者 1期 指定管理者 2期 指定管理者 3期 指定管理者 4期

②合計 ①②�
合計18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31・元 2

4  月 830 669 904 1192 799 920 1244 1201 1150 969 1103 1143 1005 920 250 14299 18222
5  月 1440 1228 1403 1978 1755 1223 1127 1359 967 991 1330 1405 1485 1476 100 19267 23846
6  月 768 1099 1150 934 1597 1277 1143 1360 1207 1345 1527 1555 1554 1314 342 18172 23464
7  月 1138 1425 1126 1537 1117 1278 1243 1590 1296 1100 1689 1165 1107 1042 589 18442 22779
8  月 1238 1517 1267 1370 982 1230 1727 1809 1291 1709 1257 1511 1518 1121 600 20147 24257
9  月 790 907 768 1169 995 1110 1018 1242 825 1178 988 1113 726 1050 740 14619 18677
10 月 945 939 1267 1120 1214 839 1019 1382 903 910 758 819 912 745 771 14543 18935
11 月 669 627 653 745 794 539 736 714 686 911 720 748 944 760 476 10722 16404
12 月 232 536 488 577 370 423 426 411 344 513 431 433 616 591 238 6629 9750
1  月 462 633 488 516 344 379 551 603 413 685 763 683 724 789 253 8286 10453
2  月 226 329 450 374 268 286 405 524 283 542 361 466 480 459 388 5841 7434
3  月 329 528 549 472 511 696 654 622 381 706 866 843 939 0 392 8488 10830
合 計 9067 10437 10513 11984 10746 10200 11293 12817 9746 11559 11793 11884 12010 10267 5139 159455 205051
期合計 42001 45056 44982 27416

は各月で最多（平成11年度を除く）
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　ウ、企画展示期間中の入館者数
展　示　タ　イ　ト　ル 期　　間 入館者数

（公財）北海道埋蔵文化財センター令和元年度調査成果展 4月 1日（水）～ 5月24日（日） 250
「北の縄文　縄文の海－古石狩湾と遺跡群－」展 7月 4日（土）～ 9月27日（日） 1,883
「北海道遺跡百選13　－遺跡発掘探検－」展 12月 5 日（土）～令和 3年 2月28日（日） 840

特別展示期間中の入館者数合計 2,973
世界遺産をめざす北の縄文展 4月 1日（土）～令和 3年 3月31日（土） 5,139

　カ、児童生徒対象の出前講座
市町村 実　施　場　所 実施日 担当 備　　　　　　　　　考 参加人数

1 えりも町 えりも町立笛舞小学校 7月10日（金） 坂本　 笛舞小学校全学年参加の授業として実施 19
2 白 老 町 白老東高等学校 7月10日（金） 藤井 北海道主催「地域学」授業として実施 28

3 礼 文 町 礼文町町民活動センター　
ピスカ21 8 月 5 日（水） 坂本 礼文町教育委員会「夏季ジュニアスクール」と

して実施 8

4 上ノ国町 上ノ国町総合福祉セン
ター　ジョイじょぐら 9月 5日（火） 立田 令和 2年度「考古学教室出前講座」として実施 16

5 雨 竜 町 雨竜町公民館 9月26日（土） 倉橋 令和 2年度「ちびっこチャレンジ講座」として
実施 37

6 苫 前 町 苫前町公民館 10月17日（土） 坂本 苫前町教育委員会「考古学出前講座」として実施 30

7 平 取 町 沙流川歴史館 11月 1 日（日） 立田 令和 2年度沙流川歴史館特別展「平取の発掘史」
関連事業 中止

8 厚 岸 町 厚岸町立真龍小学校 11月 3 日（火・祝） 倉橋 令和 2年度「考古学教室出前講座」として実施 18

9 京 極 町 京極町生涯学習センター　
湧学館 11月 7 日（土） 藤井 京極町教育委員会「チャレンジ教室考古学教室」

として実施 5

10 蘭 越 町 昆布小学校 12月28日（月） 藤井 昆布小学校放課後子ども教室 中止
計 161

　ケ、博物館実習
学　　校　　名 受　入　期　間 備　　　　　考 受入人数

1 札幌学院大学 10月20日（火）～30日（金） 受付・展示・図書に関する作業、体験
学習での教材づくり 4

計 4

　オ、児童生徒学生対象の体験型講座
年 月 日 曜 事　　　業　　　名 参加人数

1
令和 2年

8 1 土 まいぶん遺跡探検隊（第 1次）土器に関する体験 18
2 8 8 土 まいぶん遺跡探検隊（第 2次）石器の森から縄文の海へ 20
3 9 26 土 「親子ガラス玉づくり教室」 20
4

令和 3年
1 9 土 まいぶん遺跡探検隊（第 3次）火おこしに挑戦 17

5 1 16 土 まいぶん遺跡探検隊（第 4次）発掘調査に挑戦 16
6 1 24 日 縄文時代の貝輪（ブレスレット）づくり体験 中止

計 91

　キ、講演会
年 月 日 曜 事　　　業　　　名 参加人数

1 令和 2年 10 3 土 特別講演会「旅する考古学 3」�
「海を越えた最初の日本列島人　～実験航海で探る 3万年前の挑戦～」 88

2 11 14 土 秋季講演会「旅する考古学 5」「黒曜石 3万年の旅－黒曜石の考古学－」 83
計 171

　ク、報告会
年 月 日 曜 事　　　業　　　名 参加人数

1 令和 2年 11 15 日 公益財団法人北海道埋蔵文化財センター令和元年度調査報告会 71
計 71

　エ、一般道民対象の講座　連続講座・講演会「旅する考古学」シリーズとして実施
事　　　　　業　　　　　名 実　施　日 参加人数

「旅する考古学 1」「北海道にもたらされたモノたち－旧石器からビールまで」 7月18日（土） 56
「旅する考古学 2」「ヒスイの道」 9月12日（土） 95
「旅する考古学 4」「縄文人に挑戦－ヒスイ穿孔に挑む－」 10月24日（土） 20
「旅する考古学 6」「幻の貝「オオツタノハ」を追う！�
－縄文から古墳時代まで6,000年間、日本列島の人びとを魅了した貝輪素材－」 1月23日（土） 中止

「旅する考古学 7」「赤い土器はどこで作られたのか－赤彩土器を追う－」 3月13日（土） 54
計 225
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　コ、教育連携講座数
　（ア）小学校

年 月 日 曜 団体名・見学・体験等 人　数
1

令和 2年

6 25 木 恵庭市立柏小学校 3年生総合学習講師派遣（児童39名、教員 2名） 41
2 6 26 金 恵庭市立柏小学校 3年生総合学習講師派遣（児童37名、教員 2名） 39
3 7 17 金 江別市立文京台小学校 2年生バリアフリー施設見学（児童22名、引率 2名、計24名） 24
4 10 23 金 恵庭市立柏小学校施設見学（児童76名、教員 6名、計82名） 82
5 令和 3年 2 17 水 江別市立文京台小学校 3年生総合学習施設見学（児童42名、引率 3名、計45名） 45
6 2 25 木 江別市立文京台小学校 3年生総合学習施設見学（児童43名、引率 3名、計46名） 46

計 277

　イ、その他の団体
年 月 日 曜 団体名・見学・体験等 人　数

1

令和 2年

8 10 月 石狩縄文・満月の会　施設見学　（男性 9名、女性 3名、計12名） 12

2 9 12 土 日本キリスト教団月寒教会施設見学と縄文工房お持ち帰り
（こども 5名、引率 5名、計10名） 10

3 9 21 月 江別元気会　施設見学（男性 1名、女性12名、計13名） 13
4 10 23 金 国際交流サービス　施設見学（男性12名、女性15名、計27名） 27
5 11 7 土 国際交流サービス　施設見学（男性 7名、女性11名、計18名） 18
6 令和 3年 3 4 木 さっぽろの自然を歩く会　施設見学（男性 2名、女性 8名、計10名） 10

計 90

　（エ）大学
年 月 日 曜 団体名・見学・体験等 人　数

1

令和 2年

10 20 火 札幌学院大学大塚先生博物館経営論（男性 5名、女性 5名、計10名） 10
2 10 27 火 札幌学院大学大塚先生博物館経営論（男性 3名、女性 4名、計 7名） 7
3 10 28 水 北翔大学短期大学部佐々木先生地域学Ⅱ（男性 1名、女性 9名、計10名） 10

4 10 31 土 北海道大学アイヌ・先住民センター蓑島先生講義施設見学
（男性 4名、女性 3名、計 7名） 7

5 11 18 水 北翔大学小杉先生博物館情報メディア論（男性 3名、女性 3名、計 6名） 6
6 11 24 火 北翔大学小杉先生専門演習（男性 3名、女性 2名、計 5名） 5
7 11 25 水 北翔大学小杉先生博物館情報メディア論（男性 3名、女性 2名、計 5名） 5
8 12 1 火 北翔大学小杉先生専門演習（男性 2名、女性 1名、計 3名） 3
9 12 2 水 北翔大学小杉先生博物館情報メディア論（男性 2名、女性 2名、計 4名） 4

計 57

　（オ）教育関連
年 月 日 曜 団体名・見学・体験等 人　数

1 令和 2年 6 27 土 長沼町教育委員会史跡めぐり施設見学・体験学習（男性 3名、こども12名、計15名） 15
2 令和 3年 1 13 水 江別第一小学校児童クラブ（男性 2名、女性 2名、こども19名、計23名） 23

計 38

⑵　団体利用者対応
　ア、児童団体関連

年 月 日 曜 団体名・見学・体験等 人　数

1

令和 2年

8 29 土 児童ディサービスブルーム　施設見学と縄文工房お持ち帰り
（こども 9名、引率 5名、計14名） 14

2 10 24 土 児童ディサービス天使のえがお（男性 1名、女性 3名、こども11名、計15名） 15

3 11 14 土 NPO法人子どもサポートどろんこクラブ
（男性 2名、女性 3名、こども 8名、計13名） 13

計 42

　（イ）中学校
年 月 日 曜 団体名・見学・体験等 人　数

1 令和 2年 10 16 金 野幌中 1年生総合学習（生徒32名、引率 1名） 33
計 33

　（ウ）高等学校
年 月 日 曜 団体名・見学・体験等 人　数

1 令和 2年 8 21 金 北海道野幌高等学校学校案内掲載写真撮影 2
計 2

47



7 　講演会要旨
⑴　特別講演会

『海を越えた最初の日本列島人～
実験航海で探る 3 万年前の挑戦～』

講　師：海部　陽介氏（東京大学総合研究博物館）
ア、�はじめに
　2016年から挑戦してきた丸木舟で航海をするプ
ロジェクトは、昨年 7月台湾から与那国島への渡
海を達成することができた。今まで取り組んでき
たことについて、話をしていく。

イ、�日本列島の人類史がいつ始まったのか
　講演会をお引き受けするときには、いつもこの
お話からはじめることにしている。
　日本列島の人類史がいつ始まったのか。
　縄文時代より前の時代が何時代だったのか。後
期旧石器時代で、日本では 3万 8千年くらい前か
ら遺跡がみつかっている。日本の後期旧石器時代
の遺跡は、全国で 1万か所発見されていて、日本
考古学のなかではあまり語られないのだが、もの
すごい数の遺跡がみつかっている。
　なぜ、このような数の遺跡が発見されているか
という理由は、ひとつには日本がまじめに発掘調
査に取り組んでいること。もうひとつには、おそ
らくそれだけヒトがたくさんいたということがあ
げられる。

ウ、�日本列島における人類のはじまりを読み解く
　縄文時代以前のことは、あまり語られないが、
この時代のことは非常に重要である。
　日本列島における人類のはじまりを読み解くこ
と。それは、ホモ・サピエンスがアジアの東端ま
で到達した証を解明することになる。私自身は、
特にその最初に興味をもっている。
　以前、旧石器時代遺跡の捏造事件があった。そ
のときに、 3万 8千年より古い時期の遺跡の真否
が問われたが、 3万 8千年前以降の遺跡が多数存
在することはゆるぎない事実である。
　私自身は、 3万 8千年前から 1万 6千年前にか
けて、旧石器時代の遺跡が時期的に集中して、多
数みつかっていることは、ホモ・サピエンスがやっ
てきた証として評価するべきではないかと考えて
いる。
　これ以前に日本列島にわたってきた人類がいた
としたら、それは、私たちホモ・サピエンスとは
違う旧人や原人だっただろうと推測される。

エ、�ホモ・サピエンスの起源と世界拡散�
15万年前から 5 万年前

　図は、ホモ・サピエンスが世界に現れたころを
表している。
　15万年前頃の世界では、ヨーロッパでは有名な
ネアンデルタール人。中国では○○人とは名前が
ついていない旧人がいる
　一方で、東南アジアの方にいくと驚くことに
ジャワ原人がまだ生存している。ジャワ島の向こ
う側にフローレス島があるが、最近そこで身長
が 1 mしかない、 7万年前には絶滅した小型のフ
ローレス原人がいたことがわかった。
　台湾にも原人がおり、ルソン島にも身長が低い
原人がいた。世界の違う場所に、違う人類がいる
というのが、15万年前の世界である。
　普通の動物は、分布域を広げたらこのように地
域的多様化を示すようになるのがあたりまえ。私
たち人類も過去にはそうだった。逆にいうと、世
界全体でホモ・サピエンスしかいないという、生
物学の常識から考えると、不思議なことが起こっ
ている。15万年前にアフリカに生まれたホモ・サ
ピエンスが、 5万年前に世界に拡散していく。そ
のため、世界中がホモ・サピエンスだらけになり、
原人、旧人たちがいなくなってしまった。これが
過去10万年前から 5万年前に起こった。

オ、�5 万年前以降 1 種になったホモ・サピエン
ス

　同時にホモ・サピエンスは、いままで別の人類
たちがいた場所に拡散した。旧人までの時期に
は、ユーラシア大陸の半分くらいにしか人類はい
ない。アメリカ大陸やオーストラリア大陸には人
がいない。
　 5万年前以降、ホモ・サピエンスが世界全体に
拡散していき、全世界にホモ・サピエンスだけが
存在するようになっていく。私たちにとっては当
たり前のことだが、生物学的に世界全体の分布が
1種だけというのは極めて異例なのである。
　私は、ホモ・サピエンスが世界全体にどのよう
に拡散していったかということに非常に興味があ
る。それは、今までの人類ができなかったことを
できるようになったからで、人間とは何なのだろ
うというときに、この境界が重要なのだと考える。
そのようなことを考えているさなかに、日本列島
におもしろいテーマがあることに気いた。
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カ、�ホモ・サピエンスの世界拡散�
「出アフリカ」から太平洋諸島へ

　この図は、私が考古学的な証拠を集めて、自ら
図化したもの。
　「出アフリカ」については、 5万年、 7万年と
説が分かれている。ホモ・サピエンスは全世界に
広がっていき、 3万 3千年前には、極北に到達し
て、1万 5千から 6千年前にアメリカ大陸に到達。
オーストラリア大陸には、海を越えて 4万 7千年
前には到達。日本列島には、 3万 8千年前に到達
している。太平洋の島々には、数千年前に人類が
到達した。
　例えば、ハワイ島には1000年前くらいに到達し
たようだ。大航海時代に入り、中世のひとたちが
いろいろな場所に航海するようになったが、世界
中、どこへいっても人がいることがわかった。ヨー
ロッパの大型帆船で渡っていくような場所にどの
ように現地のひとたちは渡ってきたのだろうか
と、びっくりしたという話が残っている。
　このように先史時代の間に、全世界各地にホモ・
サピエンスが拡散していった。

キ、�3 万年前日本列島（後期旧石器時代）の植
生

　今日のテーマは、日本列島にわたってきた人た
ちについてだが、最初に 3万年前の日本列島につ
いてお話をしていきたい。
　図は、 3万年前の日本の植生を示したもの。左
が現在の日本の地形と植生、右が約 2万年前の地
形と植生になる。色を頼りにみていただくと、よ
くわかる。現在の北海道に表されている水色や紫
色が、約 2万年前には、九州も同じ色で表されて
いる。
　これが氷期の日本列島の様子で、九州で、北海
道の景観が楽しめるという状況だった。それに対
して北海道はどうだったかというと、現在の北海
道にはない植生がある。ツンドラというもので、
マンモスが大好きなツンドラ・ステップが含まれ
る植生で、この時代は北海道からサハリンまでが
地続きになっていた。そのためマンモスも大陸か
ら歩いて北海道まで渡ってくることができ、北海
道でもマンモスの化石がみつかっている。

ク、�3 万年前日本列島の火山活動
　大雪山など北海道の山の写真を用意できればよ
かったが準備できなかったので、今回は富士山で

説明する。
　 3万年前の日本にやってきた私たちの祖先がみ
た富士山は、写真でお示ししたような形ではない。
富士山は、過去数万年のなかでも数回噴火して成
長している。
　富士山の爆発で降下した火山灰で形成されてい
るのが、関東ローム層。
　 3万年の中では、いろいろな天変地異があり、
富士山の爆発よりも大きな火山爆発があった。

ケ、�ATテフラ
　現在、鹿児島県の錦江湾中ほどに桜島がある。
しかし、ここにはより巨大な火山があった。錦江
湾全体が大きなカルデラで、 3万年前に現在の鹿
児島県のシラス台地をつくるような大規模な火
山爆発があった。この噴火での火山灰（ATテフ
ラ）は、北海道へは到達しなかったが、ほぼ日本
列島全体で降り積もっている。ATテフラがみつ
かると 3万年前とわかるので、その火山灰より下
位であれば、 3万年より古い資料ということにな
る。
　昨今の日本では、甚大な災害が多く起こってい
るが、 3万年前というスケールになると、それ以
上の災害も起きていたことになる。
　 3万年前の動物としては、マンモス、ナウマン
ゾウ、オオツノジカなどが知られている。

コ、�氷期による海水面低下
　昨今の地球温暖化では極地の氷が溶けて、海水
面が上昇している。その反対に氷期の寒冷化して
いる状態では、極地の氷が成長して、海水面が下
降している。
　今から一番近い最も寒かった時期（最終氷期）
には、海水面が現在より125mから130mくらい下
がっていたと考えられる。この状況になると、サ
ハリンは北海道とつながってしまう。この状態を
古北海道半島と呼んでいる。津軽海峡には、海が
あって、瀬戸内海・東京湾・伊勢湾などは陸地と
なっていた。これを私たちは古本州島と呼んでい
る。
　台湾は大陸と地続きに、沖縄はいまと同じよう
な様相で、朝鮮と対馬海峡には海がある。
　北海道はサハリンと陸続きとなっているため、
歩いて渡ってくることができたが、そのほかの地
域は、海を渡らないと日本（古本州島）にたどり
着くことができない。
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　歴史の教科書には、私たちの祖先は、ナウマン
ゾウを追って歩いて渡ってきたように書いてある
が、それは間違い。

サ、日本列島へのヒト渡来の経路
　現在わかっている遺跡の様相から、下記の状況
がわかっている。 3万 8千年前、朝鮮半島経由で
最初の人たちが渡ってきた。この流れとは別に 3
万 5千年前に台湾から北上して沖縄へ渡ってきた
グループがいる。
　さらに北からは 2万 5千年前にサハリンから北
海道へ人がきたようだ。
　北海道にはさらに古い 3万年前の遺跡と考え
られているものがみつかっている。帯広市若葉
の森遺跡、帯広市上似平遺跡、遠軽町旧白滝 3
遺跡、千歳市祝梅三角山遺跡などである。この
遺跡を営んだ人たちのルートがわかっていない。
もしかすると、本州経由で渡ってきたのかもし
れない。
　本州経由だとすると、津軽海峡を越えることに
なり、ここでも舟を利用していたことが推測され
る。これらの内容については、まだ確証がない。
ただし、考古学の研究者に聞くと、大多数が本州
から渡っているのではないか、という意見であり、
当たっている可能性は高いと考えている。
　今日のお話の主題は、沖縄になる。
　僕らがなぜ沖縄に注目するかというと、台湾か
ら与那国島にかけての海を渡ることが圧倒的に難
しいからである。

シ、琉球列島の主な旧石器時代遺跡
　沖縄のど真ん中に沖縄島があるが、この島で一
番古い遺跡は、 3万 5千年前のもの。沖縄に行っ
たことがある方が、会場にどれくらいいるかわか
らないが、皆さんが抱いているイメージがあるだ
ろう。あの島に人がいる。どのように行くのだろ
うか。
　実は、琉球列島の各島に 3万年に近い古い遺跡
がみつかっている。この分布をみると、 3万年前
後に舟を使って琉球列島の島々に人が移動して
いった様子がわかる。
　沖縄の場合には、石灰岩があるおかげで、人骨
がよくみつかる。日本の土壌は酸性土壌であるこ
とが多く、人骨などは非常に残りづらい。北海道
では土壌の関係で人骨がみつかっていない。本州
でも、ほとんどみつかっていない。

　最近、さらに面白いことがわかってきた。
　写真の三日月型のものはなにか。貝殻を利用
して作られたものだが、釣り針である。沖縄島
でみつかったものだが、今のところ世界最古。
2万 3 千年前のもので、海を越えてきた人たち
がもたらしたもの。いろいろな意味で面白くなっ
てきた。

ス、陸橋はなかった生物地理
　今日のテーマは人の移動だが、その前に少し確
認をしておく。
　琉球列島の各島に人が渡ってきたとなぜわかる
のか。地質学的にいろいろな情報があるためにわ
かるのだが、一番わかりやすいものが動物の分布
である。
　動物の分布をみると島の歴史がよくわかる。九
州にも、台湾にもシカやサルが生息している。
　しかし、沖縄にはシカやサルは生息していな
い。では、別のどのような動物がいるのか。アマ
ミノクロウサギ、ヤンバルクイナや、ケナガネズ
ミ、イリオモテヤマネコが生息している。こうし
てみると、沖縄には私たちの馴染みの動物がいな
い。
　沖縄の動物たちは、200万年前の沖縄が周りの
島々とつながっていたときにいたものが海で隔て
られてからも沖縄に生息している。
　ひとつ例外があり、屋久島にはサルもシカも生
息している。屋久島と鹿児島の間の大隅海峡は、
水深が110m。さきほどお伝えした最終氷期の水
深の低下は、125mから130m。そのため、屋久島
と鹿児島の間は、最終氷期には陸続きになった。
そのため、屋久島にいる動物は、九州本島にいる
動物とすべて同じである。

セ、どれだけ困難な航海？
　単に海を越えてきただけではない。
　沖縄の特徴は、島が小さいこと。そのため島と
島の間の距離が遠い。宮古島と沖縄本島の間は
220㎞あり、台湾と与那国島の間も100㎞以上あ
る。
　渡っていこうとする島が小さく、距離があると、
地球は丸いので目視できない。
　台湾の高い山に登ると、与那国島がみえるとこ
ろがあるが、海岸に降りるとみえない。同様に、
宮古島から沖縄本島は、宮古島の高い山に登って
もみえない。島があると認識できない。
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ソ、もうひとつの困難が黒潮
　もうひとつの困難が黒潮。黒潮は、世界最速、
最大規模をもった海流で、スピードが秒速 1から
2 m。毎秒 1 mは人間の歩く速度くらい。幅は最
大幅が100㎞。流れは、むかしも基本的には変わっ
ていなかったと考えられる。この黒潮を超えない
と台湾から与那国島へはいけない。

タ、�3 万年前の古代舟を復元して、�
実際に航海してみる

　この古代の航海の大変さを検証するには、自分
で舟を作って海を渡ってみるしかないと考えるに
至った。このプロジェクトに賛同して、協力して
くれる方々はすぐにみつかった。
　ただ、プロジェクトを進めるには、お金が必要。
資金を調達するために、クラウドファンディング
を行った。 2回のクラウドファンディングで、合
計 6千万円ほど集めることができた。そのほかに
企業からの寄付などもいただくことができ、全体
で 1億円ほど用意することができた。

チ、日本と台湾の共同プロジェクト
　国立科学博物館と国立台湾史前文化博物館が共
同で、日本と台湾の共同プロジェクトとして行
いった。台湾側からも資金、人的な援助をいただ
いた。
　プロジェクトの名前を「 3万年前の航海徹底再
現プロジェクトと名付けた。徹底をつけたのは、
完全な復元はできないが、できる限りあらゆる方
面から徹底的に探究する意味でつけた。なるべく
事実に近づけようという意味を込めている。
　計画としては、いろいろな実験を繰り返して、
3万年前のベストモデルをつくって台湾から与那
国島へ実験航海を行う。

ツ、偶然の漂流か？それとも意図的な航海か？
　その前にいくつか検討してみることがある。島
に渡ったのは確かなのだが、それが漂流による偶
然の結果ではないかという仮説である。
　 3万 8千年前に三つの海峡で繰り返し行われた
渡海。男女のグループで渡海しないと子孫を残し
てその土地に定着できない。

テ、伊豆七島の神津島への渡海
　決定的な証拠となったのは、伊豆七島の神津島
への渡海である。

　神津島で採れる黒曜石が本州の遺跡でもみつ
かっている。これはヒトが海を渡り持ち込まない
と移動させることができない。このような行動を
3万 8千年前から行っていたのである。
　これは驚くべきことで、 3万 8千年前に日本に
人が渡ってきたとほぼ同時に黒曜石を運ぶ渡海も
行われていた。
　日本で一番古い遺跡の中で、神津島の黒曜石が
使われている。関東地方から黒曜石を取りにいっ
て、また、戻っている。これは漂流ではなく、間
違いなく目的をもった渡海である。
　このような渡海技術を持った人たちが、台湾か
ら与那国島へ渡ろうとしていたグループにいたと
しても不思議ではない。

ト、海洋ブイを利用した漂流実験
　ただ、沖縄の場合には、黒潮にのって流された
ということは、考えられなくもない。そのため、
海洋ブイを流して、自然の漂流でどこへたどり着
くか、実験を試みた。国立台湾大学海洋研究所と
の共同研究で、現在、論文を出しているところで
ある。
　海洋学の研究で用いられている衛星通信機能の
ある漂流ブイを利用して、台湾から流した漂流ブ
イがどこへ漂着する分析してみたところ、沖縄の
ほうにはほとんど流れていかない。
　トカラ列島のところへ漂着する場合もあるが、
この場合には、漂着して到着するのに20日ほどか
かる。20日の航海に果たして耐えられるか。
　スーパーコンピューターを利用して 3万年前の
黒潮の流れを解析しようという試みも愛媛大学の
研究チームで行われている。

ナ、人力で漕ぐ理由
　これから実験舟は、人力で漕ぐと紹介するが、
ではなぜ漕ぐのか。なぜ帆走ではないのか。これ
には理由がある。
　日本の古代の舟についてみていくと、例えば古
墳時代の埴輪に描かれた船や船をかたどった埴
輪には、帆はない。縄文時代の遺跡からは、丸木
舟や櫂がみつかっているが、帆はみつかっていな
い。弥生時代や古墳時代からもみつかっていな
い。古墳時代の最後のほうには使い始めたのかも
しれないが、少なくとも先史時代には利用されて
いない。
　埴輪に描かれているものは、帆ではなく旗で、
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どのような貴人が乗っているか表装する旗が描
かれたもの。舟は漕ぐものだったと考えられ
る。
　世界でも、 2千年前を超える帆船はない。
　本格的な帆走技術の出現は、世界では数千年前。
日本への導入はさらにその後だとされている。
　舟の材料は、まだ明らかになっていない。
　丸木舟が縄文時代最古のもので 7千 5 百年前。
それより古い舟がどのような材質だったのか。出
土例がないため、今のところわからない。

ニ、2016年草束舟の実験
　2016年は、草束舟をつくり実験航海を行った。
このタイプの舟が一番原始的なタイプのものかと
考え、与那国島に良い草があることがわかったの
で、与那国島から西表島への渡海を最初のテスト
航海に選んだ。
　縄文時代に丸木舟があるので、縄文時代の丸木
舟を超えないこと、地元で材料が整えられること、
当時の道具で作ることができること、機能するこ
と、の四つの条件が整うもので行った。
　2016年の航海はいきなり失敗からはじまること
となった。
　しかし、冷静に考えると、祖先たちは成功して
いる。私たちが失敗したということは、私たちの
方策になにか失敗があるのだろう。そこを突き止
めるのが今回のプロジェクトである。
　2016年の結果から、草束舟では難しいという結
論になった。図示したのが実際の結果だが、与那
国島から西表島へ向かっていたが、この航海では
あっという間に北に流されていた。
　後で、データ解析を行うと、この日の黒潮は通
常よりもかなり強い流れだった。図示した通り、
一番赤い部分は秒速 2 m。この日流れが強く黒潮
が与那国島と西表島の間にも流れ込んでいた。
　運が悪かったといえばそこまで。でも、冷静に
考えれば、私たちの最終的な目標は、あの赤い部
分を乗り越えたいわけだから、今回のように秒速
1 mくらいの流れを超えることができなければ、
台湾から与那国島の間を流れる黒潮の本流を渡り
きることはできない。
　そのため秒速 1 mの流れをクリアできなかった
草束舟では、黒潮の本流を越えられないだろうと
結論付けた。
　ただし、草束舟の長所も発見することができた。
絶対に沈まないし、船体が安定している。草が水

を吸うことにより、舟の下の部分が重くなり、バ
ランサーの役割をするのである。乗っていて安心
感があった。
　水をたくさん吸うため、陸揚げするのに一苦労。
今回の実験船は、作成に 2年ほどかかった。この
大きさの舟をつくると舟つくりに使う島の草がす
べてなくなってしまう量になる。いろいろな難し
さに気づくことができた。

ヌ、2017－2018竹筏舟の実験
　2016年の実験で草束舟では渡海が難しいと考え
たので、翌2017年からは竹筏舟の実験をはじめた。
　台湾へ移動したのにはいくつか理由がある。
　一つは、台湾には舟に用いる良い竹が生えてい
たこと。台湾には、アミ族という原住民が暮らし
ていて、竹筏舟を作成する技術が残っていた。
　彼らのノウハウを生かして、私たちの竹筏舟を
作成していくことにした。
　台湾から与那国島へ舟を出すには、地元の海を
もっと知らなければいけない。特に黒潮を体験し
ようという考えに至った。
　 2年にわたり実験を行った。
　台湾には、麻竹というしっかりとした竹が自生
している。直径が大きければ20㎝くらい。中空部
分が大きいので、浮力が大きくなる。
　かつて竹筏舟でトビウオ漁を行っていた真柄部
落（台東県長濱）の長老たちは、実際に竹筏舟を
作ったことがあり、かつ、日本語も話すことがで
きる人たちである。この人たちにお話を伺って、
いろいろ勉強させていただいた。
　お話を聞いた中でも面白かったのは、長老たち
が山に入って舟を作るのに適した竹をみつけるの
に 3日間かかるという。竹の量は、ものすごい量
が生育しているわけだから、もっと簡単にみつか
るものだと思っていた。舟を作るのには本当に良
い材料を探さなければならない。
　まず、麻竹を探す。その麻竹の生育年齢が2，
3年でなければならない。 1年や 4， 5年のもの
は、もろくて割れてしまう。また、曲がり具合が
少なく、まっすぐなものを探す。
　竹を出土している 3万年前の石器に似せたレプ
リカで切ってみると、きちんと切れる。
　写真で作業している竹では、15㎝くらいの太さ
がありましたが、20分くらいで切り終わることが
できた。
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ネ、2017年の竹筏舟製作
　2017年の竹筏舟製作は、アチャン（プユマ族）、
アバオ（アミ族）、ラワイ（アミ族：棟梁）の 3
名が中心になって進められた。
　草束舟を作ったときは、みんなでワイワイいい
ながら作っていたが、竹の扱いはやはり職人的な
部分が多い。難しい作業ということで、 3名のス
ペシャリストにお願いをした。
　麻竹を選び、石器で切れることを確認したら、
作業時間の関係で、麻竹の切り出しは現代の道具
を利用して行った。
　一つ一つのステップを昔の道具、技術で対応で
きることを確認しながら進めていった。
　竹を束ねるのに台湾では藤を利用した。藤細工
に使われる、あの藤。藤の生えているところを見
たことがある人は、まずいないと思うが、写真で
示ししたのが、藤。
　この外側にあるトゲトゲを取り除いて、内皮を
出す。それを竹と竹を縛るのに使う。写真のとお
り、その結び方は、このように美しい。
　このような作業を経てできたのが、写真に示し
たカッコイイ舟。全長が想定していたより長く
なってしまったのは、太い竹は自由に曲げられな
いからで、全長が10mを超える舟になってしまっ
た。これだけ格好いい舟ができたので、航海もう
まくいくと期待が高まったが、実際にはそううま
くはいかない。
　台湾から写真奥にみえる緑島まで渡ってみる実
験航海を行った。台湾から緑島の間には、黒潮が
流れている。ただ、海流はみえない。そのため流
されているかどうか実感が沸きづらい。流されて
いるかどうかは、陸との相対的な位置関係で掴む
しかありません。
　黒潮に流されながら進むことがわかっているの
で、図に示した通り、南側に向かって、そのあと
東に向かうが、その際、黒潮に流されることを加
味して操舵していこうとした。
　結果としてあと10㎞ほど残して、島にはたどり
着くことができなかった。ただ、私たちはこの航
海を通して、みえない黒潮がみえたように思え
た。
　写真の奥に緑島はみえている。台湾を出発した
当初は、水平線の下に隠れて島はみえていなかっ
た。次の写真をみていただくと、舟は緑島に近づ
いているが、舟を操舵して近づいているのではな
い。黒潮に流されてこれだけ移動している。

　最後は、写真のとおり、島はみえるが、近づく
ことができず、北へ流されるだけになってしまっ
た。
　黒潮自体はみえないのだが、黒潮のパワーは見
せつけられた。この時点で日が暮れて、航海を中
止した。
　2017年の実験も成功には至りません。ただ、地
元の方々は、好意的に応援してくれて、私たちの
食料や宿の手配など、細かいところまで応対して
くれた。

ノ、2018年の竹筏舟製作
　翌年、竹筏舟のモデルを変えた（イラ 2号）。
竹筏舟では難しいかと考えたが、2017年に作成し
た舟は、格好がよかったが、いかんせん重かった
ため、スピードが出なかった可能性がある。
　そこで船体全体の重量を軽くしてみようという
ことになった。この船は、浮力が足りなくなって、
人が乗って漕ぐと、次第に舟に水が浸水してくる
ようになった。
　そうなると、水が当たってしまっているところ
は抵抗になってしまうので、スピードが出ない。
結果として、最初の舟よりスピードが落ちてし
まった。
　もうひとつ大きな問題となったのが、写真をみ
ると水が滴っているのがわかる。テスト航海にで
たあと、舟を陸揚げしてみると、割れが入ってい
るのがわかった。竹は生きているときはよいのだ
が、切り出して乾燥させると、収縮して割れが入
りやすくなる。この割れをコントロールすること
ができなかった。
　アミ族の人たちは、防ぐ方法は知っており、竹
の皮をはぎ、砂の中に入れて乾燥させるのがよい
ようである。
　ただ、竹の皮をむくことは、旧石器人が利用し
ていた石器では難しい技術で、おそらく金属器が
ないとできない技術と考えた。舟をつくってくれ
た長老たちは、現代の技術で作ろうと提案してく
れたが、やめることにした。
　割れを埋める充填剤はあり、太平洋地域に分布
するパンノキの樹液を温めて、割れに充填する方
法はわかっていた。しかし、航海中に起こる割れ
には対応できないため、難しいと判断した。
　竹筏舟も草束舟と同じく漕ぎ手の皆さんには評
判がよく、舟としての安定性がよいという声が
あった。
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　問題は耐久性。この 2年間の実験で、竹筏舟は、
安定性が高く転覆しにくいが、スピードが遅く黒
潮を越えられそうもない。重い。竹が割れるため
耐久性が弱いことなどがわかった。

ハ、�本番の舟は丸木舟�
…なぜその結論に至ったか

　縄文時代の丸木舟は写真のように事例があり、
利用されていたことがわかっている。旧石器人に
とっては、舟をつくれるような大木を切りだすの
は、大変なことだと考えていた。そのため、草束
舟や竹筏舟を先に実験することになった。
　真ん中の写真が、千葉県で出土している 7千 5
百年前縄文時代最古の舟。

ヒ、旧石器時代に丸木舟を作れたか？
　本州・九州で知られる 3万 8千年前の刃部磨製
石斧。写真の資料は、長野県野尻湖遺跡群でみつ
かったもの。刃部を磨いた砥石と、刃部が磨かれ
た刃部磨製石斧がセットでみつかっている。世界
でも最古級の資料。日本ではこのような資料がた
くさんみつかっていたのだが、その点、私はずっ
と気になっていた。
　もしかすると、旧石器時代人は木工を行ってい
たのではないか。
　写真は柄に装着したレプリカ。もしかすると、
これを利用して木を切ることができるのではない
か。写真のように実験してみることにした。
　縄文大工を名乗っている雨宮国広氏がこの実験
を引き受けてくれた。この方は、斧の使い方がと
てもうまい。写真の大木を切り出すには、 6日間
かかった。
　時間はある程度かかるが、逆に時間をかけさえ
すれば、達成できる。
　そこで、丸木舟をつくるチームを立ち上げた。
その中心人物は、山田昌久氏（東京都立大学）、
である。

フ、�丸木舟製作の難しかった点　製作リーダーが
いない　研究者×作り手×漕ぎ手

　草束舟も竹筏舟も製作リーダーがいたが、今回
の丸木舟にはいない。
　そのため、考古学者は、出土例などからアドバ
イスを加え、縄文大工の雨宮さんは作り手の立場
から意見をいい、漕ぎ手の皆さんからは、舟の状
態がこのようになっていないと困るという注文が

出た。この 3者が意見をぶつけ合いながら、舟を
作り上げることができた。

　（ア）道具の準備（2017年 2 ～ 8 月）
　まず、写真のように刃部磨製石斧のレプリカづ
くりからはじめた。石斧と石斧の柄は、山田昌久
先生が監修した。

　（イ）伐採（2017年 9 月　能登）
　実際に作成した石斧で木を伐採してみた。作業
を行いながら、私たちはいろいろな研究を行って
いたのだが、このレプリカ石斧は、途中で折れて
しまった。折れたことは困ったことだったが、決
して無駄ではない。
　ある使い方を何回くらい行うと、このような破
損につながるというデータを取ることができたの
である。この破損の仕方と遺跡から出土する破損
した石斧の破損状況を比較している。
　このような比較研究を行うことで、昔の人たち
が、どのように石斧を使っていたか、あきらかに
なってくると考えている。

　（ウ）材を寝かせる
　伐採した木は、乾燥収縮などが安定する段階ま
で 1年くらい寝かせる。

　（エ）�荒削り（2018年 5 から 9 月首都大学東京・
国立科学博物館）

　オープンサイエンスプロジェクトなので、国立
科学博物館の屋外で一般市民、親子などが見学で
きる形で作業を公開した。

ヘ、縄文丸木舟とスギメのデザイン
　現存するもので、比較できるものが縄文時代の
丸木舟しかないので、その比較をしてみた。私た
ちが製作した舟は、スギメと名付けられた。

　（ア）長さ 8 m、幅 1 mを超えない。
　縄文時代の丸木舟は、長さ 8 mを越えず、幅
1 mを超えない。そのため、スギメは、長さ7.5m、
幅0.7mで作成した。

　（イ）海用の舟は舷が高く大型？
　湖など利用されている舟は、舷が低いものがあ
るが、海用のものは舷が高いので、スギメも同じ
にした。
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　（ウ）�最古段階（早～前期）の舟は年輪に沿っ
て削った丸底

　舟底は、平底のほうが安定するのだが、最古段
階（早～前期）の舟は年輪に沿って削った丸底で
ある。そこでスギメも原則そのように作成して
いったが、最終段階で、船体があまり安定しなかっ
たので、少し平底にした。

　（エ）厚みは 5 ㎝程度
　出土している縄文時代の丸木舟は、厚さ 5㎝ほ
どに削り込んでいる。全体の重量を軽くすること
にもつながり、舟を陸揚げするのに自分たちでで
きることは重要なので、スギメも同じような作り
方にした。

　（オ）丸い船首・船尾が基本？
　これもいろいろと議論になったが、出土してい
る縄文時代の丸木舟は、船首・船尾とも丸い形が
多いので、そうした。
　私たち研究者はそうしたいが、操舵する漕ぎ手
たちは、舵が採りにくいなどの理由で、もっと削っ
てほしいという意見が多くあった。
　写真は、沖縄出土の縄文時代もしくは弥生時代
の丸木舟ではないかという資料。

　（カ）�削り細部調整（2018年 9 月～2019年 2
月館山）

　削っては海に浮かべて、削っては海に浮かべて
の繰り返しで、舟の細部調整を行っていった。場
所は、千葉県の館山で行った。
　左右のバランスが悪いので調整したいのだが、ど
こを削ればよいかわからない。変なところを削ると復
元できなくなってしまう。手探りだったが、最後には
みんなが納得する形で完成させることができた。
　最初、調整して海にうかべてみたが、安定性が
なく、グラグラだった。その原因は、それまでの
草束舟や竹筏舟に比べて、丸木舟は浮力があり、
そのため重心が高くなり安定しない状態だった。
舟を削ったり、バラストを入れてみたりして調整
した。最後には、水を入れて重くすることにより、
安定させることができた。

　（キ）�熱変形や、アウトリガーなどの付属物の
証拠は報告されていない。ただし、表面
が焦げているものが多い。

　図示したバージニア州での丸木舟の製作では、

丸木舟のなかで火をたいて、柔らかくして舟の幅
を押し広げる作業をしている様子が描かれてい
る。縄文時代の丸木舟には、幅を広げる作業をし
た痕跡は報告されていない。
　私たちも火を入れて表面を滑らかにすることは
行った。最初は直接火をつけていたが、炭を利用
して熾火にしたほうが効率の良いことがわかり、
後半はそのような方法に変更した。

ホ、実験航海のデザイン
　まだ、実験航海のデザインを詰めなければいけ
ないことがあった。与那国島が目視できるのは、
与那国島から半径50㎞くらいの範囲だが、では、
旧石器時代人は、どのようにして、台湾から与那
国島をみつけたのか。
　そこで台湾の山に登り、そこから与那国島がみ
えるか確かめてみた。
　2017年 8 月に一人で台湾へ行き、太魯閣という
1200mくらいの山に登った。登山では、タロコ族
の長老にお世話になった。この方は山で生まれ、
山で育った方々だが、与那国島を知っていますか
と聞いたところ、知りません、そんな島あるのか、
という答え。
　理論的にはみえておかしくない島なのになぜな
のだろうと私は考えた。実際登って観察してみて
よくわかった。1200mの山に登っても、水平線に
雲がたくさん出ている状況では与那国島をみつけ
ることができない。私も 1日目、 2日目とみつけ
ることができず、 3日目の夕方にやっと確認する
ことができた。
　日中はさらに空と水平線の境目があいまいにな
り、より見つけづらい環境になっていた。水平線
がはっきり見えるのは、朝方と夕方だけ。そのと
きに雲がなければみえる。
　たまたま最終日の 3日目の夕方にそのチャンス
がやってきた。写真でもアップにしないとなかな
か確認しにくいが、ご覧のとおり、与那国島を確
認することができた。
　このようになかなか見つけづらいことと、長老
たちは農耕民なので、海をそうそう気にして観察
しているわけではないことが影響していると考え
られる。
　ちなみに私は近眼なので、双眼鏡を使って観察
していたが、旧石器時代人は、私より目がよかっ
ただろうから、目視できたことだろう。
　山の上ではみえるが、山を下りるとみえなくな
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る。そのため位置は星の位置などを利用して確認
したものと思われる。
　このような形で航海のモデルを設定するところ
までたどり着けた。

マ、航海を成功させた 5 人の漕ぎ手
　今回の漕ぎ手は台湾と日本の漕ぎのプロが集
まった。原　康司氏、村松　稔氏、鈴木　克章氏、
宗　元開氏、田中　道子氏の 5名。

ミ、本番のルール
　 3万年前にできなかったことはしない（安全上
の措置を除く）。コンパス・GPS・スマホ・時計
などは持たない。漕ぎ手は（男女含む 5名）は途
中交代しない。陸・太陽・月・星・風・波・雲・
鳥など自然を読み取って針路を定める古代航海術
で航海を行う。

ム、古代航海術
　星のみかたについては、マオリ族のハウィラさ
んに教えていただいた。
　クロアジサシのように必ず陸に帰る鳥がいる。
この鳥をみつけると島が近いことがわかる。早い
舟であれば、この鳥についていくことができるが、
私たちの舟はそれほど早くはないので、ついてい
くことはできない。陸にたどり着くには大事な知
識である。
　ただし、海の上で鳥の種類を見間違うのは致命
的。ただし、私たちのメンバーには与那国島の
村松くんがいて、彼はいきもの博士なので、こ
のような航海では重要な役割を担っている。実
際この航海でも、彼はクロアジサシをみつけて
いた。

メ、最後の実験航海
　最後の実験航海は、まだ世間には公開されてい
ないが、今回特別にみなさんにはご覧になってい
ただくことにする。（ビデオ上映）
　図示したのが、台湾から与那国島へ丸木舟225
㎞の航海の全貌である。
　この航路をみると、順調にすべて直線的に進め
ることができたようにみえるかもしれない。実際
には、ビデオでみていただいたように、海が荒れ、
夜になっても星がみえず、予測できないことがた
くさん起こった。ここでは語りつくせないくらい
多くのピンチがあった。

　今後もう少しお楽しみが企画されている。
　コロナ禍で延期されているが、この航海プロ
ジェクトの映画公開がある。
　丸木舟の前に棒がたっていたのに気づいた方も
いるかもしれないが、そこに 3 DVRのカメラを
とりつけていた。
　私は伴奏船に乗っていたが、その視線と漕ぎ
手たちが乗っていた舟の視線は全く違うものだ
ということが、このカメラの画像を確認してわ
かった。この映像を国立科学博物館の全球シア
ター「かはくシアター36〇」で体験できる予定
である。ナレーションは、満島ひかりさん。コ
ロナ禍で未定だが、年内には公開したいと考え
ている。このシアターの映像は 6分ほどのもの
である。
　これとは別に映画を製作中。こちらもコロナ禍
で未定だが、近いうちに公開したいと考えている。
もっと知りたい方には、『サピエンス日本上陸』
という本を私が刊行しているので、そちらをお求
めになっていただければ幸いである。こちらには、
今日お話しできなかった細かいことも収録されて
いる。
　ここまで。ご清聴ありがとうございました。
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▲日本列島の黒曜石産地 ▲白滝黒曜石原産地

⑵　秋季講演会
『黒曜石 3 万年の旅－黒曜石の考古学－』

講　師：堤　隆氏（�明治大学黒耀石�
研究センター客員研究員）

ア、はじめに
　私が所属しているのは、浅間縄文ミュージアム
と明治大学黒耀石研究センター、黒曜石の研究に
特化した研究施設としては世界にここだけで、長
野県に所在している。私自身『黒曜石 3万年の旅』
という著作があり、黒曜石の原産地やその獲得法、
動きなどの研究をしているため、今回、機会をい
ただいてお話しをすることとなった。

イ、日本列島と北海道の黒曜石原産地
　日本には、黒曜石の原産地が多く、200か所以
上みつかっている。中でも世界的な産地として有
名なのは、北海道遠軽町白滝。そのほかに北海道
では置戸、十勝三股などがある。
　道東北圏では白滝・置戸・十勝三股・名寄。道
央圏では赤井川。青森県は出来島・深浦、秋田県
は男鹿。山形県は月山。栃木県では高原山。長野
県は和田峠・霧ヶ峰・八ヶ岳。東京では神津島。
西日本であれば、鹿児島湾にある三船、阿蘇や大
分県姫島などにもあり、島根県隠岐島も黒曜石原
産地である。
　黒曜石は、マグマが冷えて固まったものなの
で、世界各地の火山地帯に沿ってみつかってい
る。日本に活火山がいくつあるかというと111か
所。活火山は気象庁が決めていて、過去 1万年
前まで遡って噴火したことがある山とか、最近
活発に活動しているものまでを活火山としてい
る。
　日本では、東日本火山帯と西日本火山帯がある
が、その火山帯に沿って黒曜石原産地が200か所

以上分布する。世界的にここまで精緻に確認され
ている地域はないかもしれない。　
　数ある原産地の中でも群を抜いてすごいのは、
白滝黒曜石原産地。石の質が国内の他の地域と比
べて格段に良い。このセンターの展示室にもたく
さん展示しているので、ぜひこの機会にご覧いた
だきたい。長野県の黒曜石も質は悪くないが、大
型の原石が採れない。長野県の場合、石器になっ
ているものでも、20㎝を超えるものはない。北海
道の旧石器時代資料には、20㎝を超える大型のも
のがたくさん見つかっている。大きさ、質、量と、
北海道が群を抜いている。
　白滝は、 4億トンくらい埋蔵量があるのではな
いかと考えられており、ケタ違いである。このほ
か道東には、十勝三股、置戸の良質な黒曜石産地
がある。道南には黒曜石産地がなく、その代わり
に珪質頁岩が使われていることが多い。
　写真は、八号沢の露頭を撮影したもの。露頭の
前に立つ男性と大きさを比較すると、この露頭が
とてつもなく大きなものだとお分かりになるだろ
う。現在、白滝の産地である赤石山は森林管理署
の管轄になっており、普段簡単に入ることはでき
ない。白滝はジオパークに指定されており、ジオ
ツアーを通じて赤石山も時折入山できるようであ
る。　
　写真に示した石器は、遠軽町上白滝 8遺跡から
出土した白滝遺跡群のなかでも古い石器群のひと
つ。北海道のお話は、このあとしばらくして、次
に列島各地の状況続けて行きたい。

ウ、列島各地の黒曜石原産地
　（ア）　いろいろな黒曜石原石
　写真の原石は、白滝・和田峠・隠岐島・神津島・
佐賀県腰岳の黒曜石原石である。それぞれ割れや
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▲各地の黒曜石原石 ▲神津島黒曜石原産地　恩馳島

▲腰岳黒曜石原産地（佐賀県）

すい、割れにくい。不純物が入っている、入って
いないなど、質に差がある。

　（イ）北海道の黒曜石原産地
　図示したのが、北海道の黒曜石原産地。道央で
は赤井川。センターのある江別からなら車で 1時
間くらいか。私も20年前に現地調査に行ったこ
とがある。赤井川は、大きいものはないかと思っ
ていたが、山の上のほうには、大きな原石もあ
るようだ。赤井川の原石には、白い縞模様が入っ
ているのが特徴で、センターの展示室にも千歳市
柏台 1遺跡出土の赤井川産の石器が展示されて
いる。
　柏台 1遺跡出土の石器には、掻器といって皮な
めしに利用した道具が出土している。非常に多く
みつかっているので、皮なめしの作業をしっかり
行っていたということだろうか。
　皮をなめすとは、皮を傷つけずに皮についた油
などをそぎ落とし、腐らないようにしたり、しな
やかにしたりする作業のことである。また、柏台
1遺跡では、赤色や黒色の顔料をすりつぶしてい
る道具もみつかっているので、顔料で皮に着色に
利用していたのかもしれない。
　日本では北にいくほど皮なめしの道具である
掻器が多く出土する。日本列島の旧石器時代の
代表的な遺跡である柏台 1遺跡は、私は、皮を
なめしたり、顔料などで皮を染めたり、いぶし
たりなど、いろいろな作業をした場所と考えて
いる。

　（ウ）神津島　恩馳島黒曜石原産地　
　白滝が山だとすると、神津島黒曜石原産地は海
の産地といえる。東京都神津島村。東京からフェ
リーで向うとひと晩かかる。

　神津島本島の沖合にぽっかりと浮かぶのが恩馳
島黒曜石原産地。この黒曜石は、海を越えて東京
あたりの遺跡でよく使われている。旧石器人や縄
文人が海を越えて黒曜石を求めていたことがわか
る。

　（エ）腰岳黒曜石原産地（佐賀県）
　こちらは佐賀県伊万里市。原産地は写真中央の
山になる。この産地の黒曜石も良い石で、九州北
部で主に利用されている。

　（オ）信州の黒曜石原産地
　長野県では、和田峠の黒曜石原産地が著名だが、
写真は長野県八ヶ岳の産地で、マグマの層が帯状
に冷えて固まったものとみられる。

エ、黒曜石の産状と分析科学
　（ア）黒曜石の産状
　黒曜石は、どのようにしてできるのか。
①火山の火道、②溶岩流、③火砕流の際の圧密や
溶結などで生成する一次的な場合と、④それが河
川や土石流で二次的に運ばれ転石として生じる場
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▲蛍光Ｘ線分析装置

▲八ケ岳黒曜石原産地（麦草峠） ▲黒曜石の晶子と水和層の形成

合もある。
　まず、旧石器人たちは、おそらく不純物がたく
さん付着している一次的生成のものより、不純物
が削られて純度の高い部分だけが残る河川の転石
などを利用したと考えられる。また、そのほうが
火砕流などをガンガン掘って利用するよりは、効
率が良かったのだと考えられる。白滝の石も露頭
から直接切り出して利用しているものは少ないだ
ろう。
　旧石器時代に対して、たとえば長野県では、縄
文時代になると単なる転石利用ではなく、竪坑を
掘って、原石を採掘する例も出てくる。たとえば
星糞峠黒曜石採掘址など。人口増などに伴う黒曜
石の需要によって、転石を補給するだけでは間に
合わなくなっていることが考えられる。

　（イ）黒曜石の原産地分析
　黒曜石に含まれている元素の種類や濃度は、原
産地ごとに異なることが明らかにされている。し
たがって、それを計測することにより、どの原産
地の黒曜石かを推定することができる。これが原
産地分析である。写真は、蛍光Ｘ線分析による原

産地推定で、黒曜石の石器に蛍光Ｘ線分析を照射
することで、石器を破壊することなく分析できる。
貴重な文化財である石器を傷つけない非破壊分析
法である。

　（ウ）黒曜石の水和層年代
　黒曜石では年代を測定することも可能である。
打ちかかれた時点ではフレッシュな表面を見せ
る黒曜石も、土中に埋もれるとしだいに水分が浸
透し、水和層という薄い皮膜が形成される。その
厚さを測定することで年代を推定する方法であ
る。
　写真は、北海道十勝川温泉遺跡出土の資料で、
帯広畜産大学の（故）近堂祐弘先生が黒曜石を切
断して、水和層を測定したところ、この黒曜石の
年代は、2520±260年B.P.となった。

オ、白滝遺跡群と黒曜石製旧石器
　ここで北海道の黒曜石の石器に、ふたたび話を
戻そう。
　遠軽町白滝の赤石山頂上付近で採れるのは、赤
い縞模様の入った石材が紅十勝、褐色系の縞模様
が入ったものが花十勝といわれており、工芸的に
は珍重されるものである。白滝の産地の中でも色
や質などがさまざま違うものがある。
　白滝遺跡群があるのは、旧白滝村。市町村合併
により現在は遠軽町白滝になっている。
　図にみえる赤石山山麓沿いに黒曜石が産出して
いる。さきほど写真で紹介した八号沢は、図上に
ある。球顆の沢があるが、球顆とは円形の不純物。
ほかにあじさいの沢など、いろいろな採取できる
地点がある。
　白滝は、ジオパークに指定されていて、ビジター
センターも設置されている。ここに訪れたことが
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▲湧別技法の広がり

▲白滝遺跡群と出土した旧石器

ある方は、この会場にも多くいらっしゃるに違い
ない。ここには、黒曜石石器類が大量に展示され
ている。
　遺跡は、湧別川沿いにたくさんみつかっている。
旭川から紋別への高規格道路を建設する工事で、
北海道埋蔵文化財センターが調査。その量がすご
くおそらく黒曜石では世界一。約20年間調査して、
調査面積が12.3万㎡。調査遺跡数が23か所、石器
が669万点出土している。重量にして、13.6トン。
北海道埋蔵文化財センターが世界に誇りうる仕事
である。しかも、掘っただけではなく、報告書も
既に刊行され、並べるとその幅90㎝。黒曜石製石
器研究の先端をいっているのが、この白滝遺跡群
の調査ということになる。
　最大級の黒曜石製石器、50㎝。私もこのように
大きな石器はみたことがない。角礫を割りとり、
石刃をつくっていたもの。この講座が終わった後、
センターの展示室で白滝遺跡群の石器をぜひみて
ほしい。

カ、白滝産黒曜石の旧石器
　写真にうつっているのは本物で、センター 1
階の展示室にはこのレプリカが展示されている。
40㎝くらいある大型の尖頭器で、故意に割って廃
棄されてのではないかと考えられているもの。白
滝遺跡群の調査で見つかった資料は、遠軽町へ返
却しているが、そのうちの一部を借用して、セン
ターの展示室に展示しているそうである。高規格
道路を建設する関係で、20年間発掘調査、報告書
作成が行われた。私も掘る前、掘り始め、掘って
いる途中まで現場にもお邪魔した。 3， 4年前に
来道した折には、既にこの道路は開通していた。
細石刃を割りとる技法に湧別技法という方法があ
る。この名前は湧別川に由来があるが、この地域

では、特別な石器づくりが行われていた。
　元札幌大学木村英明先生は、白滝産の黒曜石
がどこまで流通していたかを調べられた。100㎞
圏内は、普通に使われていて、300㎞を超えサハ
リンにあるソコル遺跡から出土した例もある。

キ、湧別技法
　湧別技法の名称は、元北海道大学などにいらし
た吉崎昌一先生が命名した。両面調整の尖頭形素
材を準備して、そこからスキー状削片を割りとり、
打面を調整して、最後に短冊状に細石刃を割りと
る。私自身もこの湧別技法について、研究をして
きた。
　湧別技法の広がりは、図に示した通り。白滝遺
跡群から北海道を越えて、本州東北西部、新潟県、
長野県、関東では、千葉県、埼玉県、西の果ては、
岡山県まで広がっている。 2万年近く前、北海道
の白滝で行われていた技法が、上記の地域まで広
く伝わっている。
　私も長野県の野辺山高原で発掘して、北海道ほ
ど大きいものではないが、小ぶりの湧別技法の旧
石器資料を発見した経験がある。

ク、黒曜石の遠距離移動
　図は、黒曜石が原産地からどれくらい遠いとこ
ろまで流通して、使われたのかという実例。何年
か前に白滝産黒曜石が山形県湯の花遺跡で産地分
析により確認された。
　縄文時代になると、本州にも白滝産黒曜石がた
くさん流通、例えば、青森県三内丸山遺跡などは
有名である。
　この黒曜石の流通については、直接人が携えて
移動していたという説や、ムラからムラへ交換の
繰り返しで、リレー式に渡される形で遠距離に移
動した説など、研究者によって説が異なる。
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▲和田峠黒曜石原産地と黒曜石の動き

▲神津島　伊豆・箱根産黒曜石の広がり

▲旧石器時代の黒曜石の遠距離移動

　北海道と山形県。直線距離で700㎞。 1万年以
上前にこの距離を黒曜石が移動していたのがわか
る。
　この逆コースもある。今回、私は長野から北海
道へお邪魔しているが、縄文時代に長野県産黒曜
石が北海道まで伝わってきていたことがわかって
いる。北海道埋蔵文化財センターで調査した福島
町館崎遺跡から出土した石鏃と、同じく木古内町
幸連 5遺跡から長野県産黒曜石製石鏃が出土して
いる。
　出土した石鏃の形態は、地元北海道のものと長
野県のものとでは、明らかに形が違う。北海道の
この時期の石鏃は、有茎で茎が飛び出ているが、
長野県産黒曜石で作られている石鏃は、無茎でＶ
字になっている。白滝産の黒曜石は真っ黒だが、
長野県産黒曜石は透き通っている。どうして長野
県産黒曜石が津軽海峡を越え、北海道まで渡った
のか。それは、エキゾチックな、ひとつのシンボ
ルとしてもたらされたのではないか。縄文人の物
流ネットワークを明らかにする重要な資料だと
思っている。

ケ、和田峠黒曜石原産地と男女倉遺跡群
　これから長野県の黒曜石産地について触れてい
きたい。
　図の赤い星は黒曜石が採れる山。白滝もそうな
のだが、原石が採れる崖や露頭には遺跡がない。
遺跡は、黒曜石が産出する崖の下の川沿いに営ま
れていた。崖から川へ転石となり転がっていくこ
とによって、不純物がとれ、川の中に、石器にな
る良い石材がみつかるようになる。
　北海道で一番古いのは、上白滝 8遺跡など、約
3万年前の遺跡である。長野県はもう少し古く、
3万数千年前の遺跡がみつかっている。
　写真が国内でも最も古い石器。後期旧石器時代

初頭、日向林Ｂ遺跡からみつかった黒曜石製の台
形様石器である。
　縄文時代になると様相が変わる。星ヶ塔という
山の山腹に黒曜石を採掘した穴がたくさんみつ
かった。縄文時代になると人口も増え、転石だけ
では石器石材が賄えなくなったようで、黒曜石を
採掘するようになった。
　採掘坑の数は、200か所近く。「縄文鉱山」とい
えるかもしれない。北海道は少し事情が違って、
採掘は行っていないようである。
　和田峠黒曜石原産地からの広がりを追っていく
と、200㎞の範囲まで利用されていることがわか
る。

コ、神津島　伊豆・箱根産黒曜石の広がり
　こちらは、神津島。太平洋に浮かぶ島である。
こちらの黒曜石も200㎞の範囲を超えて利用され
ていることがわかる。それに対して、伊豆産黒曜
石は、100㎞程度ともう少し利用範囲が狭い。
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▲矢出川遺跡の細石刃石器群

▲矢出川系細石刃石器群の黒曜石利用

サ、�原産地と消費地を結ぶ黒曜石移動と集団の�
遊動モデルの組み立て

　衛星画像を利用して、集団の移動をモデル化し
てみた。
　長野県産の黒曜石が静岡、東京、埼玉など関東
を中心にした200㎞圏内に広く使われていた。白
滝産黒曜石も100㎞、200㎞単位で移動をしていた。
現代であれば、100㎞といっても、高速道路を時
速100㎞で運転していけば、 1時間程度で着くが、
旧石器時代は、もちろんヒトの手によって石が運
ばれている。どのように運んでいたのか。ムラか
らムラへと運ばれたのか。直接人々が、あるいは
集団伝いに遠隔地まで運ばれたのか、結論は出て
いない。

シ、矢出川遺跡の細石刃石器群
　写真左上、中央に移っているのは、八ヶ岳。本
州のちょうど中央に位置する山である。この裾野
の野辺山高原の矢出川遺跡でも、黒曜石製石器が
みつかっている。
　八ヶ岳黒曜石産地と矢出川遺跡とは、約20㎞ほ
どと近いのだが、写真の石器を分析すると、神津
島産の黒曜石で作られた石器であることがわかっ
た。
　遺跡と原産地は、200㎞ほど離れており、しかも、
海を越えていかなければいけない場所である。遺
跡の年代である 1万 7千年前に海、つまり太平洋
を越えて黒曜石が運ばれていたことがわかる。
　考えてみると、1万 7千年前、北海道白滝産の
黒曜石が、山形県の遺跡で利用されていること
も同じ問題として考える必要がありそうだ。旧
石器時代の舟の実物は、まだ世界中のどこから
もみつかっていないのだが、なんらかの舟で渡っ
たのか。あるいは、津軽海峡には冬、氷橋がで
きたという説もある。しかし、神津島と本州に

は氷橋は成立しない。旧石器時代の人たちが舟
を使い、海を越えて活動していたことは間違い
ない。

ス、神津島の往還による石材資源獲得
　国立科学博物館の考古学部門のリニューアルに
ついて、お手伝いをしたことがあるが、海を越え
ている様子を絵にしたい、ということだったが、
舟の実物の出土例がないので、図を描く際に大変
悩んだ。
　私の結論としては、革張りのボートを旧石器人
の舟とした。本年ご講演された海部先生は、大規
模な実験航海プロジェクトで丸木舟説を重要視す
るようになったが、それをくり抜くためには斧の
存在が重要である。
　アリューシャン列島の先住民などは、皮なめし
の作業を行い、革張りのボートで外洋航海をして
おり、それを元にこの復元画は描かれている。冬
は海が荒れることが多いので、夏の波の穏やかな
時期を選んで航海していたのではないかと考えら
れる。

セ、列島最古の遺跡を掘る
　この夏、長野県で、私は列島最古級の遺跡の発
掘調査に携わることができた。奈良文化財研究所
の国武貞克さんが主催する調査である。
　その佐久市香坂山遺跡は、約 3万年前の姶良丹
沢火山灰（AT）の50㎝下から見つかった。かつ
ての年代測定では 3万 5千年前を超す古い遺跡で
あることがわかっている。
　写真に写っているのは、刃の部分を磨いた局部
磨製石斧である。日本でも最古の石斧のひとつと
いえる。この石斧以外にも、黒曜石製石器がみつ
かっている。少なくとも 3万数千年前には、本州
の中央部まで、日本列島に初期段階の私たち現生
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▲列島最古の遺跡を掘る　香坂山遺跡

人類、すなわち、ホモ・サピエンスが来ているこ
とがわかった。　
　2021年もこの香坂山遺跡を掘る予定である。
人々が黒曜石石器や局部磨製石斧を利用しどのよ
うに暮らしていたのかを明らかにしたいと考えて
いる。
　お話はここまで、ご清聴ありがとうございまし
た。
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▲石狩市美登位地区出土のセミクジラ化石

▲石狩低地帯地形図と展示関連遺跡分布

8 　企画展示要旨
「北の縄文　縄文の海－古石狩湾と遺跡群－」展

　北の縄文展は北海道内各地の縄文文化を紹介
するもので、今回は道央部の岩見沢市、美唄市
などの縄文時代前期の遺跡群をとりあげた。当
時この地域は縄文海進の影響により「古石狩湾」
と呼ばれる海が遺跡付近にまで及んでいたと考
えられ、遺跡の特徴にもその影響が見られる。
本展示ではこの「古石狩湾」をめぐる遺跡群に
ついて紹介し、出土遺物や遺構を通して当時の
人々の生活と環境との結びつきと変遷をたどっ
た。
　展示はプロローグ、 1「縄文の海と北海道」、
2「古石狩湾の姿を追う」、 3「土器とその時
代」、 4「石器とその生活」、 5「海から川へ」の
構成とした。

プロローグ

　「石狩低地帯地形図」を展示室床面に広げて、
展示に係る地理や地形、遺跡の位置などを案内す
ることで導入とした。

【クジラの泳ぐ縄文の海】
　現在の海岸線から内陸 5㎞の石狩市美登位地区
で発見されたセミクジラの化石を展示した。長さ
256㎝の前上顎骨の部分にあたり、放射性炭素年
代測定により6,000年前の化石と判明した。「古石
狩湾」が当時クジラの泳ぐ海であったことを物語
る資料として導入部で紹介した（志賀2009）。

Ⅰ章　縄文の海と北海道

　海進と縄文海進についての解説、日本列島及び
北海道の地形変化に与えた影響と各地に出現した
「縄文の海」について紹介した。
【縄文海進】
　気候の温暖化などにより海水面が上昇したり、
陸地が沈降したりして海が陸地に進入することを
海進と言う。このうち、約 1万年前に始まり、約
6,000年前の縄文時代前期にピークを迎える海進
が「縄文海進」である。この時の日本列島の海水
面は平均で現在よりも最大 5 m上昇し、花粉化石
や貝化石の研究に基づくと、気温も 2度ほど高
かったとされる（志賀2016）。

【日本列島と縄文海進】
　この影響は列島全体に及び、各地に大小数多く
の「縄文の海」が出現した。中でも「奥（古）東
京湾」は規模も大きく、現在の海岸線から約50㎞
もの内陸にまで海が及んでいたことが明らかに
なっている。もともとは貝塚の分布によって海岸
線が復元されたことから、考古学的な研究が縄文
海進研究のきっかけになったとも言われている
（東木1926　江坂1943）。
【縄文海進と北海道】
　縄文海進の影響は北海道にもおよび、海岸沿い
にはいくつもの「縄文の海」が出現した。太平洋
側では、苫小牧市周辺の「古勇払湾」や釧路市周
辺の「古釧路湾」があり、特に「古勇払湾」は現
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▲現在の石狩～札幌　※志賀2016

▲約6,000年前の石狩～札幌（石狩湾上空からの鳥瞰図）
　※志賀2016

▲�札幌・苫小牧低地帯石狩湾側における遺跡分布状
況と標高12.5mの位置（河野ほか1966）

▲北海道に出現した代表的な「縄文の海」

在の海岸線から17㎞内陸に美々貝塚が営まれてい
ることで知られる。また、津軽海峡では「古函館
湾」、オホーツク海側では「古常呂湾」や「古斜
里湾」「古網走湾」などがあり、日本海側には「古
サロベツ湾」と石狩低地帯の北部に出現した「古
石狩湾」がある。

Ⅱ章　古石狩湾の姿を追う

　古石狩湾がどこまで及んでいたのかについて
は、今なお不明な点が多く、詳細は明らかでない。
これまでどのような調査がなされ、現在、どこま
で明らかになっているのかを、考古学や地形、地
理学、地質学など各分野の調査方法を通してその
成果を整理した。

【遺跡分布と考古学的手法】
　「奥東京湾」の例のように、遺跡の分布から当
時の海岸線を復元する試みは道内にも存在した。
　特に函館や釧路などでは古くから縄文海進と遺
跡分布、特に貝塚との関係が注目されてきた（西
ほか1977、奥野2016）
　また、「古石狩湾」においては、縄文時代前期
の遺跡分布と海岸線との関係がとりあげられた
が、函館、釧路とは異なり、貝塚を伴わないとい
う特徴が注目された（河野ほか1966）。

【ボーリング調査と地質・地理学的手法】
　地質学的手法は主にボーリング調査に拠るとこ
ろが大きい。ボーリングによって得られたボーリ
ングコアと呼ばれるサンプルを基に、炭化物や植
物遺存体、生物化石などから、地質や年代、植生、
動物相などの環境を知る手法である。
　「古石狩湾」については、各地点のボーリング
調査結果をもとにいろいろな推測がなされてい
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▲�ボーリング調査の位置と縄文海進時の古石狩湖
（湾）の最大範囲（推定）　※嵯峨山ほか2018

る。現状では地層区分や地質年代が明瞭なボーリ
ングは今なお少なく、さらなる研究が必要との指
摘もあるが（嵯峨山ほか2008）、その中でも、最
新の成果を基にした古石狩湾の範囲の一例とし
て、北海道地質研究所報告がある（嵯峨山ほか
2018）。これによると、その範囲は西は紅葉山砂
丘から北は新篠津村武田地区、南は長沼町南部の
南長沼地区にまでおよぶことが示されている。

【古石狩湾と遺跡群】
　古石狩湾の周辺にあたる縄文時代前期の遺跡は
石狩低地帯北部の広範に及んでいる。西は札幌市
から石狩市、北は当別町から月形町、美唄市南部
まで、東は岩見沢市、長沼町、南は北広島市、恵
庭市、千歳市の北部にまで及んでいる。
　今回はこの中で古石狩湾の東縁にあたる岩見沢
市と美唄市の遺跡群を主に取り上げた。また、こ
の比較対象として、その対岸にあたる北広島市内
の遺跡も取り上げた。

【岩見沢市冷水遺跡】
　岩見沢市中央部にある遺跡で、利根別丘陵の西
端にあたる標高約60mの台地上に立地する。1980
年に最初の発掘調査が行われ、焼土や石組などの
遺構と縄文時代前期から中期などの土器、石器が
出土した（岩見沢市教育委員会1981）。このうち
の縄文時代前期前半の土器、土製品13点、石器、
石製品58点を展示した。

【岩見沢市加茂川遺跡】
　岩見沢市南部「栗沢地区」にある遺跡で、クッ
タリ丘陵の南端にあたる標高約30mの台地上に立
地する。1962年に発掘調査が行われ、焼土と柱穴

などの遺構や縄文前期を主とする土器や石鏃、つ
まみ付きナイフ、北海道式石冠といった石器の出
土があった。また、報告では遺跡と海進との関係
が詳細に取り上げられ、道内の縄文海進研究の先
駆けとも言える（河野ほか1986）。縄文時代前期
前半の土器 4点、石器、石製品53点を展示した。

【岩見沢市由良Ａ遺跡】
　岩見沢市南部「栗沢地区」にある遺跡で、クッ
タリ丘陵の北側、幌向川左岸の標高45mの台地上
に立地する。遺物は表採資料のみで、縄文時代中
期、晩期の遺物が報告されている（富水1987）。
岩見沢郷土科学館収蔵資料の中から借用した縄文
時代前期前半の土器 4点、石器 4点を展示した。

【美唄市「 2 号溜池遺跡」】
　美唄市南部、岩見沢市との境に近い「峰延地区」
にあった遺跡で、夕張山地から連なる光珠内丘陵
の末端にあたる台地上に立地していた。土取りに
より遺跡の大半が失われたが、客土の中には縄文
時代前期をはじめとする多くの遺物が含まれ、現
地には竪穴住居跡もあったとの記録もある。特に
縄文時代前期前半の遺物が多くみられる（富水
1981）。当該期の土器 7点、石器25点を展示した。

【北広島市北の里 3 遺跡】
　北広島市北東部にある遺跡で、江別市との境に
近い志文別川右岸の標高10mの低位段丘上に立地
する。1999年に発掘調査が行われ、縄文時代前期
から中期にかけての遺構、遺物が出土した（北広
島市教育委員会2001）。特に縄文時代前期後半の
土器（大麻Ⅴ式）が主で、当該期の土器 2点、石
器28点を展示した。

Ⅲ章　土器とその時代

　岩見沢市加茂川遺跡や冷水遺跡などを中心に、
縄文時代前期の出土土器を展示し、繊維尖底土器
として知られる前期前半の静内中野式、加茂川式
から前期後半の大麻Ⅴ式までを展示した。

【縄文海進と土器】
　縄文海進のピークとされる今から約6,000年前
は縄文時代前期に相当する。この前期の前半期に
は道央部において特徴的な土器が出現する。これ
らは繊維尖底土器と呼ばれ、底部が尖っているこ
とと胎土に多くの繊維を含むことが特徴である。

【繊維尖底土器】
　土器の器形は深鉢形が大半で、底部は細長く
尖ったものや砲弾形、丸底も見られる。土器の表
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【加茂川式土器】
　静内中野式に並行して縄文時代前期前半に主に
道央部にみられ、繊維尖底土器を代表する土器型
式の一つである。器形が胴部のやや膨らむ砲弾形
であることや縦走する縄文などを特徴とする。展
示では加茂川遺跡出土の深鉢を展示した。

【縄文前期後半の土器と大麻Ⅴ式土器】
　縄文時代前期後半になると道央部においては器
形が尖底から平底の筒状に変化する。この時期を
代表する土器型式には植苗式や大麻Ⅴ式がある。
特に大麻Ⅴ式土器には口縁部を巡る縄圧痕文が施
されるのが特徴で、石狩低地帯から日高地方にか
けて分布する。展示では北広島市北の里 3遺跡出
土の深鉢形土器を紹介した。

【黒曜石の埋めら
れた土器】
　岩見沢市冷水遺
跡の出土の尖底土
器の底内側には、
2 ～ 3 ㎝大の黒
曜石のフレイクが
埋め込まれている
ものがある。前期
前半、静内中野式
の時期に道内でのみ確認される事例として知られ
る。これまでに札幌市や伊達市若生貝塚、道東の
北見市トコロチャシや根室市トーサムポロなどで
も確認されている（岩見沢市教育委員会1981）。
展示では冷水遺跡のものを紹介した。

Ⅳ章　石器とその生活

　岩見沢市加茂川遺跡や冷水遺跡などの石器を通
して縄文時代前期の代表的な石器の組み合わせを
展示し、他の時期にない特徴と考えられる生活ス
タイルについて紹介した。

【繊維尖底土器群に伴う石器群】
　静内中野式や加茂川式に伴う石器の組み合わせ
は、石鏃、石槍、石錐、つまみ付きナイフ、石斧、
石錘、北海道式石冠などで構成される。

【剥片石器群】
　石鏃、石槍、石錐、つまみ付きナイフなどが剥
片石器で、黒曜石製、頁岩製がある。石鏃は下部
に突起のない三角形状のもの、石槍には基部に抉
りが入るタイプのものが多く見られる。また、つ
まみ付きナイフが比較的多いことも特徴の一つで

▲冷水遺跡出土深鉢（静内中野式土器）

▲加茂川遺跡出土深鉢（加茂川式土器）

▲冷水遺跡出土深鉢内
　黒曜石片

面や断面には炭化した繊維や焼けて空洞になって
しまった状態が見られ、植物の繊維だけではなく、
撚った紐を混ぜ込んだものも見つかっている。そ
の理由の詳細は不明であるが、土器の大型化など
にあわせて粘土を調整するためと考えられている。

【静内中野式土器】
　縄文時代前期前半に道央部から日高地方にかけ
てみられ、繊維尖底土器を代表する土器型式の一
つである。新ひだか町（旧 静内町）中野遺跡（中
野台地Ａ遺跡）が標式遺跡で、平縁かつ粗い斜行
縄文が特徴である。展示では冷水遺跡の深鉢、復
元個体を展示した。
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▲岩見沢市加茂川遺跡出土剥片石器

▲岩見沢市加茂川遺跡出土石錘

▲岩見沢市加茂川遺跡出土北海道式石冠

▲紅葉山49号遺跡と海岸線の変化（石狩市2002）

ある。
【礫石器群】
　たたき石、すり石、北海道式石冠、砥石、石錘、
台石などが礫石器である。縄文時代前期のこの周
辺ではたたき石や石錘、北海道式石冠が多く見ら
れることが特徴である。

【縄文海進と石錘】
　石錘とは石のおもりのことで、漁に使う網のお
もりとして使われたと考えられている。扁平で円
形または楕円形をした礫の端を 2か所、または 4
か所打ち欠くことで網の先に結びつけた可能性が
ある。海や川などでの漁撈とのかかわりが想定さ
れる。

【北海道式石冠の特徴】
　縄文時代前期から中期に、道南から道央部に
かけて出土する、ユニークな形状の礫石器であ
る。全体は半円形で、下側の底は平、上半分は
叩く、磨くなどで加工され、溝やくぼみなどを
めぐらせるなど様々である。台石と組み合わせ
て、すり石やたたき石としての利用が考えられて
いる。静内中野式土器の出現とともに現れて道

内にのみ広まった、北海道独特の石器である（小
島1999）。

Ⅴ章　海から川へ

　縄文時代中期の「海退」によって、地形などの
環境にどのような変化があったのか、またそれに
よって縄文人に生活にどのような影響があったの
かを、石狩市紅葉山49号遺跡や北広島市共栄 1遺
跡の調査成果を通して紹介した。

【海退と扇状地】
　海進がピークを迎えた6,000年前の後に海退が
はじまる。この変化は急激なものであったと考え
られている（一木2012）。変化の一つには海岸線
の後退があり、石狩市周辺で顕著であった。さら
にもう一つは海退と同時に河川による堆積作用の
活発化が挙げられる。これにより、札幌市南部や
馬追丘陵などから流れ込む河川によって、扇状地
が出現したと考えられる。

【石狩市紅葉山49号遺跡】
　札幌市との境に近い石狩市南部の遺跡で、紅葉
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▲共栄 1 遺跡出土北海道式石冠と石錘

山砂丘と発寒川の氾濫原にかけて立地する。発掘
調査で縄文時代中期の川の跡が発見され、サケの
捕獲施設と考えられる杭列などの遺構や銛などの
木製遺物が数多く出土した。この時期にはすでに
海が遠ざかり、川を生活の基盤としていたことが
明らかになった（石橋2004）。

【北広島市共栄 1 遺跡】
　北広島市北東部の市街地にある遺跡で、輪厚川
の左岸、標高20mの台地上に立地する。発掘調査
により縄文時代中期から晩期にかけての遺跡であ
ることが明らかになった。海進時にあたる縄文時
代前期の遺構や土器片は出土していないが、北海
道式石冠や石錘など、前期の石器の組み合わせが
数多く出土した（広島町教育委員会1984）。
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ところ」に由来していること（志賀2001）からも、
古石狩湾がどこまで広がっていたのかを考えるう
えで手がかりの一つになるかもしれない。
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9 　論　　文
　�恵庭市西島松 5 遺跡蛇紋岩系石材の�

二系統
第一調査部普及活用課主査　立田　理

⑴　序文
　現在、当センターに保管される恵庭市西島松 5
遺跡出土の玉類は、総数で1,500点を超える量が
ある。ほとんどが縄文時代後期後葉から晩期前半
にかけての土坑墓の副葬品であり、中には多数の
玉が連なった状態で検出される、いわゆる連珠も
見られ、当期の道内の葬送行為を検討する上で重
要な資料となっている。
　玉類の石材は、アースサイエンス株式会社の加
藤孝幸氏により、蛍光Ｘ線分析と肉眼観察を経て
大多数が緑泥石岩と同定された。同様な石材はこ
れまで蛇紋岩、カンラン岩、滑石などとされてい
たものであるが、この鑑定により石材研究に新た
な展開がもたらされた（北埋調報260　2009）。当
センターではこの結果を受けて、所蔵資料の材質
分析を行ってきた（年報20　2019、21　2020）。
　玉に用いられる石材に関し、分析機器を用いて
岩石、鉱物学的な検討を行うことは、遺物の石材
と原産地石材の差異を知る上で重要であり、これ
までも研究成果の蓄積がある（岡村ほか2018な
ど）。上記の石材の大部分が供給源不明である現
在、こうした検討は産出地同定の有効な手法の一
つである。ただし、筆者のように観察者が岩石学
的知見を十分に持たない場合、岩石名を頼りに他
の未分析出土資料に対して考古学的検討に援用す
ることは下記 2点により困難である。
　一つには記された石材名を根拠にした分類群を
構築しがたいこと。これまでに同定された石材名
は、ヒスイやコハク等の肉眼鑑定が可能な石材を
除き、また、それ以外でも同定にあたって同一者
により材質分析されている場合を除いて、呼称の
根拠は一定ではない。さらに、「滑石のうち緑色
が濃いものは緑泥石や蛇紋石が大部分のものも含
む」との理解（五十嵐2006）も示されている。こ
うした現状は産出地同定の妨げにもなっている。
　二つ目は岩石の成因の理解の相違に関わって、
名称の一貫性を欠く状況があることである。以下
は加藤氏による説明文を引用したものである。「上
部マントルから、地殻変動によってカンラン岩が
地表に向かって上昇する過程で蛇紋岩化作用が起
こる。すなわち、カンラン岩を構成するカンラン
石や輝石が蛇紋石等に変化する。この蛇紋岩が局

所的なマグマ（岩脈）の貫入を受けて、熱や成分
を受け取るとタルク岩、緑泥石岩ができる」。こ
のような成因であるため、それぞれ中間的な石が
存在している。蛇紋岩化以前の原岩の種類、また
それがどの程度残存するか、さらにタルク化や緑
泥石化がどの程度なのか、そうした状況を石材名
にどのように反映させるかは、岩石に関する詳細
な知識に加え、薄片観察や分析値検討の豊富な経
験がなければ難しいことになる。
　このような状況を踏まえると、産出地の推定を
目的とし、筆者のような立場から考古学的見地に
よる分類を行う場合、石材名を基に分類を行うこ
とは適切とはいいがたい。そこで本稿では、蛇紋
岩、滑石（＝タルク）、緑泥石岩をあえて一旦「蛇
紋岩系石材」と呼称し、肉眼で観察可能な属性か
ら比較検討してみることとする。
　蛇紋岩系石材の玉の出土は北海道に多いとされ
る（鈴木2008）。西島松 5遺跡はなかでも最も多
い遺跡の一つである。産出地同定を将来的な目標
と定め、岩石学的な検討を踏まえた分類群構築の
前段の作業として、本遺跡の出土資料を用いて、
蛇紋岩系石材の肉眼的、製作技術的な特徴を整理
し検討を行った。その結果、蛇紋岩系石材は 2種
に区分でき、それぞれ時期的な多寡と主たる製作
技術があることを見出したので報告する。

⑵　方法
　観察可能な全ての資料（1454点）について、実
体顕微鏡（ニコンSMZ800）により予備的に観察
し、有効とみられる諸特徴を選び分類を行った。
石材の外観的特徴（Ⅰ）、技術的特徴（Ⅱ）に分
け説明する。図 1に典型的な例各 5点の計10点を
選び、写真と報告書から複写した実測図を示した。
図 2は玉の表面を顕微鏡により撮影した写真であ
る。撮影倍率は全て10倍。記号はＰ以下が出土土
坑番号‐遺物番号。右下のスケールバーは 1㎜（＝
1000μm）である。

⑶　外観的特徴
　主として色調、組織、光沢、スピネルの有無に
ついて観察を行った。色調はCMYK（プロセス
カラー）で表記した。スピネルとは、自形の場合
正八面体の構造となる鉱物で、観察できたものは
黒色不透明で金属光沢がある小粒である。図 2の
拡大写真②に明瞭である。さらに、Ａ、Ｂ各石材
に該当した報告の石材名を末尾にまとめた。
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図 1 　典型的なＡＢ各石材の玉

　観察の結果、蛇紋岩系石材はＡ～Ｆまでの六つ
に区分できた。しかしＡ、Ｂのみで全体の 9割を
超え、他は少数かつ多様でまとまりに欠けるため、
Ａ、Ｂのみ説明する。
ア、Ａ系石材（図 2 　①～⑤）
色　　調：�暗緑色～暗緑褐色　CMYK　C90～

100+M50～80+Y100+K30
　　　　　�黄褐色部　CMYK　C0+M5～

10+Y50+K20
組　　織：�①～③のように、暗緑色と黄褐色の 2

色を呈し、色調の境界が明瞭である。
黄褐色部はうろこ状や筋状を呈する部
分がある。また黄褐色部のみの玉も存
在する。

光　　沢：�暗緑色単色の良質なものはやや透明感
があり、よく磨かれると⑤のように脂
質光沢を帯びる。

スピネル：�自形～半自形のスピネルは多くに認め

られるが、①～③のようなはっきりし
た 2色を呈する石材には含まれないこ
ともある。

　このＡ系石材に分類された報告書の石材名は緑
泥石岩、蛇紋岩がある。
イ、Ｂ系石材（図 2 　⑥～⑩）
色　　調：�オリーブ色～暗褐色　CMYK　C40～

60+M30～50+Y70～80+K0
組　　織：�⑥の様に、小さな空隙を伴う褐色部分

がある。この特徴は、赤色蛇紋岩変質
岩とされた石材も共通する。

光　　沢：�劈開？が光を乱反射させて⑦、⑧のよ
うな独特の煌めきを呈する。良質なも
のは、⑥のような空隙はなく、やや明
るい色調で若干の透明感がある。磨か
れるとプラスチックのような光沢があ
る。

スピネル：�自形～半自形のスピネルは顕著に伴う

A 系石材

B 系石材

①

⑥

②

⑦

③

⑧ ⑨

④
⑤

⑩

①

② ③

④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧
⑨ ⑩

scale ： 1/2

①:P432-3 ②:P439-23 ③:P553-54 ④:P509-2 ⑤:P509-12

⑥:P421-21 ⑦:P781-22 ⑧:P553-27 ⑨:P781-23 ⑩:P781-27

A 系石材 （①～⑤）

B 系石材 （⑥～⑩）

は図２撮影部分
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図 2 　顕微鏡拡大写真

Ａ系石材 Ｂ系石材
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⑧
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⑩
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⑪

P781-28×10

形態模式図 互孔模式図

丸玉 平玉 その他

が、空隙のない良質なものの中には全
く含まれないものも少数ある。

　Ｂ系石材に分類された報告書の石材名は、緑泥
石岩のほか、赤色蛇紋岩変質岩、蛇紋岩がある。
タルク、タルク化蛇紋岩とされた資料は全てこの
石材であった。

⑷　技術的特徴
　観察の結果わかった特徴のうち特筆すべきは、
穿孔時の痕跡が認められることであった。他遺跡
では観察を行っていないので普遍的に存在するも
のなかはわからないが、西島松 5遺跡では多く見
られる特徴の一つとなっている。この痕跡と形態
について以下に定義を行う。
　ア、互孔
　蛇紋岩系石材は、大多数が表裏両面から穿孔さ
れている。両穿孔方向に差異があると、貫通点付
近に段差が生じる。こうした段差は通常には後の
成形により解消されるとみられるが、観察資料の
中には明らかな段差に加え、穿孔時の回転線状痕
を残すものが認められた（写真11）。これを「互孔」
と仮称した（模式図参照）。
　イ、回転痕
　上述した互孔に限らず、孔内に回転痕を残す例
が多く認められた。蛇紋岩や滑石はそれほど硬い
岩石ではない。紐ずれ痕や、摩擦痕が認められる
ものがあることからも、連珠の状態での時間が長
ければ摩擦によって、また丁寧な仕上げが施され
れば比較的容易に痕跡は目立たなくなると予想さ

れる。よってこの痕跡があること自体、製作され
てから副葬されるまでの時間が短かった可能性が
ある。
　ウ、形態
　西島松 5遺跡の報告では詳細な形態分類を行っ
ているが、ここでは大局の傾向把握を目的とする
ため、あえて大まかな区分にとどめる。穿孔面を
左右平行に配置した側面観において、高さと幅の
長さの差で判断した。幅が高さより小さい場合を
平玉。同じかより大きくなるものを丸玉とした。
勾玉を代表とする、素材の中心以外に穿孔される
ものをその他とした。

⑸　考察
　報告書による土坑墓の時期区分、後期後葉（三
ツ谷式）、後期末葉（御殿山式）、晩期前半に従い、
これらの時期的な変化を検証する。まずは石材に
ついて、Ａ、Ｂ系石材のみの時期別出土数量を比
較したものがグラフ 1、緑泥石岩以外の石材数量
をグラフ 2に示した。グラフ 1からは、後期後葉
においては、Ｂ系石材の数量が圧倒しているが、
後期末葉においては入れ替わるようにＡ系石材の
点数が増えていること、グラフ 2からは後期後葉
から末葉への時期変化に従い、蛇紋岩系石材以外
のコハク、緑色凝灰岩が増加していることが明瞭
に見てとれる。
　次に製作技術はどうだろうか。互孔、回転痕が
ある個体の比率を調べたものが表 1、 2 である。
互孔、回転痕の特徴はともにＡ石材に多く認め
られ、その割合は、全期間を通じて互孔が18.54
（8.57）％、回転痕が64.16（23.33）％【（　）内
はＢの数値】で、いずれもＢ系石材の割合の 2倍
以上となっている。さらに時期ごとの推移をみる
と、後期後葉をピークとして互孔、回転痕ともに
時期を経るに従い減少していくが、Ｂ系石材の割
合がわずかな変化にとどまるのに対し、Ａ系石材
は後期後葉の値が突出して高い。
　形態についてみてみる。表 2は、玉、平玉、玉
類に区分し、時期別に形態の割合を見たものであ
る。これによると、後期末葉から平玉の割合が 9
割以上になることがわかる。このことについては、
西島松 5遺跡の調査担当者である土肥研晶氏が既
に「時期が下るほど丸玉状のものから、小さい平
玉状になる傾向がみられる」と指摘している（土
肥2014）。
　さらに、10点以上の玉類が出土した土坑墓につ
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いて、グラフに挙げた各石材の中で、最多石材が
全体に占める割合を調べた（表 3）。結果は後期
後葉の平均が89.60％、後期末葉が70.83％、晩期
前半は83.25％であった。
　状況を簡単にみると、後期後葉では出土石製玉
類がＢ系石材100％（Ｐ412,554,570）や、Ａ系石
材100％（Ｐ666,713）を筆頭に、単一石材が多く
を占める構成が多い。後期末葉になると最多石材
の割合が減少し、グラフ 2にも示されるように
Ａ、Ｂ系石材の混在、またコハクや緑色凝灰岩、
ヒスイ・ジャスパーが少数混じる構成へと変化す
る。晩期前半になると、例えばP395を例とすると、
15点のうちＡ系石材が14点、ヒスイ1点という構
成に示されるように、多数のＡ系石材に少数のそ
の他の石材が混じる構成が多くなる。ただしＢ系
石材はその構成からほぼ消滅していると説明でき
る。

⑹　結語
　以上、石材について後期後葉から後期末葉の時
期変化に従って玉の石材の主体がＢ系石材からＡ
系石材へと交代すること。後期末葉からコハク・
緑色凝灰岩などの石材と混在した状況が明瞭とに
なること。製作技術については、主にＡ系石材に
おいて、後期後葉には互孔等の特徴から不定形な
丸玉であったものが、後期末葉には比較的整った
平玉となる傾向があることを改めて指摘した。
　Ａ・Ｂの石材の違いは産地の違いである可能性
がある。このＡ・Ｂ石材を用いた玉類は、同じ恵
庭市に所在するカリンバ遺跡、柏木Ｂ遺跡、また
千歳市美々 4遺跡等、近隣所在遺跡の土坑墓出
土資料にも認められるようである。今後はこれら
の遺跡での検討を通し、さらに材質分析値からＡ・
Ｂ石材の傾向を区分する指標の検討、さらに岩石
学的な検証を行い、産出地同定へと検討を進めて
いく予定である。

表 1 　時期別ＡＢ石材中の互孔、回転痕の割合 表 2 　時期別玉類形態

石材種別 全点 互孔 割合 回転痕 割合

全点
石材Ａ 798 148 18.54% 512 64.16%

石材Ｂ 502 43 8.57% 117 23.33%

後期後葉
石材Ａ 140 54 38.60% 124 88.50%

石材Ｂ 380 42 11.05% 102 26.84%

後期末葉
石材Ａ 410 78 19.02% 276 68.20%

石材Ｂ 117 1 0.85% 14 11.96%

晩期前半
石材Ａ 248 16 6.50% 112 45.16%

石材Ｂ 5 0 0% 1 20%

時期 形態 個数 割合

丸玉 131 23.20%

後期後葉 平玉 388 68.80%

その他 45 8%

丸玉 14 2.20%

後期末葉 平玉 606 94.40%

その他 22 3.40%

丸玉 5 1.80%

晩期前半 平玉 256 94.10%

その他 11 4%

140

380
410

117

248

5
0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

A B

グラフ 1　AB石材時期別出土点数
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　今回は西島松 5遺跡においての傾
向を指摘するのみとしたい。
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報260
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　2019　『年報20』
　2020　『年報21』
五十嵐俊雄
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岡村　聡、富岡　明、加藤孝幸、立田　理、
東　豊土、堺　俊樹
　2018　「�神居古潭帯の蛇紋岩にともなう緑

泥石岩－縄文遺跡から出土する緑
色玉類の原産地の可能性」『日本地
質学会第125年学術大会講演要旨』

鈴木克彦
　2008　「�亀ヶ岡文化の玉に関する問題－在地
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土肥研晶
　2014　「�北海道における縄文墓制の沿革②

－周堤墓以前－」『日本考古学協会
2014年度伊達大会研究発表資料』

表 3 　時期別最多石材占有率

遺　

構　

名

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

緑
色
凝
灰
岩

ヒ　

ス　

イ

コ　

ハ　

ク

ジ
ャ
ス
パ
ー

そ　

の　

他

合　
　
　

計

最
多
石
材
の
占
有
率

時　
　
　

期

Ｐ412 0 33 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 100 後期後葉

Ｐ439 22 3 0 0 0 0 0 0 10 0 0 35 63 後期後葉

Ｐ444 1 40 0 0 6 0 0 0 0 0 0 47 85 後期後葉

Ｐ476 4 30 1 0 0 0 0 0 0 0 0 35 86 後期後葉

Ｐ553 11 44 0 0 0 0 0 0 0 0 0 55 80 後期後葉

Ｐ554 0 88 0 0 0 0 0 0 0 0 0 88 100 後期後葉

Ｐ570 0 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 100 後期後葉

Ｐ666 42 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42 100 後期後葉

Ｐ713 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 100 後期後葉

Ｐ781 2 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 82 後期後葉

後期後葉　最多石材の後期後葉占有率平均（％） 89.60

Ｐ399 11 0 1 0 0 0 10 0 0 0 0 22 50 後期末葉

Ｐ438 5 14 0 0 0 0 0 0 3 0 0 22 64 後期末葉

Ｐ486 25 28 1 1 0 0 0 0 12 0 0 67 42 後期末葉

Ｐ510 39 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 98 後期末葉

Ｐ513 22 2 0 0 0 0 1 0 1 0 0 26 85 後期末葉

Ｐ516 44 2 0 0 0 0 4 1 0 0 0 51 86 後期末葉

後期末葉　最多石材の後期末葉占有率平均（％） 70.83

Ｐ395 14 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 15 93 晩期前半

Ｐ432 18 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 22 82 晩期前半

Ｐ509 15 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 18 83 晩期前半

Ｐ512 9 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 12 75 晩期前半

晩期前半　網掛けは最多石材　最多石材の晩期前半占有率平均（％） 83.25
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